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学則の変更の趣旨を記載した書類 

 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 桜美林大学（以下「本学」という。）芸術文化学群（以下「本学群」という。）では，下

表のように，平成 30 年度から，現在の入学定員 250 人を 150 人増の 400 人とし，収容定員

1,000 人を 600 人増の 1,600 人に変更する。これにより，大学全体の入学定員は 2,280 人，

平成 33 年度の完成年度時点における収容定員は 9,120 人となる。 

 

学群・学類 

現行 変更後 

入学 

定員 

編入学

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学

定員 

収容 

定員 

リベラルアーツ学群 950 人 － 3,800 人 950 人 － 3,800 人 

芸術文化学群 250 人 － 1,000 人 400 人 － 1,600 人 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群 

  ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 

  ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学類 

 

400 人 

80 人 

 

－ 

－ 

 

1,600 人 

320 人 

 

400 人 

80 人 

 

－ 

－ 

 

1,600 人 

320 人 

健康福祉学群 200 人 － 800 人 200 人 － 800 人 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学群 

  ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学類 

 

250 人 

 

－ 

 

1,000 人 

 

250 人 

 

－ 

 

1,000 人 

合計 2,130 人 － 8,520 人 2,280 人 － 9,120 人 

 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

近年，大学を取り巻く環境は一層厳しさを増している。少子化が急速的に進み，ピーク

時に 200 万人を超えていた 18 歳人口は平成 28 年には 119.8 万人にまで減少している。さ

らには，ここ数年は同水準で推移していたものの平成 30 年から再び減少に転じ，平成 43

年には 100 万人を割り込むと予測される，いわゆる「2018（平成 30）年問題」が直前に迫

っている。また，日本私立学校振興・共済事業団「平成 28年度私立大学・短期大学等入学

志願動向」によれば，入学定員充足率が 100％未満の私立大学は，前年度比で７校増加して

257 校となり，大学全体に占める割合は 1.3 ポイント上昇して 44.5％となった。小規模校

や地方の大学で定員未充足が多い傾向が続いており，今後もこの傾向は続くと危惧される。 

このように外部環境が厳しく変化する中，私立大学は高等教育機関としての社会的責任

をより真摯に受け止め，定員の管理，教員一人あたりに対する学生数の適正化など，教育

の質の保証はもちろんのこと，さらなる質の向上を図らなければならない。 
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国内外の経済状況等について国の政策の観点から俯瞰すると，平成 28年６月２日に閣議

決定された「日本再興戦略 2016－第４次産業革命に向けて－」（資料１）には，我が国の文

化芸術資源を活用した産業の活性化についてまとめられている。我が国の文化芸術資源は，

地域の活性化をはじめとして，新たな技術や手法の開発及び市場拡大，さらには海外への

発信等，様々な分野において経済成長に繋がる可能性を有しており，文化芸術資源を担う

人材を育成することは我が国の将来において重要な課題であるといえる。 

また，文化庁において行われた第 16 期文化審議会第１回総会で配付された「文化芸術資

源を活用した経済活性化（平成 28 年４月 13 日）」（資料２）において，文化芸術は観光地

の魅力や産業の付加価値などを生み出す源であり，文化芸術への投資は他の様々な産業分

野への経済波及効果を生み出すとされ，平成 23 年時点における日本の文化産業の経済規模

は 53,804 億円と，総ＧＤＰの 1.2％の割合で，今後も成長が見込まれる分野であるとされ

ている。また，当該資料では，芸術祭やセンターの設立等による文化資源を活用した経済

活性化の事例についての紹介とともに，それらを担う芸術分野の人材育成と活動を支える

プロデューサー人材の育成の必要性についても記されている。 

さらに，我が国の文化芸術は様々なコンテンツを生み出してきた背景がある。経済産業

省が平成 28 年 12 月に公表した「コンテンツ産業の現状と今後の発展の可能性」（資料３）

によると，我が国のコンテンツ産業の市場規模は約 12 兆円と，平成 23 年の東日本大震災

以降回復傾向にあるものの，上述した国内人口のピークアウト等により，成長は横ばいで

推移している状況にある。今後のさらなる経済成長のためには，平成 26年の 5,552 億円か

ら平成 32 年には 6,993 億円と 3.9％もの成長が予測されている海外での需要獲得こそが重

要であるとして，「クールジャパン戦略」を紹介している。当該戦略においても同様に，コ

ンテンツを創出する人材及び発信・展開するプロデューサーの育成が非常に重要である，

とされている。 

これらのことから，我が国の文化芸術資源を活用した経済活性化を担う人材とは，国境

ばかりか言語をも越えたグローバルなコミュニケーションツールである「芸術」という分

野において活躍する人材であり，地域社会からグローバル社会まで，将来的にも幅広く需

要が高まるものといえる。 

 

本学ではこれまでも人口減少社会及びグローバル化といった急激な社会的変化に応える

ため，大学改革に不断に取り組んできた。その中で，本学群は現在，入学定員 250 人，収

容定員 1,000 人と学部相当組織体としては比較的小規模な体制で運営している。その成り

立ちは平成 12年度に「文学部総合文化学科」として設置認可され，その後の志願者数増加

を背景に平成 17 年度より「総合文化学群」として文学部から独立，平成 25 年度にはより

芸術分野の専門性を高めることを学びの主眼として「芸術文化学群」と名称を変更し，現

在に至っている。 

近年では，法人において平成 27 年度に『学校法人桜美林学園第２次中期目標（平成 27
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年度～平成 32 年度）（以下「中期目標」という。）』（資料４）を策定し，「グローバル時代

における教育の深化」，「経営基盤の確立」，「桜美林コミュニティの強化」の３つの重点礎

石を定めた。これらの重点礎石に基づき，次世代を支える人材育成の担い手となりうるよ

う取り組んでいる。さらに，これらの重点礎石を達成・実現するための中期計画（平成 27

年度～平成 32年度）として，本学群においては「芸文ＧＯプログラムの拡充と参加者増」，

「卒業生の芸術活動のネットワーク構築」，「プロジェクト型教育プログラムの推進」の３

つのアクションプラン（資料５）を策定し，実行に移している。 

本学群がこれまで行っている地域社会やグローバル化に向けた取組の一例を次に示す。

本学群では，最大拠点である町田キャンパスを中心に，町田市や相模原市等の市民の方々

を交えた合同発表会やコンサートをはじめとして，地元小学校におけるアウトリーチ活動

等といった地域社会との交流を積極的に展開している。他方，海外から著名なアーティス

トを招聘して学内レッスンを行ったり，本場中国での学生による京劇の公演を行うなど，

グローバルな視野での交流も同様に展開しており，国や社会からの需要・期待に応える取

組を実施している。 

本学群は開設以来，総合大学における芸術文化の学びの場として順調に推移しているが，

時代の変化とともに芸術文化の表現方法はより多面化・複合化している。上述した取組を

現行の教育課程に則してこれまでも実施してきており，現状の学修の範囲でも特段問題な

いとの見方もできる。しかし，日々進化していく芸術文化表現を見過ごした旧態依然の学

修のままでは，今後の社会的貢献度は増すどころか減衰する一方であることは明白である。

本学における芸術文化に主眼を置いた学修とは，時代とともに変化する芸術文化表現を敏

感に感じ取り，かつ学修の中に積極的に取り入れていくインタラクティブなものであり，

その継続性こそが国や社会から求められている需要や期待に繋がるものと確信している。 

 このことを具体的に推進するため，まず，質的な拡充の面において，教育課程を次のよ

うに再編成することを検討した。現行の「演劇専修」「音楽専修」「造形デザイン専修」「映

画専修」という４つの専修を，中期目標の達成や社会等からの需要に応えるため，これを

新たに「演劇・ダンス専修」「音楽専修」「ビジュアル・アーツ専修」という，それぞれの

学問分野が隣接し合う３つの専修に再編成する。これにより，学生が自らの関心に基づく

学問分野を選択し，講義科目で理論的にその体系等を理解した上で，演習科目や実技科目

でプロフェッショナルの世界を経験させることで，より実践的な知識と技術の修得を目指

す。また，特定の分野に偏ることの無い横断的な学修を可能としたカリキュラム構成とす

ることで，芸術文化という学問をこれまで以上に広くかつ深く学修することが可能となる。 

次に，量的な拡充の面において，再編成後の各専修において入学定員の増加についても

検討を重ねた。本学群が地域の生涯学習機会の拠点を担う組織として地域や社会のパート

ナーとして連携を強めることで，本学と地域の関係（エンゲージメント）を一層深めるこ

とが求められているからである。本学群では芸術に関する研究，教育の成果をもって地域

や社会のパートナーとして双方向的かつ持続的に貢献することを目指し，その活動促進の
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ためのファシリテーターやプロデューサーの養成を積極的に行う。特に，ダンス及び音楽

の学問分野においては，国際的にもこれらの活動が顕著であることを踏まえた増加を行う

こととする。 

具体として，各専修における入学定員増加の計画を示す。本学では，「専修」を「専ら

中心に学ぶ学問領域」と位置づけていることから，各専修には定員を設けず，学生の希望

に応じて配置できるようにしている。但し，各専修において十分な質を保った教育を行う

必要があるため，大まかな内訳としての定員の目安を設けている。現行の４専修と再編成

後の３専修の１学年あたりの学生数は下表（表１）のとおりである。 

【表１：各専修の１学年あたりの学生数（目安）】 

〔現行〕 

専修名 演劇専修 音楽専修 造形デザイン専修 映画専修 

学生数 100 人程度 40 人程度 60 人程度 50 人程度 

〔再編成後〕 

専修名 演劇・ダンス専修 音楽専修 ビジュアル・アーツ専修 

学生数 180 人程度 70 人程度 150 人程度 

「演劇・ダンス専修」のうち，演劇分野は，開設当初から安定的に志願者が多く，内定

員は十分に満たしており，かつ従前より学生から量的な拡充が求められていた。教育の質

保証の面も考慮し，20 人の増加を行い，120 人程度とする。ダンス分野は，これまで演劇

専修の教育課程の一部としていたが，近年，当該分野を志望する者は大きく増加する傾向

にあり，かつ前述のファシリテーター等の養成をも見据えて，教育課程の充実を図るとと

もに「ダンス」を専修名に冠し，60 人程度とする。演劇分野・ダンス分野の合計で，180

人程度とする。 

「音楽専修」は，国の政策や社会からの要請等に基づき，既存の演奏技術中心の学びの

みにとらわれることなく，各種専門家を招いてのオペラ演出や作曲等のクリエイティブな

学修を充実させることに伴い，30人の増加を行い，70人程度とする。 

「ビジュアル・アーツ専修」は，従前の造形デザイン専修及び映画専修を統合し，視覚・

映像分野における学修の一層の充実を図る。近年は，美術・絵画作品が立体や映像，空間

化されたインスタレーションへとその概念が拡張しつつある。加えて，デジタル化による

機材の進歩や，インターネットの普及により映像の社会的役割が急速に多様化する傾向に

あることを踏まえ，造形デザイン専修における美術・デザイン領域と映画専修における映

画・映像領域の枠を取り払い，視覚芸術の基礎から応用まで学生が幅広く柔軟に学修でき

るようにすることに伴い，40人の増加を行い，150 人程度とする。 

各専修における質的拡充と量的拡充の案を集約し，積み上げた結果として，入学定員を

現状の 250 人から 400 人とし，収容定員を 1,000 人から 1,600 人とすることは，国の政策

等の観点から当該分野の人材の社会的需要が今後も増加が見込まれることを踏まえると，

至当であると判断できる。 
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 なお，我が国の文化芸術資源の根本法令である「文化芸術振興基本法」（平成十三年法律

第百四十八号）において，「文化芸術を創造し，享受し，文化的な環境の中で生きる喜びを

見出すことは，人々の変わらない願いである。また，文化芸術は，人々の創造性をはぐく

み，その表現力を高めるとともに，人々の心のつながりや相互に理解し尊重し合う土壌を

提供し，多様性を受け入れることができる心豊かな社会を形成するものであり，世界の平

和に寄与するものである。さらに，文化芸術は，それ自体が固有の意義と価値を有すると

ともに，それぞれの国やそれぞれの時代における国民共通のよりどころとして重要な意味

を持ち，国際化が進展する中にあって，自己認識の基点となり，文化的な伝統を尊重する

心を育てるものである。」とあり，このことは，本学群の教育研究上の目的とする「キリス

ト教精神に基づいた教養豊かな識見の高い国際的人材を育成することを基本理念とし，芸

術分野における専門知識と技能を身につけ，グローバルな視野をもって芸術文化の振興に

貢献する」ことと，正に合致しているものである。 

このことを具現化するにあたり，少子高齢化に伴う国内人口のピークアウトや急激なグ

ローバル化という厳しい時代であるからこそ，教育課程等の充実を図り，適正な教員配置

を行い，収容定員を増員することで，時代に即した芸術文化を幅広く学び，社会のニーズ

にマッチした芸術文化教養人をより多く輩出していくことは，本学群の使命であり，急務

であるとの考えに至った。 

 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

１ 芸術文化学群の特色 

本学群は，中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」（平成 17年１月）で提言

された７つの機能のうち，主として「４.総合的教養教育」，「５.特定の専門的分野（芸

術，体育等）の教育・研究」及び「６．地域の生涯学習機会の拠点」を行う機能を有する

学群である。 

今回の収容定員学則変更認可申請を行うに当たっては，まず，学群共通科目の充実を図

った。具体には，教育研究上の目的をカリキュラム上により反映させる形で，各専修にお

ける学修の導入となる授業科目の充実を図った。次に，現行の４専修を３専修に再編成す

るとともに，教育課程の体系性をより明確にするため，授業科目の統廃合，新設及び科目

名称変更を行う。 

 

 

２ 教育課程の変更内容 

（１）専修の再編成 

現行では，「演劇専修」，「音楽専修」，「造形デザイン専修」，「映画専修」という４つの

専修単位に科目群をまとめていたが，これを新たに「演劇・ダンス専修」，「音楽専修」，
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「ビジュアル・アーツ専修」という，それぞれの学問分野が隣接し合う３つの専修に再

編成する。これらは，学生が自らの関心に基づく学問分野を選択し，プロフェッショナ

ルの世界を体験し，実践的な知識と技術を修得させることを目標としたものとなってい

る。本学における専修はコースと同意であり，特定の分野に偏らない横断的な学修を可

能としたカリキュラム構成としたことで，芸術文化という学問を広くかつ深く学修する

ことを可能としている。各専修の特長は，次のとおりである。 

  

①演劇・ダンス専修 

演技やダンスをはじめとする表現者と，舞台芸術を創り上げる制作者の両者の側面か

ら理論と実技の全般を学修するための科目群である。 

演劇分野では，脚本を基にして観客を前に上演するための演技や演出，スタッフワー

クの全てのプロセスを学ぶ「シアター教育」，演劇を通して人間教育やコミュニケーシ

ョン能力を育む手法を学び，ワークショップを実践する「ドラマ教育」，狂言や歌舞伎，

中国の京劇等の古典文化の理解を深める「古典芸能」という３本を柱とした教育を行う。 

ダンス分野では，クラシックバレエ，コンテンポラリーダンス，日本舞踊の他，身体

基礎訓練のメソッドを活かした身体トレーニング，コミュニティ・ダンス，各国の民族

舞踊等，「舞う」「踊る」ことに関する教育を行う。 

 

②音楽専修 

音楽的感性や技術等を磨き，深い人間性と高い音楽技能を修得するための科目群であ

る。 

器楽（管弦打楽器），ピアノ，声楽，パイプオルガン，邦楽，作曲，ミュージカル等

の分野から専門を選択させ，それに関連する音楽学，音楽史，民族音楽研究，和声学，

対位法等の理論科目と実技科目を配置して，演奏技術や感性だけでなく，音楽全般の知

識も修得させる教育を行う。 

 

③ビジュアル・アーツ専修 

アートに関する多彩な分野を学修し，学生一人ひとりの才能と可能性を引き出し，新

たな価値を創造する力を修得するための科目群である。 

美術，工芸，テキスタイル，グラフィックデザイン，プロダクトデザイン，マルチメ

ディア，映画，アニメ等の分野に関する理論と実践に関する教育を行う。学生には自ら

が潜在的に有する多様な発想や技法をこれらの教育によって見出させ，新たな価値を創

造する力を養成する教育を行う。 

 

（２）海外留学 

本学群では，専修の分野にとらわれることなく海外留学を推奨している。平成 28 年度
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より導入した「芸術文化学群ＧＯプログラム」（資料６）は本学公式の留学制度である。 

名称のＧＯとは「Global Outreach」の略で，その趣旨は桜美林学園のモットーである

「学びて人に仕える（学而事人）」に基づき，国際社会に貢献できる人材を育成すると

いう意味を込めたものである。 

本学群では芸術分野の教養，専門知識と技術を身につけ，さらに海外において活躍す

るために必要な英語力を身につけた人材を育成することを目標としており，ＧＯプログ

ラムにより米国又は英国の提携大学に一学期間（秋学期 14～16 週）留学し，英語学習

（ESL：English as a Second Language）を中心に，演劇や音楽等の学生各自の専攻に応

じた正規授業科目の聴講，課外活動，ボランティア活動等を行う。現地で学んだ英語力

や経験を活用し，帰国後も社会・地域に貢献することを可能としている。 

本学群に限らず，本学では海外留学を経験した学生は，留学前に比べて非常に積極的

に学修に取り組む傾向が強い。こういったことからも，入学直後より行う従前からの英

語教育だけでなく，新たに配置した本学群の芸術分野に特化した英語教育も展開し，履

修を強く推奨していくことにより，学生が積極的に参加し，海外の芸術を肌で感じてく

ることで，選択した分野の学修の一層の向上を図る。 

 

 

３ 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

前述の専修体制の再編成により，これまで以上に学びの範囲は広がるものの，教育的効

果を希薄にすることはなく，収容定員増加の後も教育方法及び履修指導方法の変更は行わ

ず，これまでと同等以上の内容で実施する。これらの具体については次のとおりである。 

 

（１）教育方法の変更内容 

これまで演習，実技，実習科目，あるいは一部の講義科目において，指導上，適切な

履修者数を維持するために，クラス数の増設等を行ってきた。収容定員増加の後も，こ

の措置を継続し適正クラス規模を維持する。さらに，特定の曜日・時限のクラスには履

修希望者が集中することがある。このような場合には，他の曜日・時限でも開講して希

望者全員が履修することができるよう調整を図ることで，学生が不利益を被ること無く，

かつ教育の質も確保していく。 

なお，新たな教育方法として，より教育効果を高めるためにプロジェクト型授業を導

入する。講義科目等で得た知識及び技術を，地域並びに社会にどのように活かせるかに

ついて実践的に学修することを目的とし，学内及び地域社会のイベント等に積極的に関

わり，ファシリテーション，プロデュース及び演出等を行っていく。 

 

（２）履修指導方法の変更内容 

本学では全学的な履修指導方法として「アドバイザー制度」（資料７）を導入している。
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アドバイザーは，専任教員が各学群・学類に所属する学生一人ひとりを担当し，学修に

関する指導や学生生活全般の相談対応を行う。主な対応事項としては，学生の履修登録

状況や成績を適宜モニターし，学期初めの履修指導を積極的に行うほか，授業期間中は

オフィスアワーを設け，学生の相談案件に随時対応し助言等を行っている。また，本学

ではＧＰＡによる成績管理を実施しており，各学期単位で成績が不振であった学生に対

しては保護者を含めた面談指導を実施している。 

履修指導の具体として，入学後の新入生全体オリエンテーションにおいて，建学の精

神に基づき本学群が養成する人材像及び教育目的，教育方法，卒業要件等について説明

した後に，アドバイザーによる個別指導を行う。アドバイザーは，教育課程における必

修科目等の基幹科目の位置づけやその必要性を説伏した上で，各学生の興味，関心，目

的意識，卒業後の希望進路等を考慮して指導を行う。履修指導は入学時のみならず，在

学期間を通して随時行い，各学期の履修登録の指導，単位修得を含めた学修の進捗状況

確認，各授業の学習や課題への取り組みに関する指導と助言，その他学生が効果的に学

修するための様々な支援を行っている。  

従前より科目ナンバリング制度を導入し，学修体系の中での科目の位置付けを明確に

しているが，本学群の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を具現化

し，可視化して共有するためのカリキュラムマップ（資料８）を新たに作成する。これ

により，履修モデル（資料９）の明示とともに系統的な学びの促進を図る。また，芸術

文化を理論的に学ぶだけではなく，実践的な学びとその成果発表の機会をより多く提供

していく。 

 

 

４ 教員組織の変更内容 

今回の収容定員増加に伴い，専任教員２人を新規に採用する。これにより本学群の専任

教員は 27人となる。大学設置基準第 13条に規定されている必要専任教員数 18 人（教授９

人以上）を大きく上回る配置により，より一層のきめ細やかな教育を行うことができる体

制となる。職位の内訳は,教授 17 人，准教授７人，講師２人，助教１人である。 

現在,本学全体では必要専任教員数の 1.5 倍程度の専任教員を配置している。また，本学

では，研究組織である「学系」と教育組織である「学群」を分離しており，教員の所属は

学系としている。言い換えれば，「学系に所属し，学群に教えに行く」という体制を整備

している。そのため，大学全体として俯瞰すると，量的に充分な教員を持って各教育組織

の授業を担当しているので，今回の認可申請による収容定員増加に関して支障は無く，教

育の質を担保することが可能である。なお，本学群の専任教員のうち完成年度末までに定

年となる者については，大学全体の人事計画に基づいて適切に採用を行っていくこととし

ている。 
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５ 大学全体の施設・設備の変更内容 

（１）校地，運動場の整備計画 

本学群を設置する町田キャンパスを中心に，大学全体では現在 103,529.67 ㎡の校舎面

積を有している。既設学群と共用することとなるが，本学群の収容定員増加を踏まえて

も大学設置基準上の要件を十分に満たしている。故に，今回の収容定員増加に伴う校地

及び運動場の整備に関わる変更は行わない。 

本学では学生及び教員が安全で快適な環境の中で授業を受け，課外活動に取り組み，

また教育研究に勤しむことができる環境こそが相応しいと考え，キャンパスの整備を進

めている。平成 27 年度より平成 32 年度までの６か年を期間とした中期目標を策定し，

その中で新施設の建設や既存校地の整備，施設の更新をマスタープランに沿って進め，

教育研究環境の整備を行っていくこととしている。 

学生の休息する空間については，多数の主要校舎の１階部分を飲食や歓談，休憩，自

習場所として利用できるラウンジとして整備している。このラウンジは授業や課外活動

での活動成果を報告，発表する展示スペースとしても活用できるよう設計を行っている。

屋外広場や共用廊下等の空いた空間にはベンチやテーブルを多数設置しており，また花

壇・植樹等による緑化も進めている。 

運動場については 68,324.97 ㎡を有し，今回の収容定員増加に伴う利用者増にも十分

に対応が可能である。総合運動場（人工芝），野球場，テニスコート，アーチェリー場，

弓道場，ゴルフ練習所等が整備され，授業や課外活動及びスポーツフェア等のイベント

の使用に供している。 

 

（２）校舎等施設の整備計画 

本学群で使用する講義室，演習室等については，専修毎に専用のホール，スタジオ，

レッスン室，練習室，自習室，ＡＶ教室，編集室等の実技・実習科目に適した施設を，

今回の収容定員増加を踏まえた整備及び拡充を行う。同時に講義科目については一部を

既存の他学群と共通で使用する計画であるが，授業科目の登録者数や講義形態を確認し

ながら教室の割り当てを適切に行うことで収容定員増加にも対応した教室数を確保し，

教育研究に支障無いよう配慮することとしている。 

図書館では，今回の収容定員増加に際し，本学群の学生の教育に資する資料として，

芸術その他基礎的かつ学術的な資料を揃える。 

図書館には，平成 12 年４月の文学部総合文化学科開設以降，継続して収集を続けてき

た演劇，ダンス，音楽，美術，デザイン，映画関連資料群に加え，文学部英語英米文学

科，中国語中国文学科という先行する旧学部学科の時代から収集を続けてきた，文学，

演劇，戯曲，京劇研究に必要な基本的資料群を含む蓄積がある。これらを有効に活用す

るとともに，本学群の教育に必要な図書（和書，洋書，中国書等），学術雑誌（和雑誌，

洋雑誌，中国雑誌等），視聴覚資料（映像，音声等資料）等の整備を図る。 
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選定・収集にあたっては，専任教員や全学図書委員会を通じて意向を反映し，教育・

研究に資する図書等の収集を行う。また，購入希望制度を通じて学生が必要とする資料

を受け入れることもできる。図書のほか，必要に応じて視聴覚資料（ＤＶＤ等）も揃え

る。 

図書館では約 54 万冊の図書，学術製本雑誌，約１万７千点の視聴覚資料，5,900 種の

学術雑誌，紀要類（英語，中国語，日本語等）を利用することができる。データベース

は，学術論文，企業情報のほか芸術関連の論文・記事等を多数収録している基本的なア

グリゲータータイプのデータベース ProQuest Central，電子ジャーナル Cambridge Online 

Journals ，クラシック音楽のほか民族音楽，ポピュラー音楽などＣＤ10万枚以上をスト

リーミング配信する NAXOS Music Library，クラシックの楽譜約１万点以上を収録した

Classical Scores Library も提供している。 

聞蔵Ⅱ（朝日新聞記事検索），ヨミダス歴史館（読売新聞記事検索），日経テレコン 21

（日本経済新聞記事検索）等の新聞記事検索データベースを通じて，国内外のニュース

を知るための情報を提供する。Britannic Online Dictionary，Oxford English Dictionary

等のデジタルレファレンスツールを提供し，英語学習を支援している。外国語修得，留

学案内については，英語，中国語，日本語各種資格試験（ＴＯＥＦＬ®，ＴＯＥＩＣ®，

ＨＳＫ等）に対応した参考書及び留学ガイドブック約 600 冊を揃え，それぞれ「資格就

職コーナー」，「留学コーナー」を設けて学生に提供している。 

図書館では，学生に様々なサービスを提供している。来館利用はもとより，図書，学

術雑誌，視聴覚資料のほか，学内ＬＡＮに接続すれば利用できる非来館型利用も可能と

なっている。また一部のデータベースは，図書館システムに個人のＩＤ／パスワードで

ログインすることにより，学外からも利用可能である。 

  学生は図書館に所蔵する図書・雑誌を著作権法の範囲内で複写することができる。ま

た本学図書館に所蔵していない図書・雑誌については，他大学図書館等に複写を依頼す

ることができる。また学生が，他大学図書館が所蔵する図書・雑誌等の閲覧を希望する

場合は，先方の他大学図書館に連絡を取り，紹介状を発行して閲覧の依頼を行う。また

他大学図書館のほか，国立国会図書館，全国の公共図書館等の情報を提供するとともに，

学生が求める図書・雑誌等資料や文献を入手できるように努めている。 
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文
化

芸
術

資
源

を
活

用
し

た
経

済
活

性
化

（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
）

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

文
化

庁

文化芸術資源を活用した経済活性化（文化ＧＤＰの拡大） 資料２
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文
化

芸
術

資
源

を
活

用
し

た
経

済
活

性
化

（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
）
に

つ
い

て
１

．
概

要
文

化
芸

術
は

、
観

光
地

の
魅

力
や

産
業

の
付

加
価

値
な

ど
を

生
み

出
す

源
。

文
化

芸
術

へ
の

投
資

は
、

他
の

様
々

な
産

業
分

野
へ

の
経

済
波

及
効

果
を

生
み

出
す

。

全
国

に
存

在
す

る
我

が
国

の
多

様
な

文
化

芸
術

資
源

を
一

層
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
Ｇ

Ｄ
Ｐ

６
０

０
兆

円
の

達
成

に
貢

献
す

る
経

済
波

及
効

果
を

生
み

出
す

。

文
化

産
業

の
経

済
規

模
（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

）
の

拡
大

Ｇ
Ｄ

Ｐ
（２

０
１

１
年

）

業
種

（
億

円
）

%

映
像

・
音

声
・
文

字
情

報
制

作
業

（
映

画
・
ビ

デ
オ

・
テ

レ
ビ

ジ
ョ

ン
番

組
・
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

制
作

業
な

ど
)

1
1
,6

6
3

2
1
.7

%

個
人

教
授

業
（
音

楽
・
書

道
・
生

け
花

・
茶

道
教

授
業

な
ど

）
7
,5

0
5

1
4
.0

%

出
版

6
,3

2
6

1
1
.8

%

新
聞

5
,8

9
9

1
1
.0

%

そ
の

他
（
劇

場
、

楽
団

、
博

物
館

、
美

術
館

な
ど

）
2
2
,4

1
1

4
1
.7

%

合
計

5
3
,8

0
4

1
0
0
.0

%

「
国

民
文

化
祭

・
あ

き
た
20

14
」
の

例
観

光
客

お
よ

び
出

演
者

の
消

費
支

出
に

よ
る

効
果

日
帰

り
客

宿
泊

客
宿

泊
費

－
8.
0億

円
飲

食
費

4.
3億

円
4.
2億

円
土

産
費

16
.1

億
円

10
.8

億
円

交
通

費
11

.8
億

円
10

.5
億

円
入

場
料

2.
2億

円
1.
0億

円
そ

の
他

2.
3億

円
2.
2億

円
計

36
.8

億
円

36
.5

億
円

観
客

・
出

演
者

数
67

万
人

7万
人

文
化

産
業

以
外

へ
の

波
及

73
.3

億
円

※
全

体
の

経
済

波
及

効
果

は
13
4億

円

※
数

字
は

入
手

可
能

な
資

料
（
産

業
連

関
表

、
経

済
セ

ン
サ

ス
）
を

基
に

、
文

化
関

連
の

も
の

に
つ

い
て

文
化

庁
に

お
い

て
抽

出
・
試

算
し

た
も

の
。

総
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
１

．
２

％
（
諸

外
国

は
３

～
４

％
）

我
が

国
の

多
様

な
文

化
芸

術
資

源
を

考
え

れ
ば

伸
び

し
ろ

の
あ

る
分

野

・
文

化
芸

術
資

源
の

活
用

は
、

他
の

産
業

や
地

域
経

済
へ

波
及

効
果

を
も

た
ら

す

・
国

内
の

芸
術

祭
等

の
文

化
事

業
は

年
間

約
２

０
０

件
以

上
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

を
磨

き
上

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

大
き

な
波

及
効

果
を

生
み

出
す

他
産

業
へ

の
経

済
波

及
効

果
の

創
出

１

- 2 -



２
．

取
組

の
方

向
性

方
向

性
１

：
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

増
加

・
地

域
の

活
力

の
創

出

地
方

創
生

に
資

す
る

地
域

の
文

化
芸

術
資

源
の

掘
り

起
こ

し
・
芸
術
祭
な
ど
の
文
化
芸
術
活
動
や
食
文
化
を
含
め
た
「
く
ら
し
の
文
化
」
な
ど
の
文
化
芸
術
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
活
性
化
へ
つ
な
が
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開
・

推
奨
と
国
内
外
へ
の
発
信

・
官
民
協
働
に
よ
る
現
代
ア
ー
ト
拠
点
や
文
化
観
光
・
産
業
活
性
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成
と
そ
の
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成

文
化

芸
術

の
創

造
へ

の
支

援
と

海
外

へ
の

発
信

・
「
日
本
の
美
」
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
懇
談
会
の
議
論
を
も
と
に
、
一
過
性
に
終
わ
ら
な
い
、
高
い
経
済
効
果
の
創
出
と
人
材
育
成
を
重
視
し
た
、
息
の
長
い
支
援
を
行
い
、
「
文

化
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拠
点
」
を
集
中
的
・
計
画
的
に
形
成
。
２
０
２
０
年
国
内
で
の
「
日
本
博
」
で
の
全
面
的
な
開
花
を
目
指
す
。

・
世
界
に
誇
る
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野
の
人
材
育
成
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
・
海
外
発
信
の
推
進

数
値

目
標

：
２

０
２

０
年

ま
で

に
全

国
の

２
０

万
件

の
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
海

外
へ

発
信

２
０

３
０

年
ま

で
に

文
化

芸
術

ク
ラ

ス
タ

ー
１

０
拠

点
形

成
・
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

人
材

１
０

０
人

育
成

以
下

の
方

向
性

１
～

３
に

よ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
・
観

光
の

３
庁

連
携

を
は

じ
め

と
し

て
関

係
省

庁
と

も
協

働
し

つ
つ

、
文

化
産

業
・

文
化

芸
術

活
動

の
活

性
化

に
よ

る
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
、

訪
日

外
国

人
４

，
０

０
０

万
人

へ
の

貢
献

等
に

よ
る

他
産

業
や

地
域

経
済

へ
の

波
及

効
果

の
創

出
す

る
。

■
瀬

戸
内

国
際

芸
術

祭
2
0
1
3

・
美

し
い

瀬
戸

内
海

を
船

で
巡

り
な

が
ら

、
島

の
自

然
や

文
化

に
溶

け
込

ん
だ

ア
ー

ト
を

体
感

す
る

現
代

ア
ー

ト
の

祭
典

。
・
２

６
の

国
と

地
域

か
ら

２
０

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
仏

・
中

・
韓

）
・
直

島
町

で
は

、
首

都
圏

か
ら

若
い

世
代

が
移

住
し

、
年

２
％

強
の

人
口

減
少

率
が

１
％

程
度

に
ま

で
改

善
し

て
お

り
、

下
げ

止
ま

り
傾

向
が

見
ら

れ
る

。
・
来

場
者

数
約

1
0
7
万

人
、

経
済

波
及

効
果

約
1
3
2
億

円
（
事

業
費

約
1
0
.2

億
円

）
（撮

影
：中

村
脩

氏
）

■
大

地
の

芸
術

祭
越

後
妻

有
ア

ー
ト

ト
リ

エ
ン

ナ
ー

レ
20

12
 (新

潟
県

十
日

町
市
)

・
里

山
を

舞
台

と
す

る
地

域
内

外
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

に
よ

る
作

品
制

作
・
展

示
や

地
域

住
民

と
の

交
流

、
ア

ー
ト

を
テ

ー
マ

に
し

た
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
芸

術
祭

。
・
４

４
の

国
と

地
域

か
ら

３
１

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
中

・
韓

）
・
来

場
者

数
約

4
9
万

人
、

経
済

波
及

効
果

約
4
6
億

5
千

万
円

（
事

業
費

約
4
.9

億
円

）

○
国

際
的

な
芸

術
祭

の
開

催

○
文

化
庁

メ
デ

ィ
ア

芸
術

祭
・
日

本
映

画
の

製
作

支
援

■
メ

デ
ィ

ア
芸

術
祭

世
界

8
6
の

国
と

地
域

か
ら

4
,4

1
7
点

（
う

ち
、

海
外

か
ら

半
数

を
超

え
る

2
,2

1
6
点

）
の

作
品

応
募

(第
1
9
回

)昨
年

の
受

賞
作

品
展

に
は
51

,1
53

人
が

来
場

■
日

本
映

画
の

製
作

支
援

・
「
超

高
速

！
参

勤
交

代
」

興
行

収
入

1
5
.5

億
円

・
「
小

さ
い

お
う

ち
」

興
行

収
入

1
2
.6

億
円

（
文

化
庁

よ
り

２
千

万
円

製
作

支
援

平
成

２
６

年
度

）

○
羽

田
空

港
跡

地
を

活
用

し
た

現
代

ア
ー

ト
拠

点

・
世

界
最

高
水

準
の

美
術

修
復

、
梱

包
・
運

搬
、

展
示

業
者

な
ど

の
美

術
関

連
技

術
を

集
積

。
最

先
端

技
術

と
ア

ー
ト

の
融

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

な
ど

。
・
ア

ジ
ア

を
中

心
と

し
た

外
国

人
富

裕
層

の
開

拓
に

よ
り

、
新

た
な

短
期

滞
在

需
要

を
喚

起
。

訪
日

外
国

人
一

人
当

た
り

の
単

価
（
経

済
効

果
）
の

向
上

。
・
公

主
体

の
手

法
で

は
な

く
、

民
間

や
自

治
体

が
主

体
と

な
っ

て
行

う
取

組
を

国
が

支
援

。

２
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方
向

性
２

：
文

化
芸

術
に

お
け

る
潜

在
的

顧
客

・
担

い
手

の
開

拓

多
様

性
を

包
容

す
る

文
化

の
力

を
活

用
、

障
害

者
、

外
国

人
等

、
あ

ら
ゆ

る
人

々
が

活
躍

す
る

場
を

創
出

し
、

文
化

芸
術

活
動

の
裾

野
を

拡
大

。
・
児
童
生
徒
、
親
子
、
障
害
者
、
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
社
会
包
摂
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開

・
障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
優
れ
た
文
化
芸
術
活
動
の
支
援

方
向

性
３

：
「
文

化
財

で
稼

ぐ
」
力

の
土

台
の

形
成

数
値

目
標

：
２

０
３

０
年

ま
で

に
す

べ
て

の
都

道
府

県
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
取

組
を

実
施

「
文

化
財

活
用

・
理

解
促

進
戦

略
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
0
2
0
」
（
仮

称
）
を

年
内

に
策

定
し

、
「
地

域
の

文
化

財
を

一
体

的
に

活
用

す
る

取
組

へ
の

支
援

」等
を

通
じ

て
、

「
文

化
財

」
を

観
光

資
源

と
し

て
開

花
さ

せ
る

。

・
文
化
財
の
解
説
の
多
言
語
化

等
を
通
じ
た
、
我
が
国
の
文
化
・
歴
史
を
体
現
す
る
文
化
財
の
価
値
・
魅
力
の
効
果
的
発
信

・
文
化
財
の
適
切
な
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
修
理

、
建
造
物
等
の
美
装
化

、
文
化
施
設
の
機
能
強
化

に
よ
る
雇
用
創
出
と
と
も
に
観
光
客
を
魅
了
す
る
環
境
の
充
実

等

数
値

目
標

：
２

０
２

０
年

ま
で

に
日

本
遺

産
を

は
じ

め
、

文
化

財
を

中
核

と
す

る
多

様
な

「
稼

ぎ
方

」
を

可
能

と
す

る
観

光
拠

点
を

全
国

２
０

０
拠

点
程

度
整

備

○
文

化
財

を
中

核
と

す
る

観
光

拠
点

の
整

備

大
内

宿
の

茅
葺

き
民

家
群

再
生

（
福

島
県

）
・
地

域
の

文
化

財
の

一
体

的
整

備
を

計
画

的
に

行
い

、
観

光
中

心
の

産
業

構
造

へ
転

換
・
観

光
客

数
は

2
0
年

間
で

約
1
0
0
万

人
増

加
・
収

益
が

修
理

に
つ

な
が

る
循

環
型

の
文

化
財

保
存

・
活

用
事

業
の

継
続

、
地

元
技

術
者

の
育

成

○
投

資
リ

タ
ー

ン
を

見
据

え
た

文
化

財
修

理
・
整

備
の

拡
充

と
美

装
化

姫
路

城
天

守
の

大
規

模
改

修
・
総

事
業

費
3
0
億

円
・
観

覧
料

収
入

2
.9

億
円

（
H

2
6
)→

1
8
.7

億
円

（
H

2
7
） 修

理
中

も
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

を
設

置

美
装

化

○
わ

か
り

や
す

い
解

説
と

多
言

語
対

応
日

光
東

照
宮

新
宝

物
館

・
東

照
宮

の
歴

史
や

徳
川

家
康

の
生

涯
を

ビ
デ

オ
等

で
上

映
し

、
英

語
テ

ロ
ッ

プ
を

用
い

て
わ

か
り

や
す

く
解

説
・
絵

巻
な

ど
展

示
品

を
デ

ジ
タ

ル
化

し
、

画
面

タ
ッ

チ
に

よ
り

、
日

英
の

解
説

を
表

示

○
歴

史
的

建
造

物
の

活
用

促
進

西
日

本
工

業
倶

楽
部

会
館

国
指

定
重

要
文

化
財

を
結

婚
式

場
等

に
活

用

○
文

化
芸

術
を

活
用

し
た

社
会

包
摂

プ
ロ

グ
ラ

ム
高

齢
者

の
W

S

・
年

間
約

３
０

万
人

が
来

館
。

地
域

の
に

ぎ
わ

い
創

出
に

貢
献

。
・
文

化
芸

術
を

活
用

し
て

、
子

育
て

支
援

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

、
多

文
化

共
生

な
ど

の
地

域
課

に
取

り
組

む
「
ま

ち
元

気
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

展
開

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

に
寄

与
。

・
県

立
高

校
に

お
い

て
自

己
表

現
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
養

成
を

目
的

に
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
。

中
途

退
学

者
が

約
３

分
の

１
と

な
り

、
新

入
生

の
定

員
割

れ
も

解
消

。

可
児

市
文

化
創

造
セ

ン
タ

ー
○

障
害

者
の

ア
ー

ト
活

動

埼
玉

県
立

近
代

美
術

館
「
す

ご
い

ぞ
、

こ
れ

は
！

」
展

・
全

国
の

調
査

研
究

員
と

事
務

局
の

埼
玉

県
立

近
代

美
術

館
の

館
長

・
学

芸
員

、
あ

わ
せ

て
１

２
人

が
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

を
そ

れ
ぞ

れ
１

名
推

薦
す

る
形

式
に

よ
り

作
品

を
展

示
・
北

海
道

、
高

知
、

広
島

で
巡

回
展

を
開

催

３

- 4 -



文
化

資
源

を
活

用
し

た
経

済
活

性
化

（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
）

～
参

考
事

例
集

～

４

- 5 -



●
瑞

龍
寺
（
富
山
県
高
岡
市
）
で
は
、
平
成
８
年
度
に
保
存
修
理
事
業
が
完
了
し
、
平
成
9年

に
仏
堂
、
法
堂
、
山
門
が
国
宝
に
指
定
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
等
も
展
開
し
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
た
Ｈ
27
年
に
は
過
去
最
高
の
約
25
万
人
を
記
録
。

参
考

事
例

①
～

保
存

修
理

事
業

等
に

よ
る

観
光

効
果

～

修
理

前
修

理
後

（
平

成
８

年
）

0

50
,0
00

10
0,
00

0

15
0,
00

0

20
0,
00

0

25
0,
00

0

30
0,
00

0

H3
H4

H5
H6

H7
H8

H9
H1

0
H1

1
H1

2
H1

3
H1

5
H1

6
H1

7
H1

8
H1

9
H2

0
H2

1
H2

2
H2

3
H2

4
H2

5
H2

6
H2

7

22
7,

60
0人

24
7,

08
8人

17
0,

70
0人

19
2,

65
0人

69
,4

00
人

総
事

業
費

：
1
,9

8
7
百

万
円

国
庫

補
助

額
：

1
,3

3
4
百

万
円

事
業

期
間

：
Ｓ

6
0
年

1
0
月

～
Ｈ

8
年

１
２

月

[保
存

修
理

事
業

概
要

]

５

拝
観

者
数

の
推

移

【
H
８

】
保

存
修

理
工

事
完

了
【

H
９

】
仏

殿
、

法
堂

、
山

門
の

国
宝

指
定

【
H
1
4
】

N
H
K
大

河
ド

ラ
マ

「
利

家
と

ま
つ

」
の

放
映

【
H
1
9
】

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

開
始

【
H
2
0
】

東
海

北
陸

自
動

車
道

全
線

開
通

【
H
2
1
】

高
岡

開
町

4
0
0
周

年
【

Ｈ
2
7
】

北
陸

新
幹

線
開

通

20
15

年
に

は
「
Th

e 
W
on

de
r5
00

運
営

事
務

局
」
主

催
「
第

３
２

回
伝

統
的

工
芸

品
月

間
国

民
会

議
全

国
大

会
」
の

会
場

と
し

て
大

茶
堂

・
回

廊
を

利
用

。

- 6 -



●
出
雲
大
社
で
は
、
平
成
２
５
年
の
「
平
成
の
大
遷
宮
」
に
あ
わ
せ
、
本
殿
（
国
宝
）
を
は
じ
め
各
種
施
設
に
つ
い
て
平
成

２
０
年
度
か
ら
計
画
的
に
保
存
修
理
事
業
を
実
施
。
観
光
客
増
加
（
Ｈ
２
４
：
２
９
１
９
万
人
→
Ｈ
２
５
：
３
６
７
４
万
人
）

に
よ
る
島
根
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
３
４
４
億
円
に
達
し
た
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

参
考

事
例

②
～

大
遷

宮
に

合
わ

せ
た

計
画

的
な

修
理

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
～

県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
：
34
4億

円

県
民
の
雇
用
者
所
得
増
加
：
11
3億

円

新
規
雇
用
創
出
効
果

：
約
35
00
人

（
「
【
改

訂
】
平

成
の

大
遷

宮
の

経
済

波
及

効
果

」
（
20

14
年

3月
27

日
日

本
銀

行
松

江
支

店
）
に

よ
る

）

本 殿

▲
本

殿
素

屋
根

の
解

体

▲
本

殿
竣

工

指
定

：
昭

和
2
7
年

建
立

：
延

享
元

年
（

1
7
4
4
）

修
理

期
間

：
平

成
2
0
年

1
2
月

～
2
5
年

2
月

[本
殿

の
修

理
内

容
]

屋
根

葺
替

・
部

分
修

理

：
国

宝
：
重

要
文

化
財

年
度

事
業

費
国

庫
補

助
額

Ｈ
20

年
度

4.
7億

円
3.
1億

円

Ｈ
21

年
度

5.
0億

円
3.
3億

円

Ｈ
22

年
度

5.
0億

円
3.
3億

円

Ｈ
23

年
度

5.
0億

円
3.
3億

円

Ｈ
24

年
度

5.
8億

円
3.
8億

円

Ｈ
25

年
度

2.
6億

円
1.
7億

円

Ｈ
26

年
度

2.
6億

円
1.
7億

円

計
（
～
H2

9年
度

）
38
.0

億
円

24
.7

億
円

65
%

国
庫

補
助 ６
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●
諏
訪
大
社
で
は
、
平
成
２
２
年
の
御
柱
祭
に
よ
る

観
光
消
費
額
約
１
７
１
億
円
・
経
済
波
及
効
果
約
２
１
６
億
円
と
い
っ
た

効
果
を
持
続
し
、
さ
ら
に
発
展
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
平
成
２
４
年
度
か
ら
主
要
施
設
の
保
存
修
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
考

事
例

③
～

御
柱

祭
の

効
果

の
持

続
・
発

展
の

た
め

の
保

存
修

理
～

▲
諏

訪
大

社
御

柱
祭

年
度

事
業

費
国

庫
補

助
額

Ｈ
24

～
26

年
度

1.
9億

円
1.
0億

円

計
（
～
H2

7年
度

）
2.
1億

円
1.
1億

円

55
%

国
庫

補
助

観
光
消
費
額
：
17
1億

16
00
万
円
（
Ｈ
16
：
16
0億

円
）

経
済
波
及
効
果
：
21
5億

円
60
00
万
円

総
動
員
数
：
16
9万

30
00
人
（
Ｈ
16
：
約
16
0万

人
）

（
「
平

成
22

年
10

月
29

日
長

野
日

報
（
諏

訪
広

域
連

合
調

査
結

果
引

用
）
に

よ
る

）

平
成

２
２

年
諏

訪
大

社
御

柱
祭

の
効

果

▲
幣

殿
解

体
状

況
▲

拝
殿

解
体

状
況

こ
の

効
果

を
持

続
し

、
発

展
さ

せ
る

た
め

、
平

成
２

４
年

度
か

ら
国

庫
補

助
で

本
宮

幣
殿

・
拝

殿
等

の
修

理
を

実
施

。

諏
訪

大
社

上
社

本
宮

幣
殿

、
本

宮
拝

殿
、

本
宮

左
右

片
拝

殿
(二

棟
）

､
本

宮
脇

片
拝

殿
、

本
宮

四
脚

門
所

在
地

：
長

野
県

諏
訪

市
大

字
中

洲
建

築
年

代
：

幣
殿

・
左

右
片

拝
殿

・
脇

片
拝

殿
:

天
保

6
年

(1
8
3
5
)〔

文
書

、
槌

〕
四

脚
門

：
慶

長
1
3
年

（
1
6
0
8
)

拝
殿

：
安

政
４

年
(1

8
5
7
)

指
定

：
昭

和
5
8
年

1
2
月

2
6
日

保
存

修
理

：
平

成
2
4
年

1
2
月

～
平

成
2
7
年

5
月

お
ん

ば
し

ら
さ

い

７
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【
江

戸
時

代
後

期
の

石
倉

を
復

元
→

資
料

館
に

】

整
備

前
（
平

成
８

年
）

整
備

後
（
平

成
２

６
年

）

公
有

化
・

整
備

の
実

施

●
出

島
和
蘭
商
館
跡
（
長
崎
県
長
崎
市
）
で
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
の
復
元
整
備
事
業
に
よ
り
、
入
場
者
数
が
段
階
的
に
増

加
。
ピ
ー
ク
の
平
成
１
８
年
度
以
降
は
一
旦
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、

市
の
意
欲
的
な
取
組
に
よ
り
再
び
増
加
を
見
せ
て
い
る
。

（
人

）

26
8,

25
1人

47
6,

22
4人

43
8,

63
4人

【
H
2
2
】

N
H
K
大

河
ド

ラ
マ

「
龍

馬
伝

」
の

放
映

【
H
2
4
】

震
災

以
降

の
修

学
旅

行
生

の
増

加
／

ク
ル

ー
ズ

船
の

入
港

増
加

【
H
2
5
】

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
で

C
G

再
現

／
ク

レ
ジ

ッ
ト

・
電

子
マ

ネ
ー

で
の

入
場

導
入

【 学 校 教 育 へ の 活 用 】

復
元
後
の
姿

【 商 館 長 の 屋 敷 を 復 元

→ 地 域 活 動 の 拠 点 に 】

【
H
1
８

．
３

】
第

Ⅱ
期

工
事

が
完

成
江

戸
期

の
カ

ピ
タ

ン
（

西
洋

の
商

館
長

）
が

住
ん

で
い

た
商

館
を

中
心

に
復

元
。

建
物

の
復

元
の

み
な

ら
ず

当
時

の
生

活
様

式
も

含
め

て
可

能
な

限
り

再
現

し
た

。

【
H
1
２

．
３

】
第

Ⅰ
期

工
事

が
完

成
江

戸
期

の
蔵

を
中

心
に

復
元

。
蔵

の
内

部
は

発
掘

調
査

の
成

果
が

見
れ

る
よ

う
な

展
示

（
ガ

ラ
ス

張
り

の
床

な
ど

）
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
的

要
素

を
盛

り
込

ん
で

い
る

。

カ ピ タ ン 部 屋 （ 内 部 ）

（
年

度
）

二 番 蔵 （ 内 部 ）

で
じ

ま
お

ら
ん

だ
し

ょ
う

か
ん

あ
と

入
場

者
数

の
推

移

（
写

真
提

供
：
長

崎
市

）

参
考

事
例

④
～

史
跡

の
復

元
整

備
に

よ
る

観
光

効
果

～

８
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展
示

施
設

整
備

（
本

陣
復

原
）

駐
車

場
整

備

保
存

修
理

事
業

総
額

3
6
8
,6

4
4
千

円
（
国

庫
：
2
1
5
,6

0
9
千

円
）

防
災

施
設

等
事

業
総

額
3
7
4
,4

5
8
千

円
（
国

庫
：
2
4
2
,1

6
1
千

円
）

無
電

柱
化

（
電

柱
移

設
）

【
下

郷
町

大
内

宿
の

観
光

客
数

の
推

移
】

選
定

前
の

大
内

宿
現

在
の

大
内

宿

11
6万

人
（
Ｈ
21

）

0

0

0

13,099 

23,565

22,262

125,095

114,279

184,369

299,488

507,207

507,234

442,712

517,806

547,419

550,985

657,109

661,552

697,650

701,494

752,206

694,953

797,145

802,810

864,648

911,003 

1,029,150 

1,079,709 

1,159,100 

1,009,904 

584,864 

791,548 

954,420 

5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
6
1
6
2
6
3

元
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5

参
考

事
例

⑤
～

ま
ち

な
み

の
活

用
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

～

●
福
島
県
下
郷
町
は
、
大
内
宿
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
へ
の
選
定
（
昭
和
５
６
年
）
も
契
機
と
し
て
、
昔
か
ら
の

ま
ち
な
み
の
再
生
や
展
示
施
設
の
整
備
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
従
来
の
農
業
中
心
の
産
業
か
ら
、
観
光
産
業
へ
の
転

換
を
実
現
。
そ
の
結
果
、
平
成
２
１
年
に
は
観
光
客
数
が
１
１
６
万
人
と
、
昭
和
６
３
年
（
１
１
万
人
）
の
約
１
０
倍
に
。

11
万

人
（
Ｓ
63

）

貯
水

槽
や

放
水

銃
・

ポ
ン

プ
の

設
置

に
よ

り
、

木
造

建
築

の
多

い
宿

場
町

を
安

心
し

て
観

光

観
光

拠
点

の
設

置
、

案
内

に
よ

る
理

解
促

進

景 観 に 配 慮 し た

ま ち づ く り

建
物

の
修

理
再

生
に

よ
り

、
昔

な
が

ら
の

町
並

み
の

魅
力

向
上

ア
ク

セ
ス

の
改

善
に

よ
る

観
光

促
進

、
歩

行
者

の
安

全
確

保

し
も

ご
う

ま
ち

お
お

う
ち

じ
ゅ

く

９
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
美

し
い

瀬
戸

内
海

を
船

で
巡

り
な

が
ら

、
島

の
自

然
や

文
化

に
溶

け
込

ん
だ

ア
ー

ト
を

体
感

す
る

現
代

ア
ー

ト
の

祭
典

。


３
年

ご
と

に
国

際
芸

術
祭

と
し

て
開

催
（

次
回

開
催

は
平

成
２

８
年

３
月

２
０

日
～

）


平
成

２
５

年
に

開
催

さ
れ

た
第

２
回

と
な

る
国

際
芸

術
祭

に
は

、
２

６
の

国
と

地
域

か
ら

２
０

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
仏

・
中

・
韓

）


直
島

町
で

は
、

首
都

圏
か

ら
若

い
世

代
が

移
住

し
、

年
２

％
強

の
人

口
減

少
率

が
１

％
程

度
に

ま
で

改
善

し
て

お
り

、
下

げ
止

ま
り

傾
向

が
見

ら
れ

る
。


開

催
期

間
は

、
春

期
３

月
２

０
日

～
４

月
２

１
日

、
夏

期
７

月
２

０
日

～
９

月
１

日
、

秋
期

１
０

月
５

日
～

１
１

月
４

日
（

計
１

０
８

日
間

）


来
場

者
数

は
約

１
０

７
万

人
、

約
１

３
２

億
円

の
経

済
効

果
（

事
業

費
約

１
０

.２
億

円
）

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

２
０

１
３

（
香

川
県

）

参
考

事
例

⑥
文

化
を

中
核

と
し

た
経

済
活

性
化

大
地

の
芸

術
祭

越
後

妻
有

ア
ー

ト
ト
リ

エ
ン

ナ
ー

レ
２

０
１

２
（
新

潟
県

十
日

町
市

）


里

山
を

舞
台

と
す

る
地

域
内

外
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

に
よ

る
作

品
制

作
・

展
示

や
地

域
住

民
と

の
交

流
、

ア
ー

ト
を

テ
ー

マ
に

し
た

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
を

行
う

芸
術

祭
。


平

成
２

４
年

に
開

催
さ

れ
た

第
５

回
ト

リ
エ

ン
ナ

ー
レ

に
は

、
４

４
の

国
と

地
域

か
ら

３
１

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
中

・
韓

）


空
き

家
や

廃
校

に
も

ア
ー

ト
作

品
を

展
示

し
、

平
成

２
４

年
に

は
約

５
０

０
軒

あ
る

空
き

家
の

う
ち

４
４

軒
を

、
ま

た
、

２
０

校
あ

る
廃

校
の

う
ち

１
１

校
を

展
示

会
場

と
し

て
活

用
。


開

催
期

間
は

、
７

月
２

９
日

～
９

月
１

７
日

（
５

１
日

間
）


来

場
者

数
は

約
４

９
万

人
に

上
り

、
約

４
６

億
５

千
万

円
の

経
済

効
果

（
事

業
費

約
４

.９
億

円
）

大
地

の
芸

術
祭

で
の

作
品

展
示

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

（
撮

影
：
中

村
脩

）

地
球

の
祝

祭
「
ア

ー
ス

・
セ

レ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

」
（
佐

渡
市

）


太

鼓
芸

能
集

団
「

鼓
童

」
に

よ
る

世
界

一
の

和
太

鼓
公

演
を

メ
イ

ン
と

し
た

野
外

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
。


メ

イ
ン

公
演

で
あ

る
「

城
山

コ
ン

サ
ー

ト
」

で
は

、
丘

の
上

の
豊

か
な

自
然

に
囲

ま
れ

た
野

外
空

間
で

、
大

自
然

と
太

鼓
の

音
が

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

。


開
催

期
間

は
８

月
２

１
日

か
ら

２
３

日
（

３
日

間
）

。


来
場

者
数

は
約

１
万

５
千

人
（

平
成

２
７

年
度

）
、

約
２

億
４

千
万

円
の

経
済

効
果

（
平

成
２

６
年

度
）


来

場
者

の
う

ち
約

１
０

％
の

割
合

を
外

国
人

が
占

め
、

訪
日

す
る

外
国

人
に

と
っ

て
も

魅
力

的
な

取
組

と
な

っ
て

い
る

。
城

山
コ

ン
サ

ー
ト

１
０
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参
考

事
例

⑦
文

化
を

中
核

と
し

た
経

済
活

性
化

２
０

１
４

国
東

半
島

芸
術

祭


作

品
を

巡
る

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

や
ロ

ン
グ

ト
レ

イ
ル

ツ
ア

ー
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
公

演
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

イ
ン

レ
ジ

デ
ン

ス
な

ど
の

多
彩

な
ア

ー
ト

体
験

を
通

じ
、

国
東

半
島

の
流

れ
る

時
間

や
魅

力
、

場
所

と
出

会
う

「
旅

と
し

て
の

芸
術

祭
」

。


海
岸

線
や

山
間

部
や

集
落

な
ど

の
国

東
半

島
の

特
徴

的
な

６
エ

リ
ア

を
、

オ
ノ

・
ヨ

ー
コ

氏
等

２
７

名
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
作

品
化

。


開
催

期
間

は
、

１
０

月
４

日
～

１
１

月
３

０
日

（
５

８
日

間
）


来

場
者

数
は

約
６

万
人

、
約

２
億

８
千

万
円

の
経

済
効

果

○
広

島
国

際
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（

８
月

２
１

日
～

２
５

日
）


世

界
四

大
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

映
画

祭
の

一
つ

で
、

国
際

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
フ

ィ
ル

ム
協

会
公

認
映

画
祭

で
あ

り
、

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

・
上

映
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

が
開

か
れ

る
総

合
的

な
映

画
祭

。


コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

で
は

７
４

ヶ
国

・
地

域
か

ら
２

，
２

１
７

本
の

応
募

。


海
外

か
ら

も
１

５
０

人
を

超
え

る
作

家
・

映
像

関
係

者
が

ゲ
ス

ト
参

加
し

、
市

民
や

学
生

と
の

交
流

も
図

ら
れ

た
。


来

場
者

数
は

約
２

３
万

人
（

応
援

イ
ベ

ン
ト

含
む

）
、

約
３

億
３

千
万

円
の

経
済

効
果

広
島

メ
デ

ィ
ア

芸
術

推
進

事
業

（
広

島
国

際
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
及

び
メ

デ
ィ
ア

芸
術

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
）

（
広

島
市

）

会
場

の
様

子


世

界
有

数
の

温
泉

地
と

し
て

知
ら

れ
る

大
分

県
別

府
市

を
活

動
拠

点
と

す
る

ア
ー

ト
N
P
O

。
国

際
芸

術
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
開

催
す

る
こ

と
を

マ
ニ

ュ
フ

ェ
ス

ト
に

掲
げ

、
2
0
0
5
年

４
月

に
発

足
し

て
以

来
、

現
代

芸
術

の
紹

介
や

教
育

普
及

活
動

、
人

材
育

成
講

座
や

出
版

事
業

、
市

街
地

の
空

き
店

舗
を

リ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
す

る
事

業
な

ど
様

々
な

事
業

を
実

施
。

B
E
P
P
U
 P

R
O

JE
C
T

大
分

県
に

お
け

る
地

方
創

生


民

間
（

B
E
P
P
U
 P

R
O

JE
C
T
）

主
導

に
よ

る
創

造
都

市
の

取
組

が
進

展
。


産

官
学

か
ら

な
る

委
員

会
を

設
置

し
、

芸
術

文
化

の
振

興
は

も
と

よ
り

、
文

化
を

活
用

し
て

少
子

高
齢

化
や

過
疎

化
へ

の
対

策
、

新
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
等

、
社

会
的

、
経

済
的

な
課

題
に

も
対

応
す

る
こ

と
を

目
標

。


プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ベ
ー

ス
で

は
、

国
東

半
島

芸
術

祭
、

混
浴

温
泉

世
界

（
ア

ー
ト

イ
ベ

ン
ト

）
な

ど
様

々
な

動
き

を
加

速
。


多

彩
な

ア
ー

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
文

化
振

興
の

み
な

ら
ず

、
地

域
・

観
光

振
興

、
産

業
、

福
祉

、
教

育
・

人
づ

く
り

、
定

住
・

移
住

促
進

な
ど

、
様

々
な

政
策

文
化

に
効

果
を

発
揮

し
、

地
方

創
生

に
貢

献
。

１
１
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参
考

事
例

⑧
海

外
に

お
け

る
文

化
芸

術
の

持
つ

創
造

性
を

活
か

し
た

長
期

的
な

地
域

活
性

化


オ

レ
ゴ

ン
州

最
大

の
都

市
、

人
口

約
５

８
万

人
、

農
業

・
林

業
か

ら
ハ

イ
テ

ク
産

業
中

心
へ


ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

・
ク

ラ
ス

（
※

）
の

出
現

に
対

応
し

た
街

づ
く

り
（

土
地

利
用

密
度

の
高

度
化

に
よ

る
都

市
の

コ
ン

パ
ク

ト
化

：
２

０
分

都
市

の
形

成
）


住

居
兼

ギ
ャ

ラ
リ

ー
を

低
賃

料
で

貸
出

す
ロ

フ
ト

文
化

に
よ

り
、

若
い

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

達
が

流
入


若

手
ク

リ
エ

ー
タ

ー
か

ら
エ

リ
ー

ト
層

、
リ

タ
イ

ア
層

に
及

ぶ
多

様
性

に
富

ん
だ

居
住

者
が

移
り

住
む

こ
と

で
、

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

形
成

（
「

F
ir
st

 T
h
u
rs

d
a
y 

G
a
lle

ry
 W

a
lk

」
で

観
光

客
も

取
り

込
む

）


ハ
イ

テ
ク

産
業

の
み

な
ら

ず
、

ス
ポ

ー
ツ

、
観

光
・

サ
ー

ビ
ス

産
業

等
の

繁
栄

に
よ

り
全

国
第

2
位

の
成

長
率

（
全

国
平

均
1
.5

％
を

は
る

か
に

し
の

ぐ
4
.7

％
）

ポ
ー

ト
ラ

ン
ド
市

（
ア

メ
リ

カ
）

F
ir
st

 T
h
u
rs

da
y 

G
al

le
ry

 W
al

kの
賑

わ
い


フ

ラ
ン

ス
６

番
目

の
大

都
市

人
口

2
9
万

人
5
0
年

代
に

は
造

船
所

を
は

じ
め

多
く

の
工

場
が

建
設

。
6
0
年

代
に

は
失

業
率

4
0
%

8
9
年

に
都

市
再

生
の

柱
と

し
て

文
化

事
業

を
公

約
に

掲
げ

た
エ

ロ
-
市

長
が

当
選

後
、

市
予

算
の

1
5
%
(
0
2
年

)
を

文
化

予
算

に
充

当


ナ
ン

ト
市

の
文

化
事

業
の

受
益

人
口

は
約

8
0
万

人
。

市
内

文
化

施
設

や
事

業
に

近
隣

市
町

村
も

補
助


フ

ラ
ン

ス
で

も
っ

と
も

住
み

や
す

い
都

市
１

位
｢
住

居
｣
｢
娯

楽
｣
｢
安

全
｣
｢
教

育
｣
な

ど
1
2
項

目
総

合


8
0
年

代
サ

ー
ビ

ス
産

業
従

事
者

が
市

労
働

人
口

6
7
%
か

ら
0
0
年

に
は

8
0
%
ま

で
上

昇
。

若
者

人
口

増
加

率
も

高
く

、
文

化
施

設
や

文
化

事
業

が
充

実
し

て
お

り
、

複
数

の
企

業
本

社
が

ナ
ン

ト
市

に
移

転


ラ
･
フ

ォ
ル

ジ
ュ

ル
ネ

な
ど

文
化

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

商
品

と
し

て
海

外
へ

売
り

込
み

文
化

産
業

を
創

出

ナ
ン

ト
市

（
フ

ラ
ン

ス
）

ラ
・
フ

ォ
ル

ジ
ュ

ル
ネ

の
様

子

※
ト

ロ
ン

ト
大

学
の

リ
チ

ャ
ー

ド
・
フ

ロ
リ

ダ
教

授
が

提
唱

。
新

し
い

ア
イ

デ
ア

や
技

術
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

創
造

に
よ

り
経

済
を

成
長

さ
せ

る
頭

脳
労

働
者

の
こ

と
（
デ

ザ
イ

ナ
ー

や
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

）
。


ス

ペ
イ

ン
５

番
目

の
大

都
市

圏
人

口
4
0
万

人
6
0
～

7
0
年

代
に

重
工

業
に

よ
っ

て
発

展
を

遂
げ

た
が

、
7
0
年

代
後

半
以

降
、

伝
統

的
な

工
業

都
市

と
し

て
の

産
業

基
盤

が
急

速
に

衰
退


8
8
年

よ
り

グ
ッ

ゲ
ン

ハ
イ

ム
美

術
館

が
多

館
戦

略
、

国
際

戦
略

を
推

し
進

め
、

ビ
ル

バ
オ

・
グ

ッ
ゲ

ン
ハ

イ
ム

美
術

館
は

そ
の

戦
略

と
リ

ン
ク

す
る

形
で

実
現

バ
ス

ク
州

政
府

は
建

設
費

(
１

億
ド

ル
)
を

全
額

負
担

し
所

有
。

ま
た

、
運

営
予

算
の

一
部

を
補

助
。

運
営

は
州

政
府

と
グ

ッ
ゲ

ン
ハ

イ
ム

財
団

。


0
0
年

に
3
,0

0
0
人

/
日

を
超

え
た

展
覧

会
は

世
界

で
2
7
件

で
あ

り
、

う
ち

７
件

が
同

美
術

館
の

展
覧

会
。


9
7
年

開
館

後
５

年
間

の
観

客
は

5
1
5
万

人
以

上
。

海
外

か
ら

4
5
%
、

ス
ペ

イ
ン

バ
ス

ク
州

以
外

か
ら

3
5
%


ﾊ

ﾞｽ
ｸ
州

公
的

ｾ
ｸ
ﾀ
ｰ
が

9
5
-
9
8
年

投
資

額
が

2
0
億

€
。

7
万

6
千

人
の

雇
用

と
5
0
億

€
の

経
済

波
及

効
果

ビ
ル

バ
オ

市
（
ス

ペ
イ

ン
）

ビ
ル

バ
オ

・
グ

ッ
ゲ

ン
ハ

イ
ム

美
術

館

１
２

- 13 -



可
児

市
文

化
創

造
セ

ン
タ

ー
（
岐

阜
県

可
児

市
）


人

口
１

０
万

人
の

可
児

市
に

お
い

て
年

間
約

３
０

万
人

が
来

館
。

地
域

の
に

ぎ
わ

い
創

出
に

貢
献

。


文
化

芸
術

を
活

用
し

て
、

子
育

て
支

援
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く

り
、

多
文

化
共

生
な

ど
の

地
域

課
に

取
り

組
む

「
ま

ち
元

気
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
展

開
。

公
民

館
や

福
祉

施
設

で
実

施
す

る
年

間
４

０
０

回
以

上
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

は
延

べ
７

千
人

以
上

の
市

民
が

参
加

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
形

成
に

寄
与

。


県

立
高

校
に

お
い

て
自

己
表

現
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
養

成
を

目
的

に
演

劇
手

法
を

活
用

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

。
中

途
退

学
者

が
約

３
分

の
１

と
な

り
、

新
入

生
の

定
員

割
れ

も
解

消
。


経

済
効

果
：

１
１

．
６

億
円


雇

用
効

果
（

岐
阜

県
内

）
：

5
3
人

（
平

成
2
1
年

度
）

さ
い

た
ま

ゴ
ー

ル
ド
シ

ア
タ

ー


彩

の
国

さ
い

た
ま

芸
術

劇
場

芸
術

監
督

蜷
川

幸
雄

が
率

い
る

、
5
5
歳

以
上

の
団

員
に

よ
る

演
劇

集
団

。


2
0
0
5
年

1
1
月

、
当

劇
場

芸
術

監
督

に
内

定
し

た
蜷

川
が

、
就

任
後

第
一

に
取

り
組

む
べ

き
事

業
と

し
て

「
年

齢
を

重
ね

た
人

々
が

、
そ

の
個

人
史

を
ベ

ー
ス

に
、

身
体

表
現

と
い

う
方

法
に

よ
っ

て
新

し
い

自
分

に
出

会
う

場
を

提
供

す
る

」
た

め
の

集
団

作
り

を
提

案
し

た
こ

と
に

始
ま

る
。


誰

も
が

経
験

す
る

“
老

い
”

を
“

演
劇

”
に

昇
華

さ
せ

よ
う

と
、

プ
ロ

の
俳

優
と

は
異

な
る

独
自

の
創

造
性

を
発

揮
し

、
ま

た
、

演
劇

界
の

枠
を

越
え

、
日

本
の

高
齢

化
社

会
の

有
り

様
に

問
い

か
け

る
モ

デ
ル

・
ケ

ー
ス

と
し

て
、

さ
い

た
ま

ゴ
ー

ル
ド

・
シ

ア
タ

ー
は

結
成

当
時

か
ら

注
目

を
集

め
続

け
て

い
る

。


現
在

団
員

は
6
4
歳

か
ら

8
9
歳

ま
で

の
3
9
名

。
平

均
年

齢
7
6
.7

歳
。

（
2
0
1
5
年

1
1
月

現
在

）


団
員

募
集

時
に

は
1
2
6
6
名

が
応

募
し

、
1
5
日

間
、

延
べ

7
8
時

間
に

渡
る

オ
ー

デ
ィ

シ
ョ

ン
を

実
施

。


2
0
1
4
年

1
1
月

か
ら

1
2
月

に
か

け
て

は
パ

リ
・

香
港

を
含

む
３

ヵ
国

５
都

市
を

巡
る

ツ
ア

ー
公

演
を

実
施

。
全

５
会

場
で

8
,0

0
0
人

以
上

の
観

客
を

動
員

。

乳
幼

児
と

保
護

者
の

W
S

高
齢

者
の

W
S

児
童

・
生

徒
の

W
S

可
児

市
文

化
創

造
セ

ン
タ

ー

公
演

の
様

子

参
考

事
例

⑨
文

化
芸

術
活

動
を

通
じ

た
活

躍
の

場
の

創
出

事
例

１
３
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コン
テ

ン
ツ

産
業

の
現

状
と

今
後

の
発

展
の

⽅
向

性

経
済

産
業

省
商

務
情

報
政

策
局

⽂
化

情
報

関
連

産
業

課
（

メ
デ

ィア
・コ

ン
テ

ン
ツ

課
）

コンテンツ産業の現状と今後の発展の方向性 資料３

- 1 -



Ⅰ
．

現
状

分
析

1

- 2 -



⽇
本

の
コン

テ
ン

ツ
産

業
の

市
場

規
模


映

画
・ア

ニメ
・T

V番
組

・⾳
楽

・ゲ
ー

ム
・書

籍
等

の
⽇

本
の

コン
テ

ンツ
産

業
の

市
場

規
模

は
約

12
兆

円
。

CD
/D

VD
や

書
籍

・雑
誌

が
苦

戦
す

る
⼀

⽅
、ゲ

ー
ム

や
イン

ター
ネ

ット
配

信
が

伸
⻑

。


近
年

、震
災

か
らの

回
復

は
⾒

られ
る

も
の

の
、国

内
⼈

⼝
の

ピー
クア

ウト
等

に
よ

り成
⻑

は
横

ば
い

。

1

映
像

4.
3兆

円
ゲ

ー
ム

1.
7兆

円
⾳

楽
・⾳

声
1.

3兆
円

図
書

･新
聞

･画
像

･テ
キス

ト
3.

7兆
円

ゲー
ムソ

フト
約

0.
2兆

円

オン
ライ

ンゲ
ーム

約
1.

0兆
円

携
帯

電
話

向
け

ゲ
ー

ム
約

0.
1兆

円

アー
ケー

ドゲ
ーム

約
0.

4兆
円

書
籍

約
0.

7兆
円

雑
誌

約
1.

1兆
円

フリ
ー

ペ
ー

パ
ー

約
0.

2兆
円

新
聞

約
1.

5兆
円

その
他

約
0.

2兆
円

出
典

：
デ

ジ
タル

コン
テ

ンツ
⽩

書
20

16
（

⼀
般

財
団

法
⼈

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

協
会

）

国
内

コン
テ

ンツ
市

場
の

全
体

像
市

場
規

模
の

推
移

（
億

円
）

複
合

型
※

1.
0兆

円

イン
ター

ネ
ット

広
告

・
モ

バ
イル

広
告

約
1.

0兆
円

※
ネッ

トを
媒

介
する

オン
ライ

ン広
告

を抜
き出

し。
雑

誌
、新

聞
等

の伝
統

的
なマ

ス広
告

は、
「図

書
・新

聞
・

画
像

・テ
キス

ト」
に含

まれ
てい

る。

11
65
00

11
70
00

11
75
00

11
80
00

11
85
00

11
90
00

11
95
00

12
00
00

12
05
00

12
10
00

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

⾳
楽

ソ
フト

約
0.

4兆
円

カラ
オ

ケ
約

0.
4兆

円

コン
サ

ー
ト

⼊
場

料
0.

3兆
円

ラジ
オ

関
連

サ
ー

ビス
0.

1兆
円

携
帯

電
話

・
イン

ター
ネ

ッ
ト配

信
約

0.
1兆

円

映
像

ソ
フト

約
0.

3兆
円

映
画

約
0.

2兆
円

テ
レ

ビ放
送

・
関

連
サ

ー
ビス

約
3.

5兆
円

その
他

（
配

信
・ス

テ
ー

ジ
）

約
0.

3兆
円

- 3 -



海
外

の
コン

テ
ン

ツ
産

業
の

市
場

規
模


⽇

本
を

除
く海

外
の

コン
テ

ンツ
市

場
は

、2
01

4年
で

5,
55

2億
⽶

ドル
で

あ
り、

ア
ジ

ア
を

中
⼼

に
市

場
が

拡
⼤

し、
20

20
年

に
は

6,
99

3億
⽶

ドル
とな

る
⾒

込
み

。

3

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

ゲ
ー

ム
音

楽
マ

ン
ガ

ア
ニ

メ
放

送
映

画

45

5

20
1411

1

1

102

3

3

+3
1.2

%

2

20
2026

1100

21

2

20
1417

01001

14

0

1

20
2056

1303

+3
.9%

20
2069
9

15
85

15
3

25

48
275

20
1455
5

11
61

16
220

38
956

No
rth

 A
m

er
ica

日
本

除
く
海

外
合

計

La
tin

 A
m

er
ica

Eu
ro

pe
/ M

id
dl

e E
as

t/ 
Af

ric
a 

As
ia 

Pa
cif

ic

Ja
pa

n
（
単

位
：

10
億

米
ド

ル
）

20
2020
3

5
28

7
1

8

13
322

1

17
3

3
22

717
11

519

+2
.7%

20
2024

1400

15

3

20
1422

20
14

14101

13

3

8
22

5
0

9

20
627

20
14

9

6
16

6
0

8

18
121

+2
.5%

20
2026
0

7
21

5
0

19
425

20
1422
3

5
15

23
9

607

17
019

20
2027
8

22

3

2

20
2052

14324

26

3

20
1444

29314

+3
.0%

So
ur

ce
: R

ola
nd

 B
er

ge
r 

01214

20
2016
1

2
32

21
0

9820

20
1410
5

1
21

213

6313

+7
.5%

20
2023

5

01000193

20
1418

070172

20
207

0100050

20
144

00000

20
14

30

20
2064

1131023710

36
181

1)
  1

ド
ル

＝
10

6.
85

円
で

換
算

（
20

14
年

平
均

値
）
。

以
下

同
じ

2)
 「

映
画

」
、

「
放

送
」
は

ア
ニ

メ
を

除
く

3)
 「

マ
ン

ガ
」
に

は
ア

メ
コ

ミ
等

の
海

外
コ

ミ
ッ

ク
も

含
む

4)
マ

ン
ガ

海
外

市
場

規
模

参
考

値
：

米
国

6.
3億

ド
ル

、
ド

イ
ツ

5.
4億

ド
ル

、
フ

ラ
ン

ス
5.

1億
ド

ル
、

英
国

3億
ド

ル
（
韓

国
コ

ン
テ

ン
ツ

振
興

院
、

20
10

年
）
、

日
本

マ
ン

ガ
海

外
市

場
規

模
参

考
値

：
米

国
1.

4億
ド

ル
（
IC

v2
、

20
09

年
）

5)
 「

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

物
販

」
は

他
コ

ン
テ

ン
ツ

由
来

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
、

ラ
イ

セ
ン

ス
ビ

ジ
ネ

ス
向

け
に

制
作

さ
れ

た
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
商

品
の

販
売

。
但

し
、

マ
ン

ガ
・
ゲ

ー
ム

等
他

の
市

場
に

含
む

商
品

、
ア

パ
レ

ル
・
ア

ク
セ

サ
リ

関
連

商
品

、
広

告
販

促
品

は
除

く
）
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⽇
本

コン
テ

ン
ツ

の
潜

在
⼒

ア
ジ

ア
主

要
都

市
に

お
け

る
⽇

・韓
・欧

⽶
コン

テ
ン

ツ
普

及
度

【参
考

】「
コン

テ
ンツ

の
創

造
、保

護
及

び
活

⽤
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
コン

テ
ンツ

振
興

法
）

」に
お

け
る

コン
テ

ンツ
の

定
義

第
⼆

条
この

法
律

に
お

い
て

「コ
ンテ

ンツ
」と

は
、映

画
、⾳

楽
、演

劇
、⽂

芸
、写

真
、漫

画
、ア

ニメ
ー

シ
ョン

、コ
ンピ

ュー
タゲ

ー
ム

その
他

の
⽂

字
、図

形
、⾊

彩
、⾳

声
、動

作
若

しく
は

映
像

若
しく

は
これ

らを
組

み
合

わ
せ

た
も

の
⼜

は
これ

らに
係

る
情

報
を

電
⼦

計
算

機
を

介
して

提
供

す
る

た
め

の
プ

ログ
ラム

（
電

⼦
計

算
機

に
対

す
る

指
令

で
あ

っ
て

、⼀
の

結
果

を
得

る
こと

が
で

き
る

よ
うに

組
み

合
わ

せ
た

も
の

を
い

う。
）

で
あ

って
、⼈

間
の

創
造

的
活

動
に

よ
り⽣

み
出

され
る

も
の

の
うち

、教
養

⼜
は

娯
楽

の
範

囲
に

属
す

る
も

の
を

い
う。

出
典

：
博

報
堂

Gl
ob

al
 H

AB
IT

調
査

（
20

15
年

２
⽉

（
サ

ンプ
ル

調
査

：
15

〜
54

歳
の

男
⼥

が
回

答
）

）
（

複
数

回
答

）

4

- 5 -



出
典

: 
ロー

ラン
ドベ

ル
ガ

ー
調

査
(2

01
5)

世
界

の
市

場
に

お
け

る
⽇

本
由

来
コン

テ
ン

ツ
の

売
上

シ
ェア


⽇

本
由

来
コン

テ
ンツ

の
売

上
は

約
14

1億
⽶

ドル
と海

外
市

場
規

模
全

体
の

2.
5％

を
占

め
る

。


⽇
本

由
来

コン
テ

ンツ
の

売
上

シ
ェア

は
各

分
野

で
状

況
は

異
な

り、
マ

ンガ
、ゲ

ー
ム

、キ
ャラ

クタ
ー

、ア
ニメ

の
順

に
⼤

き
い

。

5

コン
テ

ン
ツ

合
計

(5
55

)

0.
4%

(1
.7

)

放
送

(3
89

)

2.
5%

(1
4.

1)

ゲ
ー

ム
(6

1)

15
.2

%
(9

.4
)

映
画

(5
6)

1.
1%

(0
.6

)

⾳
楽

(1
6)

0.
2%

(0
.0

)

ア
ニ

メ
(2

0)

4.
1%

(0
.8

)

キ
ャラ

ク
タ

ー
(1

1)

8.
5%

(1
.0

)

マ
ン

ガ
(２

)

26
.9

%
(0

.6
)

分
解

内
訳

（
凡

例
） ：

海
外

市
場

規
模

：
うち

⽇
本

由
来

コン
テ

ンツ
売

上

コン
テ

ン
ツ

の
市

場
規

模
と⽇

本
由

来
コン

テ
ン

ツ
の

売
上

シ
ェア

(単
位

：
10

億
⽶

ドル
)

- 6 -



1,
36

6
1,

40
6

2,
08

4
2,

23
2

2,
12

0

1,
87

2
1,

81
2

1,
45

7
1,

48
8

1,
53

2
1,

64
3

1,
83

4
1,

84
7

22
4

25
3

29
0

31
3

31
2

26
8

24
8

15
3

17
2

16
0

14
4

16
9

19
5

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

市
場

規
模

海
外

収
⼊

（
※

）
⽇

本
動

画
協

会
が

統
計

を
とり

は
じめ

た
20

02
年

か
らの

デ
ー

タを
集

計
。

（
※

）
「海

外
収

⼊
」と

は
、映

像
販

売
、ラ

イセ
ンス

等
に

よ
る

海
外

収
⼊

を
さす

。

（
参

考
）

ア
ニ

メ

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

市
場

規
模

1,
36

6
1,

40
6

2,
08

4
2,

23
2

2,
12

0
1,

87
2

1,
81

2
1,

45
7

1,
48

8
1,

53
2

1,
64

3
1,

83
4

1,
84

7

海
外

収
⼊

22
4

25
3

29
0

31
3

31
2

26
8

24
8

15
3

17
2

16
0

14
4

16
9

19
5

単
位

：
億

円

単
位

：
億

円

出
典

：
⽇

本
動

画
協

会
ア

ニメ
産

業
レ

ポ
ー

ト2
01

5
6

- 7 -



（
※

）
20

13
年

以
降

の
値

は
、調

査
⽅

法
が

変
更

され
た

た
め

、2
01

2年
以

前
の

値
と単

純
な

⽐
較

は
で

き
な

い
。

（
※

）
コン

ピュ
ー

タエ
ンタ

テ
イン

メン
トソ

フト
ウェ

ア
協

会
（

CE
SA

の
前

⾝
）

が
統

計
を

とり
は

じめ
た

19
96

年
か

らの
デ

ー
タを

集
計

。

（
参

考
）

家
庭

⽤
ゲ

ー
ム

ソ
フト

単
位

：
億

円

出
典

：
CE

SA
ゲ

ー
ム

⽩
書

単
位

：
億

円

7

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

出
荷

額
（

国
内

＋
海

外
）

4,
72

9 
5,

37
7 

5,
66

9 
5,

62
8 

5,
77

9 
5,

17
4 

4,
74

7 
4,

29
9 

4,
68

5 
4,

87
1 

6,
74

2 
8,

48
6 

10
,2

40
 

7,
58

6 
6,

70
6 

5,
30

9 
4,

24
4 

14
,3

06
 

15
,5

96
 1

5,
84

8 

海
外

出
荷

額
1,

22
7 

1,
47

8 
2,

14
1 

2,
34

3 
2,

84
8 

2,
53

2 
2,

25
5 

1,
99

3 
2,

32
7 

2,
52

8 
3,

62
9 

5,
60

0 
7,

23
0 

5,
06

1 
4,

11
5 

2,
93

0 
2,

04
2 

12
,3

41
 

13
,7

47
 1

4,
29

8 

輸
出

⽐
率

25
.9

%
27

.5
%

37
.8

%
41

.6
%

49
.3

%
48

.9
%

47
.5

%
46

.4
%

49
.7

%
51

.9
%

53
.8

%
66

.0
%

70
.6

%
66

.7
%

61
.4

%
55

.2
%

48
.1

%
86

.3
%

88
.1

%
90

.2
%

4,
72
9 

5,
37
7 

5,
66
9 

5,
62
8 

5,
77
9 

5,
17
4 

4,
74
7 

4,
29
9 

4,
68
5 

4,
87
1 

6,
74
2 

8,
48
6 

10
,2
40

 

7,
58
6 

6,
70
6 

5,
30
9 

4,
24
4 

14
,3
06

 

15
,5
96

 
15
,8
48

 

1,
22
7 

1,
47
8 

2,
14
1 

2,
34
3 

2,
84
8 

2,
53
2 

2,
25
5 

1,
99
3 

2,
32
7 

2,
52
8 

3,
62
9 

5,
60
0 

7,
23
0 

5,
06
1 

4,
11
5 

2,
93
0 

2,
04
2 

12
,3
41

 

13
,7
47

 
14
,2
98

 

0

2,
00
0

4,
00
0

6,
00
0

8,
00
0

10
,0
00

12
,0
00

14
,0
00

16
,0
00

18
,0
00

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

出
荷
額
（
国
内
＋
海
外
）

海
外

出
荷

額
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（
参

考
）

映
画

出
典

：
⽇

本
映

画
製

作
者

連
盟

「⽇
本

映
画

産
業

統
計

」

（
※

）
⽇

本
映

画
製

作
者

連
盟

が
統

計
を

とり
は

じめ
た

20
00

年
か

らの
デ

ー
タを

集
計

。
（

※
）

輸
出

額
は

、連
盟

加
盟

者
とそ

の
グ

ル
ー

プ
会

社
が

、⽇
本

映
画

関
連

の
権

利
（

映
画

・テ
レ

ビ映
画

の
海

外
配

給
権

、海
外

上
映

権
、リ

メイ
ク権

、海
外

放
送

権
、海

外
⼆

次
利

⽤
権

、映
画

・テ
レ

ビキ
ャラ

クタ
ー

商
品

化
権

）
を

利
⽤

して
得

た
収

⼊
を

さす
。

（
※

）
輸

出
額

は
、1

ドル
＝

12
0円

とす
る

。

単
位

：
億

円

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

市
場

規
模

17
09

20
02

19
68

20
33

21
09

19
81

20
29

19
84

19
48

20
60

22
07

18
12

19
52

19
42

20
70

21
71

輸
出

額
71

97
84

84
73

87
77

79
85

68
79

69
64

78
91

14
0

8

1,
70
9

2,
00
2

1,
96
8

2,
03
3

2,
10
9

1,
98
1

2,
02
9

1,
98
4

1,
94
8

2,
06
0

2,
20
7

1,
81
2

1,
95
2

1,
94
2

2,
07
0

2,
17
1

71
97

84
 

84
 

73
 

87
 

77
 

79
 

85
 

68
 

79
 

69
 

64
 

78
 

91
 

14
0 

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

市
場

規
模

輸
出

額

単
位

：
億

円
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Ⅱ
．

施
策

9
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
クー

ル
ジ

ャパ
ン戦

略
の

狙
い

は
、ア

ニメ
、ド

ラマ
、⾳

楽
等

の
コン

テ
ンツ

や
「⾐

」「
⾷

」「
住

」を
は

じめ
、⽇

本
の

⽂
化

や
ライ

フス
タイ

ル
の

魅
⼒

を
付

加
価

値
に

変
え

、新
興

国
等

の
旺

盛
な

海
外

需
要

を
獲

得
し、

⽇
本

の
経

済
成

⻑
（

企
業

の
活

躍
・雇

⽤
創

出
）

に
つ

な
げ

る
こと

。


この

た
め

、海
外

需
要

を
取

り込
む

段
階

を
3つ

に
分

け
、①

⽇
本

の
魅

⼒
を

発
信

す
る

こと
に

よ
り、

海
外

に
お

い
て

⽇
本

ブ
ー

ム
を

創
出

す
る

段
階

、②
現

地
で

関
連

商
品

、サ
ー

ビス
等

を
販

売
す

る
段

階
、③

観
光

政
策

な
どと

連
携

しつ
つ

、⽇
本

に
関

⼼
を

持
った

外
国

客
を

実
際

に
⽇

本
に

呼
び

込
む

こと
で

消
費

を
促

す
段

階
、そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
の

⽀
援

を
講

じて
い

く。

ク
ー

ル
ジ

ャパ
ン

戦
略

⽇
本

の
魅

⼒
の

効
果

的
発

信
現

地
で

稼
ぐた

め
の

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

構
築

⽇
本

に
呼

び
込

み
⼤

き
く消

費
を

促
す

ビジ
ット

・ジ
ャパ

ンを
は

じめ
とす

る
外

国
⼈

観
光

客
・ビ

ジ
ネ

ス
客

の
集

客

○
⽇

本
で

の
イベ

ント
開

催
及

び
海

外
情

報
発

信
（

再
掲

）

＜
戦

略
的

海
外

展
開

＞

⽇
本

に
対

す
る

興
味

・関
⼼

を
⾼

め
る

機
会

の
創

出
（

１
）

コン
テ

ンツ
海

外
展

開
⽀

援
（

ロー
カラ

イズ
等

）
・Ｊ

－
Ｌ

Ｏ
Ｐ

（
２

）
⽇

本
で

の
イベ

ント
開

催
及

び
海

外
情

報
発

信
・コ

フェ
ス

タ
・イ

ンフ
ル

エ
ンサ

ー
招

聘

⽇
本

の
コン

テ
ンツ

専
⽤

チ
ャン

ネ
ル

の
確

保
や

商
業

施
設

等
に

お
け

る
関

連
商

品
の

販
売

（
１

）
製

品
開

発
・チ

ー
ム

づ
くり

・プ
ロデ

ュー
サ

ー
派

遣
（

２
）

現
地

企
業

との
マ

ッチ
ング

（
３

）
テ

ス
トマ

ー
ケ

テ
ィン

グ
（

４
）

リス
クマ

ネ
ー

の
供

給
・ク

ー
ル

ジ
ャパ

ン機
構

①
⽇

本
ブ

ー
ム

創
出

②
現

地
で

稼
ぐ

③
⽇

本
で

消
費

10
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ビ
ジ

ネ
ス

を
⽀

え
る

基
盤

整
備

⑦
プ

ロ
デ

ュー
サ

ー
⼈

材
育

成
バ

リュ
ー

チ
ェー

ン全
体

を
統

括
し、

コン
テ

ンツ
産

業
の

海
外

展
開

の
中

核
とな

る
⼈

材
を

育
成

す
る

た
め

,海
外

トッ
プ

フィ
ル

ム
ス

クー
ル

へ
の

留
学

等
を

⽀
援

。
⑧

コン
テ

ン
ツ

技
術

戦
略

CG
や

VF
X等

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

技
術

の
⾼

度
化

と普
及

を
推

進
。制

作
⼯

程
管

理
や

クラ
ウド

サ
ー

ビス
活

⽤
の

た
め

の
取

り組
み

を
実

施
。

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

⽀
援

⑥
留

学
⽣

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

⽇
本

の
⽂

化
や

コン
テ

ンツ
を

深
く理

解
す

る
⽇

本
の

⼤
学

また
は

⼤
学

院
在

学
中

の
外

国
⼈

留
学

⽣
を通

じて
、⽇

本
の

コン
テ

ンツ
の

魅
⼒

を
⾃

国
を

は
じめ

、海
外

に
広

く紹
介

。

流
通

フェ
ー

ズ
①

ロ
ー

カ
ラ

イ
ズ

・プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

⽀
援

（
Ｊ

－
Ｌ

Ｏ
Ｐ

）
他

産
業

へ
の

波
及

効
果

が
強

い
各

種
コン

テ
ンツ

の
海

外
展

開
を

促
進

す
る

た
め

、ロ
ー

カラ
イズ

(字
幕

付
与

や
吹

き
替

え
な

ど)
･プ

ロモ
ー

シ
ョン

等
の

⽀
援

を
実

施
。

②
コ・

フェ
ス

タ
コン

テ
ンツ

とコ
ンテ

ンツ
関

連
イベ

ント
を

束
ね

た
「コ

・フ
ェス

タ」
を

開
催

。⽇
本

コン
テ

ンツ
を

海
外

に
ア

ピー
ル

。
③

ク
ー

ル
ジ

ャパ
ン

機
構

財
政

投
融

資
特

別
会

計
（

投
資

勘
定

）
を

活
⽤

（
平

成
25

年
度

50
0億

円
）

して
ファ

ンド
を

設
⽴

し、
産

業
化

に
向

け
た

リス
クマ

ネ
ー

を
供

給
。

④
政

府
間

対
話

「ア
ジ

ア
・コ

ンテ
ンツ

・ビ
ジ

ネ
ス

サ
ミッ

ト（
AC

BS
）

」等
を官

⺠
連

携
に

よ
り開

催
し、

国
際

間
の

課
題

解
決

に
向

け
て

議
論

。
⑤

海
賊

版
対

策
コン

テ
ンツ

海
外

流
通

促
進

機
構

（
CO

DA
）

を
通

じて
、中

国
を

始
め

とす
る

著
作

権
侵

害
が

特
に

多
発

す
る

国
に

お
け

る
違

法
コン

テ
ンツ

削
除

要
請

を
推

進
。

経
済

産
業

省
が

実
施

す
る

コン
テ

ン
ツ

振
興

施
策

11
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ロー
カラ

イズ
ア

ニメ
電

⼦
コミ

ック

『
ち
び

ま
る
子

ち
ゃ
ん
』

発
信

国
・
地

域
：
中

国
日
本

ア
ニメ

ー
シ

ョン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
株

式
会

社
©
 S
AK

U
RA

 P
RO

DU
CT

IO
N
/ N

IP
PO

N
 A
N
IM

AT
IO
N『ド

ラえ
も

ん
』

発
信

国
・地

域
：

英
語

圏
（

全
世

界
） 株
式

会
社

藤
⼦

・F
・不

⼆
雄

プロ
©
 F

uj
ik

o-
Pr

o

「ド
ラえ

も
ん

」が
家

電
製

品
を

通
じて

プ
ロモ

ー
シ

ョン
した

例

ドラ
え

も
ん

の
海

外
展

開
の

た
め

、
Ｓ

Ｈ
Ａ

Ｒ
Ｐ

が
Ａ

Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ

諸
国

向
け

の
家

電
製

品
の

Ｃ
Ｍ

に
キ

ャラ
クタ

ー
を

起
⽤

。

海
外

⾒
本

市
へ

の
出

展
例

JA
PA

N 
EX

PO

パ
リで

開
催

され
る

ヨー
ロッ

パ
最

⼤
の

イ
ベ

ント
「J

AP
AN

EX
PO

」に
お

い
て

⽇
本

コン
テ

ンツ
の

共
同

出
展

、プ
ロモ

ー
シ

ョン
を

⽀
援

。

地
⽅

発
コン

テ
ンツ

の
海

外
展

開
事

例

北
海

道
テ

レ
ビは

、地
域

の
魅

⼒
を

発
信

す
る

番
組

を
制

作
し、

Ｊ
－

Ｌ
Ｏ

Ｐ
に

よ
り質

の
⾼

い
ロー

カラ
イズ

を
実

施
で

き
た

こと
で

海
外

で
の

放
送

を
次

々
と実

現
。

番
組

と連
動

した
キ

ャン
ペ

ー
ンを

⾏
うこ

とで
ア

ンテ
ナ

シ
ョッ

プ
の

売
上

は
前

年
⽐

で
約

３
割

向
上

。

プ
ロモ

ー
シ

ョン

ドラ
え

も
ん

×
家

電
製

品


権

利
情

報
の

集
約

化
、コ

ン
テ

ン
ツ

の
字

幕
・吹

き
替

え
等

の
現

地
化

（
ロ

ー
カ

ラ
イ

ズ
）

や
国

際
⾒

本
市

へ
の

出
展

等
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

の
⽀

援
に

よ
り、

著
作

物
の

利
⽤

の
円

滑
化

に
取

り組
む

。（
平

成
2７

年
度

補
正

6７
億

円
）

。


平
成

2６
年

度
補

正
予

算
（

６
０

億
円

）
に

お
い

て
は

、⽇
本

の
コン

テ
ンツ

の
海

外
展

開
を

⽀
援

す
る

た
め

、８
５

５
件

の
コン

テ
ンツ

の
ロー

カラ
イズ

や
プ

ロモ
ー

シ
ョン

へ
の

補
助

を
実

施
。

①
ロ

ー
カ

ラ
イ

ズ
・プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
⽀

援

12
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
コン

テ
ンツ

産
業

お
よ

び
ファ

ッシ
ョン

、デ
ザ

イン
等

コン
テ

ンツ
と親

和
性

の
⾼

い
産

業
に

関
わ

る
各

種
イベ

ント
が

連
携

して
開

催
す

る
世

界
最

⼤
規

模
の

統
合

的
コン

テ
ンツ

フェ
ス

テ
ィバ

ル
。


コン

テ
ンツ

業
界

が
連

携
し,

発
信

⼒
を

⾼
め

な
が

ら広
く海

外
に

ア
ピー

ル
す

る
こと

で
,⽇

本
の

コン
テ

ンツ
の

海
外

展
開

を
促

進
｡

コ
・
フ

ェ
ス

タ
２

０
１

６
オ

フィ
シ

ャル
イ

ベ
ン

ト

②
コ・

フェ
ス

タ

13

- 14 -



【出
展

者
・招

聘
バ

イ
ヤ

ー
の

推
移

（
20

15
年

度
）

】
【商

談
件

数
（

20
15

年
度

）
】

（
件

）
（

⼈
）

東
京

国
際

ミュ
ー

ジ
ック

マ
ー

ケ
ット

⽇
本

⾳
楽

の
海

外
展

開
を

⽬
的

とし
て

商
談

会
や

セ
ミナ

ー
開

催
に

よ
る

ビジ
ネ

ス
マ

ッチ
ング

の
機

会
を

提
供

す
る

場
。1

2回
⽬

（
20

04
年

〜
）

。

⽇
本

の
ア

ニメ
産

業
の

活
性

化
を

⽬
的

に
、ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッチ
ング

の
場

を
設

け
、国

内
外

の
ア

ニメ
ビジ

ネ
ス

情
報

を
発

信
す

る
。T

IA
Fと

して
は

6回
⽬

(2
01

0年
〜

）
。

東
京

国
際

ア
ニ

メ
祭

秋

東
京

国
際

映
画

祭
に

併
設

した
国

内
外

の
映

画
、Ｔ

Ｖ
番

組
等

の
映

像
コン

テ
ンツ

を
中

⼼
とし

た
⾒

本
市

。1
2回

⽬
（

20
04

年
〜

）
。

TI
FF

CO
M

(東
京

国
際

映
画

祭
併

設
コン

テ
ン

ツ
マ

ー
ケ

ット
)

会
期

：
20

15
年

10
⽉

20
⽇

〜
22

⽇
（

3⽇
間

）

会
場

：
ホ

テ
ル

グ
ラ

ン
パ

シ
フィ

ック
LE

 D
AI

BA
Ze

pp
D

iv
er

Ci
ty

TO
KY

O


「J

ap
an

 C
on

te
nt

 S
ho

w
ca

se
（

JC
S）

」と
は

、映
画

・放
送

（
テ

レ
ビ番

組
等

）
、⾳

楽
、ア

ニメ
等

の
主

要
コン

テ
ンツ

が
統

合
され

た
国

際
⾒

本
市

で
あ

り、
毎

年
10

⽉
に

東
京

・お
台

場
に

て
開

催
。J

CS
で

は
、我

が
国

コン
テ

ンツ
の

魅
⼒

を
集

中
的

に
世

界
へ

ア
ピー

ル
す

る
とと

も
に

、他
産

業
との

連
携

を
促

し、
さら

な
る

発
信

⼒
の

強
化

とコ
ンテ

ンツ
産

業
全

体
の

海
外

展
開

を
促

進
す

る
こと

を
⽬

的
とし

て
い

る
。


20

15
年

度
は

34
7団

体
が

出
展

し、
1,

43
3名

の
登

録
バ

イヤ
ー

が
来

場
した

(2
01

4年
度

：
出

展
団

体
数

：
33

2、
登

録
バ

イヤ
ー

数
：

1,
16

0名
)。

動
画

配
信

な
ど業

界
の

新
しい

トレ
ンド

を
捉

え
た

セ
ミナ

ー
を

実
施

し、
ま

た
、ピ

ッチ
ング

セ
ッシ

ョン
や

マ
ッ

チ
ング

イベ
ント

が
連

⽇
⾏

わ
れ

る
な

ど、
活

発
な

商
談

を
促

進
した

。

②
コン

テ
ン

ツ
の

総
合

国
際

⾒
本

市
「J

ap
an

 C
on

te
nt

 S
ho

w
ca

se
」

14

16
0

54
9

14
6

57
6

13
0

79
5

15
6

52
5

18
6

58
4

21
7

63
8

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

出展者

バイヤー

出展者

バイヤー

出展者

バイヤー

20
13

20
14

20
15

国
内

海
外

出
展

者
約

5%
バ

イ
ヤ

ー
約

24
%

 増

4,
84
4 

5,
69
9 

6,
66
3 

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

20
13

20
14

20
15

17
%

増
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出
資

事
業

会
社

等

⺠
間

企
業

等
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
各

企
業

出
資

出
資

投
資

リス
ク

マ
ネ

ー
供

給
機

能

［
クー

ル
ジ

ャパ
ン機

構
］

（
平

成
25

年
11

⽉
創

設
）


平

成
２

５
年

６
⽉

に
株

式
会

社
海

外
需

要
開

拓
⽀

援
機

構
法

が
成

⽴
し、

平
成

２
５

年
１

１
⽉

に
海

外
需

要
開

拓
⽀

援
機

構
（

クー
ル

ジ
ャパ

ン機
構

）
が

設
⽴

され
た

。


機
構

は
、リ

ス
クマ

ネ
ー

を
供

給
す

る
こと

で
、⺠

間
部

⾨
で

は
成

し得
な

か
った

、海
外

需
要

獲
得

の
基

盤
とな

る
拠

点
や

流
通

網
の

整
備

な
どを

率
先

して
展

開
し、

現
在

１
３

件
の

投
資

案
件

を
⾏

って
い

る
。

※
存

続
期

間
：

概
ね

20
年

程
度

メデ
ィア

・ネ
ット

空
間

型
の

流
通

拠
点

放
送

配
信

⽇
本

の
Ｔ

Ｖ
番

組
・ア

ニメ
等

の
コン

テ
ンツ

ア
ニメ

©
B

A
K

U
G

A
N

 P
R

O
JE

C
T

©
 B

AK
UG

AN
 P

RO
JE

CT

商
品

販
売

化
粧

品
な

ど

ア
イド

ル
系

ドキ
ュメ

ンタ
リー

映
画

玩
具

な
ど

出
展

：
NE

W
 P

EO
PL

E資
料

テ
レ

ビ
放

映
・配

信
等

＋
グ

ッズ
等

販
売

物
理

的
空

間
型

の
流

通
拠

点

食

衣

住

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

ア
パ

レ
ル

シ
ョッ

プ
イ

ン
テ

リア
シ

ョッ
プ

コス
メ商
業

施
設

展
開

・活
⽤

（
ジ

ャパ
ン・

モ
ー

ル
）

“地
域

クー
ル

ジ
ャパ

ン企
業

”応
援

パ
テ

ィシ
エ・

ケ
ー

キ
店

ブ
ライ

ダル
サ

ー
ビス

出
資

等

高
岡

銅
器

⽇
本

酒
⺠

間
出

資

平
成

２
８

年
４

⽉
１

⽇
時

点
出

資
⾦

５
２

３
億

円

１
０

７
億

円

政
府

出
資

（
財

投
特

会
等

）

※
既

出
資

の
30

0億
円

に
加

え
て

、平
成

27
年

度
は

政
府

予
算

枠
30

0億
円

を
確

保
し、

必
要

に
応

じて
こ

の
範

囲
で

追
加

出
資

を
⾏

う。

４
１

６
億

円
※

＜
投

資
対

象
の

例
＞

③
ク

ー
ル

ジ
ャパ

ン
機

構

15

- 16 -



８
０

⾔
語

以
上

に
対

応
した

⽇
本

の
コン

テ
ンツ

の
世

界
発

信
の

た
め

の
ロー

カラ
イ

ズ
の

基
幹

イン
フラ

を
獲

得

海
外

向
け

ジ
ャパ

ン
コン

テ
ンツ

関
連

ネ
ット

販
売

To
ky

o 
O

ta
ku

M
od

e
等

全
世

界
（

⽶
国

・
ｲﾝ

ﾄﾞ
ﾈｼ

ｱ等
）

海
外

に
向

け
て

⽇
本

の
マ

ンガ
・ア

ニメ
等

の
ポ

ップ
カル

チ
ャー

の
魅

⼒
を

発
信

す
る

メデ
ィア

・Ｅ
Ｃ

事
業

１
５

億
円

地
域

・中
⼩

企
業

や
ク

リエ
イ

タ
ー

等
の

海
外

展
開

の
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム

コン
テ

ンツ

正
規

版
ア

ニメ
関

連
ネ

ット
販

売

ア
ジ

ア
（

台
湾

・
タイ

等
）

全
世

界
ﾊﾞ

ﾝﾀ
ﾞｲ

ﾅﾑ
ｺH

D等

１
０

億
円

吉
本

興
業

等

１
０

億
円

正
規

版
⽇

本
ア

ニメ
の

サ
イマ

ル
配

信
を

多
⾔

語
で

⾏
う動

画
配

信
・Ｅ

Ｃ
事

業

エ
ンタ

テ
イン

メン
ト

ア
ジ

ア
各

国
向

け
Ｔ

Ｖ
番

組
で

⽇
本

を
発

信
し、

イベ
ント

や
地

域
物

販
等

を
展

開

（
総

事
業

費
５

０
億

円
）

（
総

事
業

費
２

１
億

円
）

ス
カパ

ー
JS

AT

４
４

億
円

ジ
ャパ

ン
チ

ャン
ネ

ル
全

世
界

⽇
本

ア
ニ

メ
産

業
の

海
外

展
開

で
ア

ニ
メ

ー
タ

の
出

⼝
を

拡
⼤

ジ
ャパ

ン
コン

テ
ンツ

の
ロー

カラ
イズ

全
世

界

イマ
ジ

カ・
ロボ

ット
HD

等

７
５

億
円

（
総

事
業

費
１

９
０

億
円

）

⽇
本

コン
テ

ン
ツ

の
対

外
発

信
を

加
速

世
界

２
２

カ国
に

⽇
本

コン
テ

ンツ
の

有
料

放
送

チ
ャン

ネ
ル

を
展

開
し、

地
域

物
販

や
イン

バ
ウン

ドを
促

進

海
外

で
の

クリ
エ

イタ
ー

育
成

ア
ジ

ア
・欧

州
・豪

州

KA
DO

KA
W

A
Co

nt
en

ts
Ac

ad
em

y
等

４
．

５
億

円

ア
ジ

ア
等

で
⽇

本
コン

テ
ンツ

を
活

⽤
した

ビジ
ネ

ス
を

⽀
え

る
クリ

エ
イタ

ー
⼈

材
を

育
成

す
る

ス
クー

ル
事

業
（

総
事

業
費

１
０

億
円

）

（
総

事
業

費
１

１
０

億
円

）

類
型

内
容

概
要

対
象

国
事

業
主

体
（

機
構

の
出

資
規

模
）

地
域

企
業

等
の

商
品

・サ
ー

ビ
ス

の
海

外
展

開

③
ク

ー
ル

ジ
ャパ

ン
機

構
の

投
資

決
定

案
件

※
平

成
28

年
２

⽉
時

点
※

⽀
援

決
定

額
に

つ
い

て
は

、上
限

額
とな

って
お

り、
為

替
の

影
響

等
に

よ
り⾦

額
に

変
動

が
あ

る
。

16
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【A
si

a 
Co

nt
en

t 
Bu

si
ne

ss
 S

um
m

it（
AC

BS
）

】


ア
ジ

ア
に

お
け

る
コン

テ
ンツ

産
業

の
官

⺠
関

係
者

を
⼀

堂
に

集
め

、ア
ジ

ア
市

場
に

お
け

る
コン

テ
ンツ

流
通

の
促

進
、海

賊
版

対
策

、⼈
材

交
流

、国
際

共
同

製
作

等
の

国
際

的
な

課
題

に
つ

い
て

議
論

し、
共

同
⾏

動
に

結
び

つ
け

る
こと

を⽬
指

して
20

08
年

創
設

。
※

主
要

メン
バ

ー
国

・地
域

：
⽇

本
・中

国
・⾹

港
・イ

ンド
ネ

シ
ア

・韓
国

・マ
レ

ー
シ

ア
・フ

ィリ
ピン

・シ
ンガ

ポ
ー

ル
・タ

イ


20
16

年
9⽉

に
第

5回
会

合
を

マ
レ

ー
シ

ア
（

クア
ラル

ンプ
ー

ル
）

で
開

催
した

。
※

20
09

年
10

⽉
に

第
１

回
会

合
を

⽇
本

（
東

京
）

、
20

11
年

2⽉
に

第
２

回
会

合
を

タイ
（

パ
タヤ

）
、2

01
1年

12
⽉

に
第

３
回

会
合

を
シ

ンガ
ポ

ー
ル

、2
01

4年
10

⽉
に

第
４

回
会

合
を

⽇
本

（
東

京
）

で
開

催
。

AC
BS

 (ア
ジ

ア
・コ

ン
テ

ン
ツ

・ビ
ジ

ネ
ス

・サ
ミッ

ト
)

④
政

府
間

対
話

〜
AC

BS
〜

第
5回

会
合

開
催

時
に

参
加

国
・地

域
の

間
で

AC
BS

とし
て

取
り組

む
テ

ー
マ

と⽅
向

性
に

つ
い

て
共

同
声

明
を

採
択

。
（

第
5回

参
加

国
・地

域
：

⽇
本

・中
国

・⾹
港

・イ
ンド

ネ
シ

ア
・韓

国
・マ

レ
ー

シ
ア

・シ
ンガ

ポ
ー

ル
・タ

イ・
カナ

ダ・
⽶

国
）

AC
BS

メン
バ

ー
国

・地
域

は
、下

記
テ

ー
マ

に
つ

い
て

議
論

を
⾏

い
、急

速
に

成
⻑

す
る

ア
ジ

ア
の

コン
テ

ンツ
産

業
に

適
応

す
る

た
め

⼀
層

の
連

携
の

重
要

性
を

認
識

す
る

とと
も

に
、今

後
も

継
続

して
AC

BS
を

開
催

し、
これ

らの
テ

ー
マ

に
関

す
る

取
り

組
み

を
強

化
す

る
こと

に
合

意
した

。
•

進
展

す
る

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

技
術

分
野

の
展

望
及

び
今

後
の

連
携

•
メン

バ
ー

国
・地

域
間

で
の

国
際

共
同

製
作

の
推

進
•

起
業

家
ネ

ット
ワ

ー
クの

構
築

•
海

賊
版

対
策

の
連

携
強

化
•

地
⽅

コン
テ

ンツ
の

展
開

促
進

•
メン

バ
ー

国
・地

域
に

お
け

る
コン

テ
ンツ

産
業

活
性

化
に

向
け

た
政

策
の

検
討

•
コン

テ
ンツ

制
作

の
た

め
の

資
⾦

調
達

⼿
法

Ａ
Ｃ

Ｂ
Ｓ

20
16

 共
同

声
明

概
要

Ａ
Ｃ

Ｂ
Ｓ

20
16

 共
同

声
明

概
要

17
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•
イン

ター
ネ

ット
上

の
違

法
動

画
コン

テ
ンツ

の
削

除
要

請
に

係
る

実
証

実
験

を
、中

国
と韓

国
の

動
画

投
稿

サ
イト

等
に

対
して

実
施

。
→

CO
D

Aの
削

除
要

請
に

よ
りほ

ぼ
10

0％
の

削
除

実
施

に
成

功

【削
除

要
請

UR
L件

数
と削

除
率

】（
20

11
年

8⽉
〜

20
16

年
3⽉

）

Yo
uk

u（
中

国
）

83
,9

73
件

99
.2

0%
Tu

do
u（

中
国

）
67

,7
22

件
99

.2
8%

Ku
6（

中
国

）
17

,6
73

件
99

.9
0%

56
.c

om
（

中
国

）
10

,1
57

件
98

.4
7%

Pa
nd

or
a.

tv
（

韓
国

）
19

,1
87

件
99

.1
6%

海
賊

版
DV

D等
に

対
し

て
は

、
CO

DA
が

中
国

等
現

地
取

締
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

権
利

行
使

を
支

援
→

約
69

1万
枚

の
海

賊
版
DV

D
押

収
の

実
績

あ
り

（
20

05
年
1月

～
20

16
年
3月

ま
で

の
累

計
）

•
CO

DA
と主

要
な

中
国

動
画

投
稿

サ
イト

との
間

で
ネ

ット
上

の
著

作
権

保
護

の
協

⼒
に

係
る

覚
書

を
締

結
。

•
CO

DA
とモ

ー
シ

ョン
・ピ

クチ
ャー

・ア
ソ

シ
エ

イシ
ョン

（
M

PA
）

は
、オ

ンラ
イン

著
作

権
侵

害
に

対
す

る
新

た
な

善
処

法
の

開
発

や
共

同
で

の
著

作
権

保
護

活
動

の
強

化
を

⽬
的

とす
る

公
式

同
意

書
に

署
名

。（
20

14
年

3⽉
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

上
の

海
賊

版
対

策

共
同

エ
ン

フォ
ー

ス
メ

ン
ト

（
権

利
⾏

使
）

⽀
援

【覚
書

締
結

先
】

Tu
do

u、
Yo

uk
u、

ku
6、

56
.c

om
、i

Q
IY

I

⑤
海

賊
版

対
策


グ

ロー
バ

ル
市

場
に

対
して

コン
テ

ンツ
ビジ

ネ
ス

を
展

開
す

る
うえ

で
の

⼤
き

な
障

害
の

ひ
とつ

は
海

賊
版

の
存

在
。

⇒
中

国
主

要
４

都
市

に
お

け
る

⽇
本

コン
テ

ンツ
の

被
害

額
は

年
間

56
00

億
円

（
出

典
：

⽂
化

庁
推

計
、2

01
3年

）


⼀
般

社
団

法
⼈

コン
テ

ンツ
海

外
流

通
促

進
機

構
（

CO
DA

）
を

通
じて

、権
利

者
や

各
国

の
著

作
権

関
連

団
体

と協
⼒

の
も

と海
賊

版
対

策
を

講
じて

い
る

。
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⑤
海

賊
版

対
策

M
an

ga
-A

ni
m

e 
G

ua
rd

ia
ns

（
M

AG
）

PR
O

JE
CT


①

海
賊

版
の

「削
除

」を
効

率
的

に
⾏

い
、そ

れ
と同

時
に

②
ファ

ンを
海

賊
版

か
ら正

規
版

サ
イト

へ
「誘

導
」す

る
仕

組
み

を
構

築
、更

に
③

国
内

外
の

視
聴

者
等

に
「普

及
啓

発
」を

⾏
うと

い
う３

つ
の

課
題

に
⼀

貫
して

戦
略

的
に

取
り組

む
プ

ロジ
ェク

ト。


これ
らの

取
組

を
通

じ、
国

内
外

の
マ

ンガ
・ア

ニメ
の

ファ
ン層

を
維

持
・拡

充
しつ

つ
、海

賊
版

が
市

場
か

ら消
滅

して
い

くこ
とで

、正
規

の
コ

ンテ
ンツ

に
対

価
が

⽀
払

わ
れ

、新
た

な
作

品
創

造
へ

と繋
が

る
好

環
境

を
整

備
。


出

版
社

及
び

ア
ニメ

関
連

企
業

15
社

か
らな

る
マ

ンガ
・ア

ニメ
海

賊
版

対
策

協
議

会
と経

済
産

業
省

及
び

CO
DA

が
⼀

体
とな

り推
進

。

【対
策

】

海 外 視 聴 者

コ ン テ ン ツ の 価 値 の 最 ⼤ 化

海
賊

版
【課

題
】

普
及

啓
発

海
外

展
開

海
賊

版
サ

イト

コン
テ

ンツ
ホ

ル
ダー

m

末
時

点
）

②
正

規
版

リン
ク

集
サ

イ
ト

「M
an

ga
-A

ni
m

e 
he

re
」

m
an

ga
-a

ni
m

e-
he

re
.c

om

掲
載

作
品

数
：

約
37

0点
（

平
成

27
年

2⽉
末

時
点

）

①
海

賊
版

の
⼤

規
模

削
除

③
広

報
・普

及
啓

発
•

ス
ペ

シ
ャル

動
画

『T
ha

nk
s,

 fr
ie

nd
s』

Yo
uT

ub
e再

⽣
回

数
:

約
80

万
回

•
コラ

ボ
レ

ー
シ

ョン
イ

ラ
ス

ト
『J

O
IN

 
U

S,
FR

IE
N

D
S.

』
開

始
１

週
間

で
10

0万
JO

IN

対
象

サ
イ

ト
数

：
35

6サ
イ

ト
削

除
件

数
：

71
1,

69
7件

削
除

率
：

68
％

平
成

26
年

度
【国

／
経

済
産

業
省

】

出
版

社
及

び
ア

ニメ
関

連
主

要
各

社
か

らな
る

マ
ンガ

・ア
ニ

メ海
賊

版
対

策
協

議
会

は
、参

加
企

業
を

拡
⼤

しつ
つ

、
以

下
を

継
続

実
施

①
海

賊
版

の
⼤

規
模

削
除

②
正

規
版

リン
ク集

サ
イト

に
関

す
る

取
り組

み
③

海
賊

版
対

策
に

関
す

る
広

報
・普

及
啓

発
活

動

【国
／

経
済

産
業

省
】

【⺠
間

／
マ

ン
ガ

・ア
ニ

メ
海

賊
版

対
策

協
議

会
】

更
な

る
連

携
が

必
要

な
分

野
に

つ
い

て
、国

の
海

賊
版

対
策

事
業

に
て

措
置

・周
辺

対
策

の
継

続
実

施
（

広
告

抑
⽌

要
請

、フ
ィル

タリ
ング

等
）

・海
賊

版
対

策
の

効
果

測
定

調
査

等

平
成

27
年

度
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⑥
留

学
⽣

ア
ン

バ
サ

ダ
ー


⽇

本
コン

テ
ンツ

の
ファ

ンで
あ

る
海

外
の

若
者

を
、留

学
⽣

・現
地

学
⽣

を
中

⼼
に

「コ
・フ

ェス
タ

ア
ンバ

サ
ダー

」と
して

組
織

化
。


本

組
織

を
活

⽤
し、

コン
テ

ンツ
ホ

ル
ダー

と海
外

消
費

者
を

結
ぶ

、効
果

的
な

「マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

」と
「プ

ロモ
ー

シ
ョン

」の
機

能
を

コ・
フェ

ス
タに

付
与

。コ
ンテ

ンツ
業

界
に

対
す

る
海

外
展

開
⽀

援
を

⾏
うこ

とで
、⽇

本
の

魅
⼒

を
効

果
的

に
発

信
す

る
。

①
コン

テ
ンツ

の
海

外
進

出
事

業
の

企
画

・⽴
案

に
直

結
す

る
消

費
者

ニー
ズ

の
把

握
・提

供
（

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

機
能

）
②

現
地

に
お

け
る

イン
フル

エ
ンサ

ー
・メ

デ
ィア

・バ
イヤ

ー
向

け
の

イベ
ント

等
の

開
催

を
通

じて
、発

信
⼒

の
⾼

い
関

係
者

との
ネ

ット
ワ

ー
クを

構
築

（
プ

ロモ
ー

シ
ョン

機
能

）

約
20

0名
を

任
命

（
平

成
27

年
10

⽉
末

時
点

）

　■
コ

ン
テ

ン
ツ

分
野

に
お

い
て

海
外

で
何

が
ど

の
よ

うに
　　

流
行

して
い

る
の

か
を

現
地

に
て

ヒア
リン

グ
調

査
しレ

　　
ポ

ー
トに

ま
とめ

る
。

　■
報

告
書

(随
時

)
　■

セ
ミナ

ー
　■

年
度

末
発

表
会

　■
海

外
進

出
を

検
討

して
い

る
コ

ン
テ

ン
ツ

や
、マ

ー
　　

ケ
ット

へ
の

出
展

を
予

定
して

い
る

コ
ン

テ
ン

ツ
に

つ
い

　　
て

、消
費

者
に

当
て

、反
応

を
調

査
す

る
。

　■
イ

ベ
ン

トに
参

加
した

後
、イ

ベ
ン

ト
　　

主
催

者
に

報
告

書
を

提
出

。

　■
海

外
イ

ベ
ン

トへ
の

出
展

に
際

して
、現

地
ア

ン
バ

サ
　　

ダ
ー

と連
携

しP
Rイ

ベ
ン

トを
実

施
。

  ■
コ

ン
テ

ン
ツ

へ
の

集
客

や
パ

ブ
リシ

テ
ィに

貢
献

す
　　

る
。

　■
イ

ベ
ン

トに
参

加
した

後
、イ

ベ
ン

ト
　　

主
催

者
に

報
告

書
を

提
出

。

  ■
ア

ン
バ

サ
ダ

ー
認

定
した

海
外

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
   

  の
うち

、影
響

力
の

あ
る

方
々

を
合

同
マ

ー
ケ

ット
に

　　
招

待
。

　■
SN

S等
を

通
じて

発
信

。

　■
Ja

pa
nC

on
te

nt
sS

ho
wc

as
eに

て
　　

招
聘

ツ
ア

ー
実

施
　■

報
告

書
(年

度
末

)

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

消
費

トレ
ン

ド調
査

消
費

者
反

応
調

査

現
地

PR
イ

ベ
ン

ト

海
外

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

の
招

聘

内
容

報
告

形
式

20
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海
外

企
業

実
務

研
修

制
度

（
平

成
27

年
度

〜
）


コン

テ
ンツ

産
業

の
国

際
展

開
お

よ
び

国
際

共
同

製
作

を
推

進
す

る
た

め
、資

⾦
調

達
・契

約
・マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
とい

った
プ

ロデ
ュー

ス
業

務
を

担
う「

国
際

コン
テ

ンツ
ビジ

ネ
ス

プ
ロデ

ュー
サ

ー
」の

育
成

を
⽬

指
す

。


この
た

め
、海

外
留

学
⽀

援
制

度
お

よ
び

海
外

企
業

実
務

研
修

制
度

（
イン

ター
ン）

等
を

実
施

す
る

。

海
外

留
学

⽀
援

制
度

（
平

成
22

年
度

〜
）

⑦
プ

ロ
デ

ュー
サ

ー
⼈

材
育

成

国
内
⼈
材
育
成
⽀
援
制
度

21


ハ

リ
ウ

ッ
ド

な
ど

が
培

っ
て

き
た

国
際

的
な

⼿
法

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
海

外
フ

ィ
ル

ム
ス

ク
ー

ル
へ

の
留

学
を

⽀
援

。


平
成

２
２

年
度

の
制

度
開

始
以

降
、

こ
れ

ま
で

に
計

９
名

の
留

学
を

⽀
援

。


フ
ィ

ル
ム

ス
ク

ー
ル

へ
の

推
薦

や
、

１
⼈

あ
た

り
最

⼤
３

０
，

０
０

０
ド

ル
/年

の
費

⽤
の

助
成

な
ど

、
総

合
的

な
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

。
（

参
考

）
こ

れ
ま

で
の

⼊
学

校
：

AF
I（

Am
er

ic
an

 F
ilm

 In
st

itu
te

）
US

C（
Un

iv
er

si
ty

 o
f 

So
ut

he
rn

 C
al

ifo
rn

ia
）

UC
LA

（
Un

iv
er

si
ty

 o
f C

al
ifo

rn
ia

, L
os

 A
ng

el
es

）


ハ

リ
ウ

ッ
ド

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
の

コ
ン

テ
ン

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
関

連
企

業
や

制
作

現
場

に
お

け
る

、
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
関

連
業

務
の

実
務

研
修

（
イ

ン
タ

ー
ン

）
の

実
施

を
⽀

援
。


具

体
的

な
研

修
内

容
は

、
市

場
調

査
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
、

脚
本

開
発

、
映

画
製

作
等

。


実
務

研
修

に
参

加
す

る
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

や
、

必
要

経
費

相
当

額
を

基
準

と
す

る
調

査
費

の
⽀

給
な

ど
を

実
施

。


こ
れ

ま
で

に
計

２
名

の
実

務
研

修
実

施
を

⽀
援

。


研

修
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

通
し

て
、

若
⼿

⼈
材

に
⼈

的
交

流
の

機
会

を
提

供
し

、
将

来
の

国
際

共
同

製
作

に
む

け
た

⼈
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

図
る

。
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⑧
コン

テ
ン

ツ
技

術
戦

略


CG
（

コン
ピュ

ー
タ・

グ
ラフ

ィッ
クス

）
や

⽴
体

映
像

な
どの

コン
テ

ンツ
技

術
は

、様
々

な
コン

テ
ンツ

創
出

の
基

盤
。


コン

テ
ンツ

技
術

の
⾼

度
化

と普
及

を
⽬

指
し、

技
術

マ
ップ

（
コン

テ
ンツ

分
野

）
を

策
定

し、
DC

EX
PO

（
デ

ジ
タル

コン
テ

ンツ
エ

キ
ス

ポ
）

で
の

コン
テ

ンツ
技

術
発

掘
・普

及
の

促
進

や
、コ

ンテ
ンツ

制
作

の
効

率
化

に
資

す
る

取
組

を
実

施
。

先
進

的
な

コン
テ

ン
ツ

技
術

の
発

掘
・普

及
促

進

コン
テ

ンツ
技

術
が

向
か

うべ
き

⽅
向

性
を

提
⽰

。
技

術
開

発
を

促
進

し、
⽇

本
の

コン
テ

ンツ
産

業
の

更
な

る
活

性
化

と新
た

な
産

業
の

創
出

が
⽬

的
。2

01
4年

度
に

更
新

を
実

施
。

技
術

マ
ップ

（
コン

テ
ン

ツ
分

野
）

の
策

定

コン
テ

ン
ツ

制
作

基
盤

整
備

事
業

■
マ

ン
ガ

制
作

⼯
程

整
備

（
20

14
年

度
）

海
賊

版
対

策
に

も
資

す
る

マン
ガ

等
の

国
内

外
同

時
販

売
・配

信
を

促
進

す
る

た
め

、翻
訳

等
の

編
集

作
業

や
流

通
を

円
滑

に
進

め
る

こと
が

で
き

る
デ

ジ
タル

技
術

を
導

⼊
した

マ
ンガ

制
作

⼯
程

の
導

⼊
に

つ
い

て
調

査
、

検
討

を
実

施
。

今
年

度
、出

版
社

、配
信

事
業

者
、漫

画
家

、学
⽣

等
を

対
象

に
セ

ミナ
ー

を
開

催
し、

当
該

調
査

報
告

書
の

内
容

を
紹

介
す

る
こと

で
、マ

ンガ
制

作
・流

通
に

携
わ

る
関

係
者

へ
の

周
知

を
図

った
。

■
In

no
va

tiv
e

Te
ch

no
lo

gi
es

コン
テ

ンツ
産

業
の

発
展

に
⼤

き
く貢

献
す

る
こと

が
期

待
され

る
技

術
を

表
彰

。
将

来
の

産
業

界
へ

の
応

⽤
に

期
待

の
持

て
る

先
進

的
な

コン
テ

ンツ
技

術
の

発
掘

と国
内

外
で

の
情

報
発

信
を

促
進

。

■
D

CE
XP

O
（

デ
ジ
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『桜美林学園第２次中期目標(2015～2020 年度)』 

はじめに 

理事会は、学園創立 100 周年を見据えて 2015 年度から 2020 年度までの６カ年を第 ２次中期目

標期間と定め、新たな中期目標を策定しました。理事会が新しい中期目標の幹とすべき方針を定

義し、各設置校（幼稚園、中学校・高等学校、大学） および法人部門がこの方針に沿ってそれぞ

れの目標を設定しました。 この方針では、第一に「メインテーマ」を設定、第二に三つの「重点

礎石」を設定していま す。第１次中期目標においては 12 の「コーナーストーン（＝礎石）」を

設定しましたが、今般の重点礎石はこれを重要なものに絞り込み、全教職員の力を一定の方向に

集中しようとするもので す。 私たちは、どのような時代にあっても、桜美林学園のミッション

である「キリスト教精神に基づく国際人の育成」を心に留めて、グローバルな視点から次世代を

支える人材育成に努めます。  

学校法人桜美林学園 

理事長 佐藤 東洋士 

メインテーマ 

私たちは変わる！－勇気を持って変化に立ち向かおう－ 

私学の経営環境は非常に早いスピードで、大きく変化している。昨日と同じことを今日行い、

今日と同じことを明日行っていたのでは、私たちのミッションを達成することはおろか、競争に

取り残され、存在意義すら失ってしまう。 理事会は、この激動の時代にあって、何をどう変革し

ていくべきかを皆で考え、迅速に目標を見定め、これまでの価値観や行動規範に固執することな

くこれを実行していかなければならないと考えている。 学園が存続し続けるためには、私たち自

身が時代の変化に対応しなければならない。教職員の一人ひとりが学園の在り方を真剣に考え、

変革をもたらそうとする強い意志を持ち続けていきたいと願っている。 全教職員が思いと方向性

を共有し、これからの時代を共に歩んでいくとともに、メインテーマを、日々教職員が確認する

べき、共通の標語としていく。  

 

 

 

 

 

 

 

３つの重点礎石 

重点礎石 １ ： グローバル時代における教育の深化  

重点礎石 ２ ： 経営基盤の確立  

重点礎石 ３ ： 桜美林コミュニティの強化  

 

桜美林学園第２次中期目標 資料４
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重点礎石 １: グローバル時代における教育の深化------------------------------ 

わが国は、グローバル化の波のさなかにある。 グローバル化とは、情報が瞬時に地球規模で共

有され、国や地域の持つ意味がより小さくなっていくことを指す。 今日では、人も物も、地球規

模でより自由に移動するようになっている。 経済的価値は、国境を越えて移動し、何らかの活動

をしようとすれば、多かれ少なかれ世界標準に従っていかざるを得ないことも事実である。 しか

しながら、年齢、性別、国籍、民族、宗教、言語、貧富などの多様性は、依然としてそこに残っ

ている。 グローバル化の時代には、さまざまな人が一緒になって何か一つのことを追求していく

機会が増えるのも明らかである。 言うまでもなく、国籍が違うから話はしない、年齢が違うから

一緒に働けない、などということを言っていては何も実現できない。 崇貞学園において創立者清

水安三が実践した教育は、中国人、朝鮮人、日本人などが集まる学校での教育であり、そこでは、

まさに国境を越えた先駆的な教育が展開されていた。 社会はこうしたグローバル化の時代のリー

ダーを求めている。価値観も言語も違う人々を仲間としてまとめ、一つの目的のために活躍でき

るようなコミュニティや組織を作れる人材が求められている。 これは、しかし、一つの規範の中

に人々を縛りつけようという統率型の人材ではない。 他者を思い、他者のために尽くそうとする

行動が、他者を惹きつけ、結果として多くの人々のベクトルを合わせていくような、そのような

行動をする人材である。 私たちが育て、社会に送り出すべき人材は、まさにこのような人材であ

る。多様を極めるグローバル社会にあってもしっかりと他者に尽くすことのできる人材であると

言えよう。 次期中期目標においては、こうした人材を多数輩出することを目標に掲げ、できるこ

とを全て実行していく。このために、次の６点を重要課題として設定する。  

 

１. 徹底した教育の実践 

先進の教育技術を積極的に取り入れ、教育環境を整備し、効果のある教育を徹底する。また、

教育効果にこだわり、その「見える化」を実現していく。 

２. システマティックな教育プログラムの構築 

社会のニーズを把握し、それに沿った論理的・構造的な魅力ある人材育成プログラムを設定

する。また、総合学園として設置校間の連携教育システムの確立を目指す。 

３. 主体的に行動する学生・生徒の育成 

正課および正課外で、学生・生徒が自ら考え、主体的に行動し、そのような行動に彼らが喜

びを見い出すような機会を提供していく。 

４. 研究力の強化 

私たちが目指す人材育成のための研究活動を活性化し、教育力を高める。 

５. 卓越したブランドの構築 

設置校ごとに鮮明なブランドイメージを確立し、他校にない特色を果敢に打ち出していく。 

６. キャリア教育・進路指導の充実 

男女共同参画社会を推進できる人材を数多く輩出することを目指す。また、多様な進路に対

する支援体制を整え、特にグローバル企業への就職支援をさらに充実させる。 
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基本計画：大学 

１. 言語や文化を越えて協働できるグローバル人材の育成 

【概要】 

グローバルに活躍できる人材育成のため、基本となる語学教育や留学制度、海外研修を充実

させ、さらに、 異文化社会に関する学習や他者の立場に立ったコミュニケーション能力の修得

を実現できる教育課程を構築する。各学群の専門教育の中でグローバル人材の育成を組み入れ

ていく。  

２. グローバル教育に還元する研究の推進 

【概要】 

グローバル社会においては、個別の国家や民族、文化、社会では解決できない課題や問題が

発生しており、 本学は国際的な研究拠点として、そのような課題や問題に取り組み、教育に還

元する。 総合研究機構、各研究所、学系等が連携し、研究上の成果を継続的に産出できる仕組

みを構築する。 

３. キャンパスのグローバル化とモビリティの推進 

【概要】 

外国籍および外国の大学で学位を取得した教職員等を全体の 25％程度まで増やし、多言語で

仕事ができる環境を作るとともに、 学生のモビリティを高め留学生比率も 25％程度になるよ

う、カリキュラムやプログラムを整備する。 短期留学生用のプログラムのみならず、学士課程

に在籍する留学生数も増加させる。 

 

基本計画：中学校・高等学校 

１. 実践力のある国際人の育成 

【概要】 

韓国、中国、米国、オーストラリア、ニュージーランドにある協定校との相互交流を、より

積極的に推進することと併せて、 ユネスコスクールへの加盟申請に伴い、協定校との間でテー

マを設けた教育交流も行い、持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の充実も図る。  

２. 心豊かで、基礎学力・問題解決能力のある生徒の育成 

【概要】 

キリスト教主義を基本とした教育を基に、中等教育段階で備えておかなければならないコミ

ュニケーション力や問題解決能力を養い、 これからの社会、国際社会が求める生徒を育成する。  

３. 教員の資質向上のための研修制度の充実 

【概要】 

高大接続の新しい動きに合わせて、教育課程の見直しが求められてくる。 時代に即した教育

を行っていくためには、教員の資質が大きく問われることとなるので、そのための研修制度の

充実を行う。  

 

基本計画：幼稚園 

１. モンテッソーリ教育の充実 
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【概要】 

１. 本園の特長を効果的に打ち出す。 

２. 幼稚園教育要領で「幼稚園教育」の基本と位置づけられている、園児の「生きる力の基礎」 

となる確かな学びにつなげる。 

３. モンテッソーリ教育の質を高め、カリキュラムの充実を図る。 

４. 専任教員対象の園内学習の継続。  

２. 未就園児クラスの拡充 

【概要】 

１. 月１回開講していた未就園児クラスを、週１回開講する。 

２. 限られたスペースと人員を可能な限り調整し、在園児の教育に影響を及ぼさないプログラ

ムを構築する。 

 

 

 

 

 

重点礎石２: 経営基盤の確立------------------------------------------------ 

私たちは高い理想の下に次期中期目標を設定する。しかしながら、経営基盤が脆弱な組織は、

その理想を実現することができない。 目の前の環境がどれほど厳しくとも十分にそれに立ち向か

えるだけの組織力を備えなければならない。 強力な経営企画機能と強靭な経営基盤を確立し、安

定して理想を追求していくことができるよう、以下の事項を重要課題として設定する。  

１.ガバナンス機能の強化～理事会、設置校、事務組織～ 

各設置校長や部局長が理事会方針に従い、 速やかな意思決定とその執行に当たることが可能

なガバナンスシステムを構築する。 同時に効果的な「教職協働」を実現する。  

２. 財務基盤の強化 

学生・生徒・園児数を安定的に確保するために志願者の増加を図る。 さらに、補助金など学

外資金の獲得を強く推進する。 また、事業のスクラップ・アンド・ビルドを果敢に進め、資金

の効率的投下を行っていく。  

３. 教育研究環境の整備 

次の世紀を見据えた新しい校地を獲得し、新施設の建設と既存施設の更新をマスタープラン

に基づいて着実に進め、学生の教育環境の向上を図る。 また、高機能な新図書館建設を急務と

位置づける。  

 

基本計画：大学 

１. インターナショナル・アドミッションの強化 

【概要】 

優秀な留学生を世界各地から集めるために、インターナショナル・アドミッションを強化す

る。 日本語の語学力にかかわらず、カリキュラムやプログラムを英語化することによって、英
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語による学修を前提としたアドミッションプロセスを構築する。 また、中国語による科目履修

を前提とした在籍も２年程度で構築し、ジョイント・ディグリー・プログラムを開発する。  

２. ガバナンスの強化 

【概要】 

教学におけるさまざまな事項について学長が判断、意思決定し、実行していくにあたり、ス

ピードや適切性を保ちながら諮問できる体制を整える。 具体的には規程を整備し、会議体を整

え、予算、人材、施設設備等のリソースを十分に活用しながら中長期計画を実行し、結果を出

せる枠組みを構築する。  

３. 事業計画と予算の適正化 

【概要】 

大学の事業計画と予算の立案を適正化する。学校教育法や大学設置基準等の法令に基づく大

学の在り方、 大学をとりまく社会や経済的な状況、私学としての特色ある教育研究事業、およ

び、将来計画等に基づき、中長期的な事業計画と予算を立案する。 収入と支出のバランスや将

来投資も含めた財務上の戦略をたて、価値向上に結びつく事業継続を志す。  

 

基本計画：中学校・高等学校 

１. 教職員による協働体制の確立 

【概要】 

運営会を中心に、教務、生徒指導、入試広報、進路指導等の各部とのスムースな連携を確立

し、 決定事項の円滑な周知、ＰＤＣＡサイクルによる検証・改善を図り、校内組織の真の活性

化を行う。  

 

基本計画：幼稚園 

１. 園児の充足に努める 

【概要】 

１. 誰もが注目する幼児教育を目指す。 

２. 「子ども・子育て」新制度の導入により混乱する幼児教育の現場にあって、 「幼稚園教育 

なら桜美林」と言われる園となる。 

２. ３学年各２クラスの維持 

【概要】 

１. 学校教育法に掲げられている「社会の形成者としての必要な資質を備える」ために、 集団

生活を通してその基礎を養う。 

２. そのために必要なクラス編制を継続する。 

３. 就学に向けての適切な環境を整える。 

 

基本計画：法人部門 

１. 厳しい経営環境の中、学園運営を支える柔軟な組織・協力体制の構築とモチベーションの高

い人材の育成を目指す 
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【概要】 

人事政策の確立（人材育成、女性活用）、意思決定システム・業務執行システムの最適化 （リ

スクマネジメント、横断的業務遂行体制、機能的組織の構築）、人件費の適正化 （各設置校の

教員人件費依存率の適正化を行うことにより学園全体の人件費の適正化を図る） 

２. 桜美林 NEXT100 の提唱－次の 100 年に向けて－ 

【概要】 

学園創立 100 周年記念を好機として、学園をあげた取り組みの計画と実施。 桜美林レガシー

の継承、さらに次の 100 年に向けた構想。 

３. 組織体制の強化（人事計画を含む） 

【概要】 

時代の変化に対応するため、迅速な意思決定を可能にし、その決定に基づいた迅速なアクシ

ョンを可能にする組織体制を確立する。 そのためにも「権限」と「責任」の明確化が必要。中

期または長期財務計画との連携が必要。 

４. 収支構造の改善 

【概要】 

支出構造を見直し、予算の設置校配分および事業配分を厳格に仕分ける方法を確立する。 財

務指標等を予算編成時に活用して、予算編成方針をより具体的に予算に反映させることが必要。 

収入構造についても積算方法を見直し、志願者数／入学者数に基づく学納金等の収入、補助金

等外部からの収入、 各事業による収入など、主管部署による収入予算の編成に際して、目標管

理の手法を新たに導入する。 中期または長期財務計画を策定して、単年度の予算編成に反映さ

せることも必要。 

５. キャンパス整備計画の推進、学生の教育環境の向上 

【概要】 

具体的な学園の将来像を明確にし、中長期のマスタープランおよび大規模修繕を含む新たな

施設設備整備計画を策定する。 この施設設備整備計画は中長期財務計画と連動させた計画とす

る。 また、創立 100 周年記念事業を踏まえた計画とする。 新キャンパス整備を推進し学生の

教育環境の向上を図る。 

６. 情報環境整備・充実 

【概要】 

１. 法人経営や大学経営に関わる情報の整備による意思決定支援。 

２. 業務プロセスの効率化による人件費拡大の抑制。 

３. 可用性向上を目的としたサーバ基盤の整備。 

４. 各設置校の教育および事務用ＰＣ環境の整備。 

５. 高等教育の環境変化や高度化に追随できる基幹業務システムの整備。  
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重点礎石３: 桜美林コミュニティの強化-------------------------------------- 

現代は技術的な意味においても、財務的な意味においても、教育機関が単独で有効な教育を行

うことが困難な時代になっている。 地域、卒業生、保護者、産・官と学園とが良い教育という共

通の目的を持った一つの組織体を形成し、一致協力してその目的を追求していかなければならな

い。 これまでの地域、卒業生、保護者との関係を根本から見直し、全体を一つのコミュニティと

して学生・生徒・園児に奉仕していく体制を構築する。 

また、この一環として、産・官を巻き込んだ連携関係を各所に創生し、有効にこれを利用してい

く。  

１. 地域生涯学習の拠点化 

学園の持っている資源を使い、生涯学習の拠点として広く社会に還元するとともに、地域の

持つ力を教育資源として活用する。 

２. 卒業生・保護者の組織化 

卒業生や保護者を、学園の応援団として有機的につなぐ仕組みを確立し、コミュニティの活

性化を図る。 

 

基本計画：大学 

１. 学生、同窓会、後援会の強化 

【概要】 

学生および同窓会においては、桜美林の学生や卒業生としての「メンバーシップ」のプロモ

ーションを行い、 その価値を向上させ、留学生も含めたメンバー同士のつながりを強化する。 

また、メンバーズ・メリットを明確にし、ネットワークを活性化させる。 後援会には大学の教

育研究活動への理解を促し、大学の社会的評価や価値が高まるための活動への参加を促し、教

育基金充実のためのサポートを得る。 

２. 初等中等教育、他大学等との連携 

【概要】 

初等中等教育と大学の関係強化のため、初等中等教育機関の児童生徒や教員向けのプログラ

ムを充実させる。 大学が企画する各種イベントや、各教育機関訪問等に加えて、オンライン・

コンテンツも開発し、物理的な距離を越えたつながりを強化する。 オンライン・プログラムを

充実させることによって、対面授業での活動の活性化につなげる。  

３. 地域や官・産業界との連携 

【概要】 

地域における学術拠点として、地域の活性化につながるようなプログラムを展開する。 市や

県との共同事業にも参加し、公的貢献も推進する。基本的には地域における本学の評価や価値

が高まることを目標とし、 本学の教育研究の成果を地域に還元することによって地域とのネッ

トワークやコミュニティを形成する。  

 

 

 

- 7 -



 

 

 

 

基本計画：中学校・高等学校 

１. 桜美林ブランドの確立 

【概要】 

中学校・高等学校にある同窓生、ＰＴＡ・運動部等のＯＢ・ＯＧ会と連携を図り、桜美林ブ

ランドの再確認、再確立を目指し、 形式的なツールに頼ることのない、人の力を基にしたブラ

ンド力の形成を図る。  

２. 地域に根ざした取組の推進 

【概要】 

大学・地域社会連携室とも連携し、地元住民の中学校・高等学校に対する意見を収集すると

ともに、 評議員会等からの学校に対する評価の収集、それに基づく改善を図る。 併せて、オ

ープンスクール等の催しの充実も行う。 

 

基本計画：幼稚園 

１. 中高・大学との連携強化 

【概要】 

１. 学園に幼稚園が設置されているメリットを設置校間で共有し連携を強化する。 

２. 以下の主要項目のさらなる充実を図る。  

 ・保育専修との連携（プログラム開発を含む）。  

 ・外国人留学生との交流。  

 ・エクステンションセンター講座の実践の場を提供。  

 ・O.A.U.C.加盟団体とのプログラム。  

 ・中高生の職場体験の場を提供、等。  

２. 地域教育貢献事業の充実 

【概要】 

１. 幼児教育に関する知識・方法を「育児相談」「園庭開放」「講演会」等のプログラムによ

って、 年間を通して地域住民のために提供する。 

２. 地域貢献に寄与するプログラムの充実を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『桜美林学園第２次中期目標(2015～2020 年度)』 
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設置校等

主担当組織

計画名計画名計画名計画名

開始(または計画)時

項目・内容
芸文GOプログラム派遣募集人数

芸文ＧＯプログラムの拡充と参加者増

芸術文化学群

大_学群

１ グローバル時１ グローバル時１ グローバル時１ グローバル時
代における教育代における教育代における教育代における教育
の深化の深化の深化の深化

２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確
立立立立

３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ
ニティの強化ニティの強化ニティの強化ニティの強化

①言語や文化を越えて協働できるグローバル人材の育成①言語や文化を越えて協働できるグローバル人材の育成①言語や文化を越えて協働できるグローバル人材の育成①言語や文化を越えて協働できるグローバル人材の育成
重点礎石重点礎石重点礎石重点礎石 各部門計画各部門計画各部門計画各部門計画

2015年度～2019年度末 2015年度～2020年度末
５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）

中間時(2017夏頃) 計画終了時(2020年度末)
４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）

2015年度～2016年度末 2015年度～2017年度末 2015年度～2018年夏頃
20% 40% 60% 80% 100%

６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）

・学生のグローバル人材育成にあたり、まず教員のグローバル化が必要である。今後任用する教員には海外での学位取
得、海外との実務、教育研究交流実績などを有することを学系に求めていく。
・50人派遣する場合約3千万円の原資が必要となるが、学費の値上げも検討しなければならないであろう。

人
計画終了時(2020年度末)

20人 50人

２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）

・これまで各専修が1週間程度の海外研修を実施してきたが、海外旅行+αの内容である。
・2015年度はLA学群のGOプログラムに間借りする形で、米国の2大学を留学先として5人募集し、3人が秋学期に派遣中。

３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）

・他の美術大学では海外の様々な芸術系大学と提携し、学生に長期留学の機会を与えているが、芸文はまずGOプログラ
ムとして半期の語学研修を基本とする海外留学制度を構築する。
・芸術系の留学先として、ヨーロッパは滞在する場所そのものが芸術的な環境であり、アメリカ以外にヨーロッパへの
留学先を開拓する。
・ヨーロッパへの留学先開拓にあたっては、本学園OGFAに相当する機能を持つ外部機関と提携する。

４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）
開始(または計画)時 中間時(2017夏頃)

・留学先をアメリカ、ヨーロッパとするGOプログラムを展開し、募集人員を学生定員の5％とする。

１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）

プラン№

12021120211202112021

1

5
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1_大学-1202_芸術文化学群-2
中期計画 アクションプラン中期計画 アクションプラン中期計画 アクションプラン中期計画 アクションプラン

設置校等

主担当組織

計画名計画名計画名計画名

開始(または計画)時

卒業生の芸術活動のネットワーク構築

重点礎石重点礎石重点礎石重点礎石 各部門計画各部門計画各部門計画各部門計画 12022120221202212022

整理番号 1202-2
大_学群

芸術文化学群 プラン№ 2

３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ
ニティの強化ニティの強化ニティの強化ニティの強化

①学生、同窓会、後援会の強化①学生、同窓会、後援会の強化①学生、同窓会、後援会の強化①学生、同窓会、後援会の強化

１ グローバル時１ グローバル時１ グローバル時１ グローバル時
代における教育代における教育代における教育代における教育
の深化の深化の深化の深化

２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確
立立立立

文学部総合文化学科が2000年に開設して以来、最初の卒業生は30代半ばにさしかかり、多くの卒業生が社会で活躍して
いる。演劇専修卒業の演出家か授業公演の演出を務める、音楽専修の卒業生による演奏会、造形デザイン専修がオープ
ンキャンパス資料に卒業生の活動を掲載するなど、卒業生との係わりが持たれている。

３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）

例えば多摩美術大学は千代田区の「アーツ千代田3331」内に卒業生の作品発表の場として「アキバタマビ」というス
ペースを確保している。また武蔵野美術大学は、美術・デザイン界の一線で活躍する卒業生の作品集を出版、大学HPで
「MUSABI MUNKO」と称するデジタルブックで卒業生の作品を紹介している。こういった事例を参照し、芸文でも印刷物
あるいはWEB上で卒業生の活躍が目に見える形にする。

１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）

在学生の学びと、その成果が実った卒業生の活動がリニアにつながり、在学生にとっても励みとなり、また受験生にも
芸文の存在をアピールすることになる。

２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）

４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）
項目・内容 開始(または計画)時 中間時(2017夏頃) 計画終了時(2020年度末)

４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）
中間時(2017夏頃) 計画終了時(2020年度末)

卒業生のその後の活動についての情報収
集。

情報をセレクトし、表現媒体の検
討。

印刷物やWEB上での発表。

５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）
2015年度～2016年度末 2015年度～2017年度末 2015年度～2018年夏頃 2015年度～2019年度末 2015年度～2020年度末

６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）

20% 40% 60% 80% 100%
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1_大学-1202_芸術文化学群-3
中期計画 アクションプラン中期計画 アクションプラン中期計画 アクションプラン中期計画 アクションプラン

設置校等

主担当組織

計画名計画名計画名計画名

開始(または計画)時

プロジェクト型教育プログラムの推進

重点礎石重点礎石重点礎石重点礎石 各部門計画各部門計画各部門計画各部門計画 12023120231202312023

整理番号 1202-3
大_学群

芸術文化学群 プラン№ 3

３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ３ 桜美林コミュ
ニティの強化ニティの強化ニティの強化ニティの強化

③地域や官・産業界との連携③地域や官・産業界との連携③地域や官・産業界との連携③地域や官・産業界との連携

１ グローバル時１ グローバル時１ グローバル時１ グローバル時
代における教育代における教育代における教育代における教育
の深化の深化の深化の深化

２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確２ 経営基盤の確
立立立立

昨今、芸術系大学でも「プロジェクト型授業」等で地域、企業、公共施設、博物館、官庁などと連携して、芸術によっ
て社会貢献する実践型教育が盛んである。しかし芸文では地域連携室を通して依頼のあった地域貢献活動に応じてい
る、あるいは演劇や音楽などの出張パフォーマンスを行っている段階である。

３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）３．計画の実施概要　（実施計画）

・既存の科目「芸術文化特講」を活用し、他大学等においてプロジェクト型授業の実践実績のある非常勤を任用し開始
する。
・専攻演習、卒業研究などが取り組みやすい科目であり、プロジェクト型授業導入を促進する。
・授業ではない（単位取得のない）活動でも、より積極的に問題点を発掘し、問題解決・提案に取り組むプロジェクト
を展開する。

１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）１．計画終了時での状況　（5年後もしくは計画終了後）

「プロジェクト型授業」を通じて、学生の問題発掘、解決・提案能力が高まる。

２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）２．現在の状況　（これまでの取組）

４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）４－①．定量的目標　（定量的実績及び目標設定）
項目・内容 開始(または計画)時 中間時(2017夏頃) 計画終了時(2020年度末)

プロジェクト型授業数 1 科目 3 科目 5 科目

４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）４－②．定性的目標　（定性的実績及び目標設定）
中間時(2017夏頃) 計画終了時(2020年度末)

５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）５．年度ごとの工程段階　（計画全体を構想から完了までの段階を５段階で示す）
2015年度～2016年度末 2015年度～2017年度末 2015年度～2018年夏頃 2015年度～2019年度末 2015年度～2020年度末

６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）６．備考　（全体の備考欄）

20% 40% 60% 80% 100%
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naruse
テキストボックス
出典：『国際交流と留学』P.36




は特定の学問分野の基礎的な知識、さらには IT 機器の活用能力など、初年度の科目群をしっかりと履修する事が
重要です。そして、そのうえで専攻する特定の学問分野を体系的に理解し、自己と歴史・社会・自然との関連付け
を探ることへと進んでいきます。そうした学びの過程で、私たちは自分で考える主体的な能力を養い、課題を発見
しそれを解決する、いわゆる考え抜く力が身についていきます。
二番目の姿勢は、真理への謙虚さです。「学問」の「学」は「学ぶ」ということですが、これは「まねぶ」すな

わち「まねる」という意味を含んでいます。優れた教えや態度を吸収するという意味合いがあります。そのために
は「優れたものに対する謙虚さ」が必要です。「私はもう足りています、十分です」と思ったら「学び」はストッ
プしてしまいます。
「真理に対する謙虚さ」は人格を「陶冶」（bildung）する、即ち、道徳性を培うと言われてきました。これは19
世紀のドイツの哲学者フンボルトの教えですが、今の時代に言いかえると、大学での学習を通して私たちは自己完
結の人生観から解き放たれて、他者の立場に身を置く共感の姿勢を獲得するということです。国際社会に生きる私
たちは、異文化を持つさまざまな人たちと相互の理解を深めていかねばなりません。更に、学ぶことは自分自身の
為だけではなく、隣人や社会の為であるとする本学のモットー「学而事人」（学んで人に仕える）を体現する、そ
のような人になってほしいと願っています。
こうした学びのために、本学では2005年から学群制を導入し、隣接する科目を広く学ぶ事が出来るようにしてい

ます。芸術文化学群、ビジネスマネジメント学群、健康福祉学群、グローバル・コミュニケーション学群の4つの
学群には、専門性の高い実践的な技能習得を目的として科目をそろえ、それぞれの教育目標に合わせて学ぶべき科
目を履修出来るようにしています。またリベラルアーツ学群は、人文／社会／自然／学際・統合科学の学問領域を
設定し、33の多彩な専攻プログラムから専門を選択するシステムを整えています。これらの学群の科目を通じて多
様な価値観を理解し、自主的で幅広い思考力を養い、国際的な視野を持つことを目指してください。
4年間の学生生活は長いようで短いものです。貴重なこの時期ですから、学生生活のなかで多くの仲間と出会い

友情を育て、また学業を通じて教員と信頼関係を築き、いろいろなことを学び取ってください。分からないことは
積極的に問い、教員の知識や経験を媒介に一人ひとりが、自分の人間性を豊かに育ててください。
最後に、自由に伸び伸びと大学生活を過ごすことを期待しています。なぜなら、「真理はあなた方を自由にする」

からです。

4．「チャペル・アワー」について
本学には「チャペル・アワー」が設けられていますが、「チャペル」とは「学校・病院等、教会以外の施設にあ

る礼拝堂」を指しています。本学のチャペル・アワーとは「大学で行われるキリスト教の礼拝の時間」を表してい
ます。キリスト教の礼拝自体が教育的側面を持っていますが、特に、高等教育機関である大学の礼拝はそれが強く
前面に出されています。「普遍的な真理」「究極的な存在」との出会いを通し、諸学問へのアプローチの土台が形成
されると共に、自己を相対化し、真実なる自己との出会いが可能となります。その意味において、大学というアカ
デミックな機関における「チャペル・アワー」は大変重要な役割をもっています。大学の先生方や近隣の牧師の方
など、それぞれの学問的領域や現場からの豊かな「メッセージ」を通し、多くの啓発を得ることができます。自由
参加のプログラムですが、自己探求、真理探求のための貴重な機会として受け止め、積極的に出席することを期待
します。
チャペル・アワーの開催日時等は、明々館エントランス・太平館レクチャーホール前・崇貞館2階エレベーター

前・栄光館2階教職センター前・サレンバーガー館1階ロビー・理化学館1階ロビー・徳望館1階エントランス・
学而館1階エントランスロビー・一粒館1階インフォメーションセンター・PFC エントランスホール・其中館掲
示コーナーおよび荊冠堂チャペル前掲示板、以上学内12ヶ所の案内ポスターをご覧ください。

5．アカデミック・アドバイザーについて
本学には、教員がアカデミック・アドバイザー（以下「アドバイザー」とする）として学生一人ひとりを担当し、

学習に関する指導を行う制度が設けられています。アドバイザーは、学生の履修登録と成績を絶えずモニターし、
1学期に最低1回は学生に指導や助言を行います。
学生は学群長に対して、アドバイザーの変更を願い出ることができます。芸術文化学群、ビジネスマネジメント

学群、健康福祉学群の学生が「専攻演習」を履修した場合は、その担当教員をアドバイザーにすることができます。

2 はじめに

学び

5 ．アドバイザーについて
本学には、教員がアドバイザーとして学生一人ひとりを担当し、教学指導・学生指導を行う制度が設けられてい

ます。アドバイザーは、学生の履修登録と成績をモニターし、１学期に最低１回は学生に指導や助言を行います。
学生は学群長に対して、アドバイザーの変更を願い出ることができます。芸術文化学群、ビジネスマネジメント

学群、健康福祉学群の学生が「専攻演習」を履修した場合は、その担当教員をアドバイザーにすることができます。

アドバイザー制度 資料７
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⑴ アドバイザーとの連絡の取り方
アドバイザーは授業の他に、オフィスアワーという時間を設けています。これは学生との相談に当てられる時

間です。時間帯は e-Campus 及び教育支援課に掲示してあります。
オフィスアワーには基本的にアドバイザーが教員オフィスに在室していますが、学内の急用で席を外す場合も

あります。アドバイザーとのすれ違いを無くすため、学生は可能な限りＥメール等でアドバイザーと面会時間の
約束をしてください。

⑵ アドバイザーとの関係について
① プライバシーの保護

相談や指導に際して、アドバイザーは必要に応じて家庭や個人的な事情にふれる場合があります。ただし、
プライバシーに関わる事項の回答については、各学生の意志に任されます。

② 不服の申し立て
アドバイザーの指導について不服があるときは、学群長に申し出てください。学群長は、公平な立場で問題

の解決にあたります。

桜美林大学は、公益財団法人日本高等教育評価機構の認証評価を2012（平成24）年度に受審し、「日本高等教
育評価機構が定める大学評価基準に適合していると認定する。」という評価をいただきました。
そのなかで、特に『学士課程のすべての科目に「レベル」を設定し、段階的かつ系統的な学修が可能となる措

置が講じられていることは高く評価できる。』『専任教員が「アカデミック・アドバイザー」として学生一人ひと
りを担当していることや教職員及び上級生が学びについての相談に応じる「コーナーストーン・センター」を設
置していることなど、学生に対する学修及び授業支援の体制が充実している点は高く評価できる。』として、「優
れている点」として評価もされています。

はじめに 3

桜美林大学は、公益財団法人日本高等教育評価機構の認証評価を2012（平成24）年度に受審し、「日本高等教
育評価機構が定める大学評価基準に適合していると認定する。」という評価をいただきました。
そのなかで、特に『学士課程のすべての科目に「レベル」を設定し、段階的かつ系統的な学修が可能となる措

置が講じられていることは高く評価できる。』『専任教員が「アドバイザー」として学生一人ひとりを担当してい
ることや教職員及び上級生が学びについての相談に応じる「コーナーストーン・センター」を設置していること
など、学生に対する学修及び授業支援の体制が充実している点は高く評価できる。』として、「優れている点」と
して評価もされています。
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芸術文化学群カリキュラムマップ

知識・理解
コミュニケーション・

スキル
問題発見・
解決能力

チームワーク、
リーダーシップ

市民としての
社会的責任

生涯学習力

芸術分野における幅
広い知識と教養を習得
し、専攻する分野にお
いて専門家として必要
な知識・技能を習得
し、幅広い視野と豊か
な感性を以って積極的
に活動することができ
る。

国内外の芸術文化へ
の理解を深め、語学力
やプレゼンテーション
能力を高め、グローバ
ル社会の中で自分の
思いや考えを的確に
表現し、他者と協調・
協同することができる。

芸術の理論と実践を結
合し、複雑多様化する
社会の諸問題を発見
する分析力、洞察力を
養い、それらの問題や
課題に対して、芸術活
動を通じ専門的な能力
を活用して適切な対応
を模索し実行すること
ができる。

芸術を学ぶことで獲得
した「表現力」「構築
力」「創作力」を活か
し、時には他の領域・
分野と協同し、リー
ダーシップを発揮して
社会に対してより良い
方向性を示し、目標実
現に向けて牽引するこ
とができる。

芸術活動を通じて社会
における芸術文化の発
展に寄与する使命感を
持ち、社会の一員とし
ての意識を持ち、義務
と権利を適正に行使し
つつ、新たな芸術的価
値を創造することで社
会の発展のために積
極的に関与できる。

授業および課外活動
における芸術の探究や
様々な学修体験を通し
て、豊かな人間性と学
修に対する継続的な
強い意欲を身につけ、
卒業後も目標に向かっ
てあきらめることなく、
自律・自立して学修を
継続することができる。

上演芸術入門 ２ ◎ ○

音楽入門 ２ ◎ ○

ビジュアル・アーツ入門 ２ ◎ ○

美学Ａ ２ ◎ ○ ○

美学Ｂ ２ ◎ ○ ○

演劇の世界 ２ ○ ◎ ◎ ○

ダンスの世界 ２ ○ ○ ◎

芸術概論Ａ ２ ◎ ○ ○

芸術概論Ｂ ２ ◎ ○ ○

芸術と人間Ａ ２ ◎ ○ △

芸術と人間Ｂ ２ ◎ ○ △

芸術と社会Ａ ２ ◎ ○ ○

芸術と社会Ｂ ２ ◎ ○ ○

日本文化論Ａ ２ ◎ ◎

日本文化論Ｂ ２ ◎ ◎

西洋文化論Ａ ２ ◎ ◎

西洋文化論Ｂ ２ ◎ ◎

アジア文化論Ａ ２ ◎ ◎

アジア文化論Ｂ ２ ◎ ◎

社会文化・メセナ論 ２ ◎ ○ ○

知的財産権通論 ２ ◎ ○ ○

シアターマネージメント論 ２ ◎ ◎ ○

音楽マネージメント論 ２ ◎ ○ ◎

アートマネージメント論 ２ ◎ ○ ◎

メディア論Ａ ２ ◎ ○

メディア論Ｂ ２ ◎ ○

映像ビジネス論Ａ ２ ◎ ○

映像ビジネス論Ｂ ２ ◎ ○

芸術文化研修 １～４ ○ ○ ◎

芸術文化特講 ２～４ ◎ ○

芸術文化基礎 １～２ ◎ ○

インターンシップ １～４ ○ ○ ○ ◎

専攻演習Ⅰ ２ ◎ ○ ◎ ○

専攻演習Ⅱ ２ ◎ ○ ◎ ○

卒業研究Ⅰ ３ ◎ ○ ◎ ○

卒業研究Ⅱ ３ ◎ ○ ◎ ○

劇場文化史Ａ ２ ◎ ○ △

劇場文化史Ｂ ２ ◎ ○ △

海外演劇特殊研究Ａ ２ ◎ ○ △

海外演劇特殊研究Ｂ ２ ◎ ○ △

日本演劇史 ２ ◎ ○

古典演劇作品研究Ａ ２ ◎ ○ △

古典演劇作品研究Ｂ ２ ◎ ○ △

日本の文字文化 ２ ◎ ○ △

日本古典劇演習 ２ ◎ ○ ○ △

日本古典劇研究 ２ ◎ ○ △ △

日本近代劇研究 ２ ◎ ○ ○

日本現代劇研究 ２ ◎ ○ ○

宗教劇研究 ２ ◎ ○ △

演劇論 ２ ◎ ○ △

戯曲基礎 ２ ○ ○ △

戯曲演習 ２ ○ ○ △

演出論 ２ ◎ ○ ○ △

演出研究 ２ ◎ ○ ○ △

舞踊論Ａ ２ ◎ ○ △

舞踊論Ｂ ２ ◎ ○ △

舞踊文化比較論 ２ ◎ ○ △

身体原理入門 ２ ◎ ○ ○ △ ○

舞台芸術研究 ２ ○ ○ ○ △ ◎

分析批評入門 ２ ◎ ○ ○

舞台芸術基礎Ａ ４ ◎ ○ ◎ ○

舞台芸術基礎Ｂ ４ ◎ ○ ◎ ○

上演実技Ⅰ ４ ◎ ○ ○ △

上演実技Ⅱ ４ ◎ ○ ○ △

上演実技Ⅲ ４ ◎ ○ ○ ○

演
劇
・
ダ
ン
ス
科
目
群

学
群
共
通
科
目

芸術文化学群のディプロマポリシー

科目
区分

授　業　科　目 単位数
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知識・理解
コミュニケーション・

スキル
問題発見・
解決能力

チームワーク、
リーダーシップ

市民としての
社会的責任

生涯学習力

芸術分野における幅
広い知識と教養を習得
し、専攻する分野にお
いて専門家として必要
な知識・技能を習得
し、幅広い視野と豊か
な感性を以って積極的
に活動することができ
る。

国内外の芸術文化へ
の理解を深め、語学力
やプレゼンテーション
能力を高め、グローバ
ル社会の中で自分の
思いや考えを的確に
表現し、他者と協調・
協同することができる。

芸術の理論と実践を結
合し、複雑多様化する
社会の諸問題を発見
する分析力、洞察力を
養い、それらの問題や
課題に対して、芸術活
動を通じ専門的な能力
を活用して適切な対応
を模索し実行すること
ができる。

芸術を学ぶことで獲得
した「表現力」「構築
力」「創作力」を活か
し、時には他の領域・
分野と協同し、リー
ダーシップを発揮して
社会に対してより良い
方向性を示し、目標実
現に向けて牽引するこ
とができる。

芸術活動を通じて社会
における芸術文化の発
展に寄与する使命感を
持ち、社会の一員とし
ての意識を持ち、義務
と権利を適正に行使し
つつ、新たな芸術的価
値を創造することで社
会の発展のために積
極的に関与できる。

授業および課外活動
における芸術の探究や
様々な学修体験を通し
て、豊かな人間性と学
修に対する継続的な
強い意欲を身につけ、
卒業後も目標に向かっ
てあきらめることなく、
自律・自立して学修を
継続することができる。

芸術文化学群のディプロマポリシー

科目
区分

授　業　科　目 単位数

上演実技Ⅳ ４ ◎ ○ ○ ○

身体訓練基礎 ４ ◎ ○ △ △

身体訓練演習 ４ ◎ ○ ○ △

制作基礎Ⅰ ４ ◎ △ ○ ○ ◎

制作基礎Ⅱ ４ ◎ △ ○ ○ ◎ ◎

制作実地演習 ２ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

技術スタッフ基礎 ４ ○ ○ ○ △

前衛の世界 ４ ○ ◎ △ △

技術スタッフ入門 ４ ○ ○ ○ ○

照明・音響演習 ４ ○ ○ ○ ○

舞台美術と舞台運営 ４ ◎ ○ ○ ◎

技術スタッフ応用Ⅰ ２ ○ ○ ○ ○

技術スタッフ応用Ⅱ ２ ○ ○ ○ ○

オーディオ・ドラマ ２ ◎ ○

映像身体表現演習 ２ ◎ ○

ダンス基礎Ⅰ ２ ○ ○ △ ◎

ダンス基礎Ⅱ １ ○ ○ △ ○

ダンス　クラシックⅠ ２ ○ ○ △ ○

ダンス　クラシックⅡ ２ ○ ○ △ ○

ダンス　クラシックⅢ ２ ○ ○ △ ○

ダンス　コンテンポラリーⅠ ２ ○ ○ △ ○

ダンス　コンテンポラリーⅡ ２ ○ ○ △ ○

ダンス　コンテンポラリーⅢ ２ ○ ○ ○ ○

日本舞踊Ⅰ ２ ◎ ○

日本舞踊Ⅱ ２ ◎ ○

日本舞踊Ⅲ ２ ◎ ○

コミュニティダンス論 ２ ◎ ○ △

コミュニティダンス演習Ⅰ ２ ◎ ○ ○

コミュニティダンス演習Ⅱ ２ ◎ ○ ○

セルフプロデュース演習 ２ ◎ ○ ○

東洋演劇演習Ａ ２ ○ ○ △ △

東洋演劇演習Ｂ ２ ○ ○ △ △

発声朗読法Ⅰ ４ ○ ○ △ ○

発声朗読法Ⅱ ４ ○ ○ △ ○

上演美術研究 ２ ◎ ○ ○ ○ ○

舞台監督の仕事Ⅰ ２ ◎ ○ ○ ○ ○

舞台監督の仕事Ⅱ ２ ◎ ○ ○ ○ ○

詩と朗読 １ ◎ ○ △ ◎

詩と創作 １ ◎ ○

演劇芸術応用論Ⅰ ２ ○ ◎ △

演劇芸術応用論Ⅱ ２ ○ ◎ △

演劇芸術応用演習Ⅰ ２ ◎ ○ △

演劇芸術応用演習Ⅱ ２ ◎ ○ △

ソルフェージュⅠ １ ◎ ○

ソルフェージュⅡ １ ◎ ○

東洋音楽史 ２ ◎ ○

西洋音楽史Ａ ２ ◎ ○

西洋音楽史Ｂ ２ ◎ ○

民族音楽研究 ２ ◎ ○

現代音楽史 ２ ◎ ○

音楽学 ４ ◎ ○

器楽概論 ２ ◎ ○

和声学Ⅰ ２ ◎ ○

和声学Ⅱ ２ ◎ ○

和声学Ⅲ ２ ◎ ○

和声学Ⅳ ２ ◎ ○

対位法Ⅰ ２ ◎ ○

対位法Ⅱ ２ ◎ ○

楽曲分析 ２ ◎ ○

現代の作曲技法 ２ ◎ ○

ピッチクラス集合論 ２ ◎ ○

ヨーロッパの大衆音楽Ａ ２ ◎ △

ヨーロッパの大衆音楽Ｂ ２ ◎ △

管弦楽概論 ２ ◎ ○

オペラ論 ２ ◎ ○

ミュージカル論 ２ ◎ △ ○ ○

演
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知識・理解
コミュニケーション・

スキル
問題発見・
解決能力

チームワーク、
リーダーシップ

市民としての
社会的責任

生涯学習力

芸術分野における幅
広い知識と教養を習得
し、専攻する分野にお
いて専門家として必要
な知識・技能を習得
し、幅広い視野と豊か
な感性を以って積極的
に活動することができ
る。

国内外の芸術文化へ
の理解を深め、語学力
やプレゼンテーション
能力を高め、グローバ
ル社会の中で自分の
思いや考えを的確に
表現し、他者と協調・
協同することができる。

芸術の理論と実践を結
合し、複雑多様化する
社会の諸問題を発見
する分析力、洞察力を
養い、それらの問題や
課題に対して、芸術活
動を通じ専門的な能力
を活用して適切な対応
を模索し実行すること
ができる。

芸術を学ぶことで獲得
した「表現力」「構築
力」「創作力」を活か
し、時には他の領域・
分野と協同し、リー
ダーシップを発揮して
社会に対してより良い
方向性を示し、目標実
現に向けて牽引するこ
とができる。

芸術活動を通じて社会
における芸術文化の発
展に寄与する使命感を
持ち、社会の一員とし
ての意識を持ち、義務
と権利を適正に行使し
つつ、新たな芸術的価
値を創造することで社
会の発展のために積
極的に関与できる。

授業および課外活動
における芸術の探究や
様々な学修体験を通し
て、豊かな人間性と学
修に対する継続的な
強い意欲を身につけ、
卒業後も目標に向かっ
てあきらめることなく、
自律・自立して学修を
継続することができる。

芸術文化学群のディプロマポリシー

科目
区分

授　業　科　目 単位数

ミュージカル演習Ⅰ ４ ○ ○ ○ △

ミュージカル演習Ⅱ ４ ○ ○ ○ △

ミュージカル演習Ⅲ ４ ○ ○ ○ △

楽曲身体表現演習 ２ ◎ ○

ミュージカル歌唱法 ２ ◎ ○

舞台音楽演習 ２ ◎ ◎ ○ ○

器楽実技Ⅰ～Ⅷ 各２ ◎ ○

器楽実技（副科）Ⅰ～Ⅷ 各１ ◎ △

ピアノⅠ～Ⅷ 各２ ◎ ○

ピアノ（副科）Ⅰ～Ⅷ 各１ ◎ △

声楽Ⅰ～Ⅷ 各２ ◎ ○

声楽（副科）Ⅰ～Ⅷ 各１ ◎ △

管楽合奏Ⅰ～Ⅷ 各１ ○ ○ △ △

弦楽合奏Ⅰ～Ⅷ 各１ ○ ○ △ △

管弦楽合奏Ⅰ～Ⅷ 各２ ◎ ○ △ ○

伴奏法Ⅰ～Ⅱ 各２ ◎ ○ ○ ○

合唱Ａ １ ○ ○ △

合唱Ｂ １ ○ ○ △

指揮法 ２ ◎ ○ ○ ○

作曲Ⅰ ２ ◎ ○

作曲Ⅱ ２ ◎ ○

作曲Ⅲ ２ ◎ ○

作曲Ⅳ ２ ◎ ○

作曲Ⅴ ２ ◎ ○

作曲Ⅵ ２ ◎ ○

コンピュータ音楽 ２ ◎ ○

音楽音響プログラミング ２ ◎ ○

マルチメディア・プログラミング ２ ◎ ○

礼拝学Ａ ２ ◎ ○

礼拝学Ｂ ２ ◎ ○

賛美歌学Ａ ２ ◎ ○

賛美歌学Ｂ ２ ◎ ○

宗教音楽史Ａ ２ ◎ ○

宗教音楽史Ｂ ２ ◎ ○

ハンドベル １ ○ ○

パイプオルガン １ ◎

ゴスペル １ ○ ○ ○

オラトリオ １ ○ ○ ○

音楽療法Ａ ２ ◎ △ ○

音楽療法Ｂ ２ ◎ △ ○

西洋美術史概論Ａ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

西洋美術史概論Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

西洋美術文化史Ａ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

西洋美術文化史Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

日本美術史Ａ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

日本美術史Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

東洋美術史Ａ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

東洋美術史Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

西洋建築史Ａ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

西洋建築史Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

日本建築史 ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

建築概論Ａ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

建築概論Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

建築文化論 ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

服飾文化史 ２ ◎ ○

現代美術論Ａ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

現代美術論Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

ランドスケープ文化論 ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

ファッション文化論 ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

工芸概論 ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン論Ａ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン論Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン史 ２ ◎ ○ △

色彩学 ２ ◎ ○ △

メディア表現論Ａ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

メディア表現論Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

音
楽
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目
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知識・理解
コミュニケーション・

スキル
問題発見・
解決能力

チームワーク、
リーダーシップ

市民としての
社会的責任

生涯学習力

芸術分野における幅
広い知識と教養を習得
し、専攻する分野にお
いて専門家として必要
な知識・技能を習得
し、幅広い視野と豊か
な感性を以って積極的
に活動することができ
る。

国内外の芸術文化へ
の理解を深め、語学力
やプレゼンテーション
能力を高め、グローバ
ル社会の中で自分の
思いや考えを的確に
表現し、他者と協調・
協同することができる。

芸術の理論と実践を結
合し、複雑多様化する
社会の諸問題を発見
する分析力、洞察力を
養い、それらの問題や
課題に対して、芸術活
動を通じ専門的な能力
を活用して適切な対応
を模索し実行すること
ができる。

芸術を学ぶことで獲得
した「表現力」「構築
力」「創作力」を活か
し、時には他の領域・
分野と協同し、リー
ダーシップを発揮して
社会に対してより良い
方向性を示し、目標実
現に向けて牽引するこ
とができる。

芸術活動を通じて社会
における芸術文化の発
展に寄与する使命感を
持ち、社会の一員とし
ての意識を持ち、義務
と権利を適正に行使し
つつ、新たな芸術的価
値を創造することで社
会の発展のために積
極的に関与できる。

授業および課外活動
における芸術の探究や
様々な学修体験を通し
て、豊かな人間性と学
修に対する継続的な
強い意欲を身につけ、
卒業後も目標に向かっ
てあきらめることなく、
自律・自立して学修を
継続することができる。

芸術文化学群のディプロマポリシー

科目
区分

授　業　科　目 単位数

メディア表現演習Ａ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

メディア表現演習Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ ○ ○

テキスタイル・マテリアル論 ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

ビジュアル・アーツ基礎 ２ ◎ ○

造形実技入門Ａ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

造形実技入門Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

造形実技入門Ｃ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

美術演習Ａ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

美術演習Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

美術演習Ｃ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

美術演習Ｄ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

色彩構成演習 １ ◎ ○ ○ △ △ ○

フォトアート演習 ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ａ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｂ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｃ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｄ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｅ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｆ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｇ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｈ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｉ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

デザイン演習Ｊ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

テキスタイル演習Ａ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

テキスタイル演習Ｂ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

テキスタイル演習Ｃ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

テキスタイル演習Ｄ ２ ◎ ○ ○ △ △ ○

コンピュータ造形Ⅰ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

コンピュータ造形Ⅱ ４ ◎ ○ ○ △ △ ○

脚本入門 ２ ◎ △ ○ ○

映画演出原論 ２ ◎ ○ ○

映画撮影技術論 ２ ◎ △ △

映画特別研究 １～２ ◎ ○

映画・映像史Ａ ２ ◎ △ △ △

映画・映像史Ｂ ２ ◎ △ △ △

映画論Ａ ２ ◎ △ △ △

映画論Ｂ ２ ◎ △ △ △

映画演出研究 ２ ◎ ○

映像論Ａ ２ ◎ △ ○ △ ○

映像論Ｂ ２ ◎ △ ○ △ ○

映画社会学演習 ２ ◎ ○ ○

アニメーション論 ２ ◎ ○

ドキュメンタリー論Ａ ２ ○ ◎ ○ ◎ ○

ドキュメンタリー論Ｂ ２ ○ ◎ ○

映画音響デザイン論 ２ ◎ ○ △

映画理論研究 ２ ◎ ○ ○

デザイン・プロジェクト ２ △ ◎ ◎ ◎ ○ ○

ドキュメンタリー制作 ２ ○ ◎ ○ △ △

映像制作基礎 ２ ○ ◎

映画制作Ａ ２ ○ ◎

映画制作Ｂ ２ ○ ◎

映画制作Ｃ ２ ◎ ○

脚本演習Ａ ２ ◎ ○ △

脚本演習Ｂ ２ ○ ○ ◎ △ △

脚本演習Ｃ ２ ○ ○ ◎ △ △

映画技術実習Ⅰ ２ ◎ △ △

映画技術実習Ⅱ ２ ◎ △ △

映画技術実習Ⅲ ２ ○ △ △ ○ △

映像編集演習Ⅰ ４ ◎ △ ○ △

映像編集演習Ⅱ ４ ◎ △ ○ △

映像音響演習Ⅰ ４ ◎ ○ △

映像音響演習Ⅱ ４ ◎ ○ △
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2
キャリアデザ
インＤ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

上演芸術入門 2 芸術概論Ａ 2 美学Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 美学Ｂ 2
知的財産権通
論

2
シアターマ
ネージメント
論

2 西洋文化論Ａ 2

音楽入門 2 メディア論Ａ 2
アートマネー
ジメント論

2 西洋文化論Ｂ 2

芸術文化特講 2 メディア論Ｂ 2

舞台芸術基礎
Ａ

4
技術スタッフ
入門

4
技術スタッフ
基礎

4
照明・音響演
習

4 制作実地演習 2 上演美術研究 2 舞台芸術研究 2
舞踊文化比較
論

2

舞台芸術基礎
Ｂ

4 身体訓練基礎 4 制作基礎Ⅰ 4 制作基礎Ⅱ 4 舞台芸術研究 2 舞台芸術研究 2
舞台美術と舞
台運営

2 演出論 2

ダンス基礎Ⅰ 2
日本近代劇研
究

2
舞台監督の仕
事Ⅰ

2 舞台芸術研究 2 日本演劇史 2 分析批評入門 2

日本現代劇研
究

2

合計

12420

62

学年計

20 13学期計 7

40 36 28

演
劇
・
ダ
ン
ス
科
目
群

学
群
指
定
科
目

24

学
群
共
通
科
目

38

20 14 1420 16

小
計

後期

芸術文化学群演劇・ダンス専修 履修モデル

前期 後期 前期後期前期

＜演劇・ダンス専修＞

演劇・ダンス専修に所属して、卒業後は劇場勤務者（スタッフ・プロデューサー）として活躍を目指す学生の履修モデル

前期 後期

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

芸術文化学群履修モデル 資料９
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

上演芸術入門 2 芸術概論Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2
知的財産権通
論

2
シアターマ
ネージメント
論

2

メディア論Ａ 2 メディア論Ｂ 2

舞台芸術基礎
Ａ

4 身体訓練基礎 4 上演実技Ⅰ 4 舞台芸術研究 2 上演実技Ⅱ 4 上演実技Ⅲ 4
海外演劇特殊
研究Ｂ

2

舞台芸術基礎
Ｂ

4
技術スタッフ
入門

4 身体訓練演習 4
映像身体表現
演習

2 舞台芸術研究 2 発声朗読法Ⅱ 4 日本演劇史 2

ダンス基礎Ⅰ 2
海外演劇特殊
研究Ａ

2 舞踊論Ａ 2 発声朗読法Ⅰ 4

ダンス・クラ
シックI

2
日本現代劇研
究

2

ミュージカル
論

2

合計

124

３年次 ４年次

後期 前期 後期

18

＜演劇・ダンス専修＞

芸術文化学群演劇・ダンス専修 履修モデル
演劇・ダンス専修に所属してグローバル・アウトリーチプログラムで留学し、卒業後は国際感覚を備えた俳優として活躍を目指す学生の履修モデル　　俳優パターンI

１年次 ２年次

前期 後期

GOプログラム（アメリカ）

学
群
共
通
科
目

24

前期 後期 前期

※
留
学
先
の
大
学
に
お
い
て
英
語
学
習
等
を
行
う

小
計

演
劇
・
ダ
ン
ス
科
目
群

60

学
群
指
定
科
目

学期計 20 18 18 20 14 16 11

2

7

学年計 38 38 30 18

音
楽
専
修
科
目
群
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
キャリアデザ
インＢ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

上演芸術入門 2 芸術概論Ａ 2
社会文化・メ
セナ論

2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2
シアターマ
ネージメント
論

2
知的財産権通
論

2 芸術文化研修 2 西洋文化論Ａ 2 日本文化論Ａ 2

アートマネー
ジメント論

2 西洋文化論Ｂ 2 日本文化論Ｂ 2

舞台芸術基礎
Ａ

4
技術スタッフ
入門

4
日本古典劇演
習

2
ダンスクラ
シックⅡ

2
海外演劇特殊
研究Ａ

2 舞台芸術研究 2
コミュニティ
ダンス論

2

舞台芸術基礎
Ｂ

4 身体訓練基礎 4
ダンスクラ
シックⅠ

2 身体原理入門 2
日本現代劇研
究

2 日本演劇史 2
舞踊文化比較
論

2

ダンス基礎Ⅰ 2
ダンス・コン
テンポラリー
Ⅰ

2
ダンス・コン
テンポラリー
Ⅱ

2 舞踊論Ｂ 2
コミュニティ
ダンス演習Ⅰ

2
ダンス・コン
テンポラリー
Ⅲ

2

舞踊論Ａ 2 前衛の世界 4
ダンスクラ
シックⅢ

2
コミュニティ
ダンス演習Ⅱ

2

技術スタッフ
基礎

4 舞台芸術研究 2

ミュージカル
論

2
ミュージカル
演習

4

合計

124

20

＜演劇・ダンス専修＞

芸術文化学群演劇・ダンス専修 履修モデル
演劇・ダンス専修に所属して、卒業後はダンサーや振付家として活躍を目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次

前期 後期前期 後期 前期 小
計

学
群
指
定
科
目

４年次

後期 前期 後期

３年次

演
劇
・
ダ
ン
ス
科
目
群

64

音
楽
専
修
科
目
群

6

7

20

学
群
共
通
科
目

34

16 11

学年計 40 36 30 18

18 18 14学期計 20
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
キャリアデザ
インＢ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

上演芸術入門 2 芸術概論Ａ 2 美学Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 美学Ｂ 2
知的財産権通
論

2 芸術文化研修 2

芸術文化特講 2
シアターマ
ネージメント
論

2

舞台芸術基礎
Ａ

4 身体訓練基礎 4 日本舞踊Ⅰ 2 日本舞踊Ⅱ 2 日本舞踊Ⅲ 2 演出論 2 舞台芸術研究 2
舞踊文化比較
論

2

舞台芸術基礎
Ｂ

4
技術スタッフ
入門

4
日本古典劇研
究

2 発声朗読法 I 2 舞台芸術研究 2 舞台芸術研究 2 劇場文化史Ａ 2
日本近代劇研
究

2

日本古典劇演
習

2 東洋演劇演習A 2
日本現代劇研
究

2 上演実技Ⅱ 4 上演実技Ⅲ 4 舞踊論Ａ 2 劇場文化史Ｂ 2

東洋演劇演習
Ａ

2 身体原理入門 2 発声朗読法 II 2

上演実技Ⅰ 4 東洋演劇演習A 2

ミュージカル
論

2
ミュージカル
演習

4

合計

124

20

＜演劇・ダンス専修＞

芸術文化学群演劇・ダンス専修 履修モデル
演劇・ダンス専修に所属して、京劇や日本舞踊を身につけ、卒業後はその修得を生かした俳優としての活躍を目指す学生の履修モデル　　俳優パターンII

１年次 ２年次

前期 後期前期 後期 前期 小
計

学
群
指
定
科
目

４年次

後期 前期 後期

３年次

演
劇
・
ダ
ン
ス
科
目
群

音
楽
専
修
科
目
群

70

6

7

20

学
群
共
通
科
目

28

16 9

学年計 40 36 32 16

18 18 16学期計 20
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2 文章表現Ⅱ 2
キャリアデザ
インＢ

2
コンピュータ
リテラシーⅡ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

上演芸術入門 2 芸術概論Ａ 2 芸術と人間Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 芸術と人間Ｂ 2
知的財産権通
論

2
アジア文化論
Ａ

2 西洋文化論Ａ 2 西洋文化論Ｂ 2

アートマネー
ジメント論

2 日本文化論Ａ 2 芸術と社会Ａ 2
アジア文化論
Ｂ

2

日本文化論Ｂ 2 芸術と社会Ｂ 2

舞台芸術基礎
Ａ

4
技術スタッフ
入門

4 劇曲基礎 2 演出論Ａ 2 詩と創作 1 日本演劇史 2 舞台芸術研究 2
セルフプロ
デュース演習

2

舞台芸術基礎
Ｂ

4 分析批評入門 2
日本現代劇研
究

2 劇場文化史Ａ 2
演劇芸術応用
論Ⅰ

2
舞踊文化比較
論

2 戯曲演習 2 詩と朗読 1

ダンス基礎I 2
日本近代劇研
究

2
日本の文字文
化

2 劇場文化史Ｂ 2 舞踊論Ａ 2 演出研究 2

舞踊論Ｂ 2 舞台芸術研究 2
演劇芸術応用
論Ⅱ

2

ミュージカル
論

2
ミュージカル
演習

4

合計

124

20

＜演劇・ダンス専修＞

芸術文化学群演劇・ダンス専修 履修モデル
演劇・ダンス専修に所属して、卒業後は劇作家・演出家として活躍を目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次

前期 後期前期 後期 前期 小
計

学
群
指
定
科
目

４年次

後期 前期 後期

３年次

演
劇
・
ダ
ン
ス
科
目
群

音
楽
専
修
科
目
群

54

6

8

24

学
群
共
通
科
目

40

14 9

学年計 40 34 33 17

18 16 19学期計 20
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

音楽入門 2 芸術文化研修 2 芸術概論Ａ 2 芸術と人間Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 芸術と人間Ｂ 2 演劇の世界 2 芸術と社会Ａ 2

音楽マネージ
メント論

2 芸術文化特講 2 芸術と社会Ｂ 2

社会文化・メ
セナ論

2

声楽Ⅰ 2 声楽Ⅱ 2 声楽Ⅲ 2 声楽Ⅳ 2 声楽Ⅴ 2 声楽Ⅵ 2 声楽Ⅶ 2 声楽Ⅷ 2

礼拝学Ａ 2 音楽学 4 合奏Ａ 1 合奏Ａ 1 指揮法 2 和声学Ⅳ 2 賛美歌学Ａ 2 宗教音楽学Ａ 2

礼拝学Ｂ 2 合奏Ｂ 1 合奏Ｂ 1 和声学Ⅲ 2 対位法Ⅱ 2 賛美歌学Ｂ 2 宗教音楽学Ｂ 2

東洋音楽史 2 和声学Ⅰ 2 和声学Ⅱ 2 対位法Ⅰ 2 合奏Ａ 1 合奏Ａ 1

舞台音楽演習 2 オペラ論 2 合奏Ｂ 1 合奏Ｂ 1

イタリア語Ⅰ 2 イタリア語Ⅱ 2 イタリア語Ⅲ 2 イタリア語Ⅳ 2

合計

124

芸術文化学群音楽専修 履修モデル

前期後期

４年次

学
群
共
通
科
目

34

前期

＜音楽専修＞

音楽専修に所属して、卒業後は声楽やオペラ界で活躍を目指す学生の履修モデル

前期 後期

３年次１年次 ２年次

小
計

後期

8

11

後期 前期

60

9

22

14

音
楽
科
目
群

学
群
指
定
科
目

20学期計 18 16

他
学
群
履
修
科
目

※

20

16

学年計

20

※声楽Ⅰ～Ⅷを履修の場合、イタリア語の基本的な知識を身につけることが必須のため記載。

34 3040
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2
キャリアデザ
インＤ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

音楽入門 2 芸術概論Ａ 2 芸術と人間Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 芸術と人間Ｂ 2 芸術と社会Ａ 2 演劇の世界 2

音楽マネージ
メント論

2 芸術文化特講 2 芸術と社会Ｂ 2

声楽（副科）
Ⅰ

1
声楽（副科）
Ⅱ

1 和声学Ⅰ 2 和声学Ⅱ 2 和声学Ⅲ 2 和声学Ⅳ 2
声楽（副科）
Ⅶ

1
声楽（副科）
Ⅷ

1

合唱Ａ 1 合唱Ａ 1
ミュージカル
演習Ⅰ

4
ミュージカル
演習Ⅱ

4 対位法Ⅰ 2 対位法Ⅱ 2
楽曲身体表現
演習

2
ミュージカル
論

2

ダンス基礎Ⅰ 2 身体訓練基礎 4
声楽（副科）
Ⅲ

1 上演実技Ⅱ 2
ミュージカル
演習Ⅲ

4
声楽（副科）
Ⅵ

1 舞台音楽演習 2
コミュニティ
ダンス論

2

西洋音楽史Ａ 2 音楽学 4 合唱Ａ 1
声楽（副科）
Ⅳ

1
声楽（副科）
Ⅴ

1 上演実技Ⅳ 2

西洋音楽史Ｂ 2 上演実技Ⅰ 2 合唱Ａ 1 上演実技Ⅲ 2

東洋音楽史 2
ミュージカル
歌唱法

2

合計

124学年計 40 36 30 18

70

20 20 18 18

学
群
共
通
科
目

30

小
計

15 15 10 8学期計

音
楽
科
目
群

学
群
指
定
科
目

４年次

後期 前期 後期

24

前期 後期 前期

＜音楽専修＞

芸術文化学群音楽専修 履修モデル
音楽専修に所属して、卒業後はミュージカル界で活躍を目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次

前期 後期

３年次
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
コンピュータ
リテラシーⅡ

2
キャリアデザ
インＢ

2 文章表現Ⅱ 2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

音楽入門 2
音楽マネージ
メント論

2 芸術と人間Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 芸術と社会Ｂ 2

社会文化・メ
セナ論

2 芸術と人間Ｂ 2 芸術と社会Ａ 2

ソルフェー
ジュⅠ

1
ソルフェー
ジュⅡ

1 ピアノⅢ 2 ピアノⅣ 2 ピアノⅤ 2 ピアノⅥ 2 ピアノⅦ 2 ピアノⅧ 2

ピアノⅠ 2 ピアノⅡ 2
声楽（副科）
Ⅰ

1
声楽（副科）
Ⅱ

1 作曲Ⅰ 2 合唱Ｂ 1 西洋音楽史Ｂ 2 合唱Ａ 1

東洋音楽史 2 音楽学 4 指揮法 2 器楽概論 2 賛美歌学Ａ 2 賛美歌学Ｂ 2

西洋音楽史Ａ 2 合唱Ａ 1

日本国憲法 2 教育原理 2 生徒指導論 2 進路指導論 2
学校図書館メ
ディアの構成

2
学校経営と学
校図書館

2 教育実習Ｂ 2 教職実践演習 2

教職入門 2 教育心理学 2 教育制度論 2
教育実習事
前・事後指導
Ｂ

1
学習指導と学
校図書館

2

教育課程論 2
中等音楽科教
育法Ｉ

2 特別活動論 2 教育方法論 2

健康とスポー
ツ

2
中等音楽科教
育法Ⅱ

2
中等音楽科教
育法Ⅲ

2

合計

124学年計 38 39 30 17

学期計 19 19 19 20

後期

15

学
群
共
通
科
目

18

39

15 10 7

43

教
職
科
目

１年次 ２年次

＜音楽専修＞

芸術文化学群音楽専修 履修モデル
音楽専修に所属して、卒業後は高等学校の音楽教諭として活躍を目指す学生の履修モデル

３年次 ４年次

前期 前期 後期前期

音
楽
科
目
群

小
計

後期 前期 後期

学
群
指
定
科
目

24
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

音楽入門 2 芸術概論Ａ 2 芸術と人間Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 芸術と人間Ｂ 2
知的財産権通
論

2 芸術と社会Ａ 2

音楽マネージ
メント論

2 芸術文化特講 2 芸術と社会Ｂ 2

社会文化・メ
セナ論

2 芸術文化研修 2

ソルフェー
ジュⅠ

1
ソルフェー
ジュⅡ

1 管楽合奏Ⅲ 1 管楽合奏Ⅳ 1 管楽合奏Ⅴ 1 管楽合奏Ⅵ 1 管楽合奏Ⅶ 1 管楽合奏Ⅷ 1

器楽実技Ⅰ 2 器楽実技Ⅱ 2 管弦楽概論 2 器楽実技Ⅳ 2 器楽実技Ⅴ 2 器楽実技Ⅵ 2 器楽実技Ⅶ 2 器楽実技Ⅷ 2

管楽合奏Ⅰ 1 管楽合奏Ⅱ 1 器楽実技Ⅲ 2
器楽実技（副
科）Ⅱ

1
器楽実技（副
科）Ⅲ

1
器楽実技（副
科）Ⅳ

1 作曲Ⅲ 2 作曲Ⅳ 2

礼拝学Ａ 2
ヨーロッパの
大衆音楽Ａ

2
器楽実技（副
科）Ⅰ

1 宗教音楽史Ａ 2 作曲Ⅰ 2 作曲Ⅱ 2 音楽学 4

礼拝学Ｂ 2
ヨーロッパの
大衆音楽Ｂ

2 指揮法 2 宗教音楽史Ｂ 2

東洋音楽史 2 西洋音楽史Ａ 2 現代音楽史 2

西洋音楽史Ｂ 2 器楽概論 2

合計

124

14 12 8

学年計 38 26 2040

後期 前期

音
楽
科
目
群

68

学期計 20 18 20 20 12

前期 後期

学
群
共
通
科
目

34

前期 後期 前期 小
計

学
群
指
定
科
目

４年次３年次

後期

22

＜音楽専修＞

芸術文化学群音楽専修 履修モデル
音楽専修に所属して、卒業後は演奏家（管楽器）として活躍を目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次

- 9 -



授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
コンピュータ
リテラシーⅡ

2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2
キャリアデザ
インＤ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

音楽入門 2 芸術概論Ａ 2 芸術と人間Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 芸術と人間Ｂ 2 芸術と社会Ａ 2

音楽マネージ
メント論

2 芸術文化特講 2 芸術と社会Ｂ 2

社会文化・メ
セナ論

2

ピアノⅠ 2 ピアノⅡ 2 ピアノⅢ 2 ピアノⅣ 2 ピアノⅤ 2 ピアノⅥ 2 ピアノⅦ 2 ピアノⅧ 2

ソルフェー
ジュⅠ

1
ヨーロッパの
大衆音楽Ａ

2 作曲Ⅰ 2 作曲Ⅱ 2 作曲Ⅲ 2 作曲Ⅳ 2 作曲Ⅴ 2 作曲Ⅵ 2

西洋音楽史Ａ 2
ヨーロッパの
大衆音楽Ｂ

2
コンピュータ
音楽

2
音楽音響プロ
グラミング

2
マルチメディ
ア・プログラ
ミング

2 音楽学 4 オペラ論 2

西洋音楽史Ｂ 2
ソルフェー
ジュⅡ

1 音楽療法Ａ 2 音楽療法Ｂ 2
ピッチクラス
集合論

2

東洋音楽史 2 合唱Ｂ 1 楽曲分析 2
現代の作曲技
法

2 指揮法 2

合唱Ａ 1 現代音楽史 2

合計

124

12 11 9

学年計 38 40 26 20

後期 前期

音
楽
科
目
群

68

学期計 20 18 20 20 14

前期 後期

学
群
共
通
科
目

30

前期 後期 前期 小
計

学
群
指
定
科
目

４年次３年次

後期

26

＜音楽専修＞

芸術文化学群音楽専修 履修モデル
音楽専修に所属して、卒業後は作曲家や音楽プロデューサーとして活躍を目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次

- 10 -



授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2
キャリアデザ
インＤ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

ビジュアル・
アーツ入門

2 美学Ａ 2 芸術概論Ａ 2 芸術と社会Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 芸術と社会Ｂ 2
知的財産権通
論

2 芸術と人間Ａ 2
アートマネー
ジメント論

2

日本文化論Ａ 2 芸術と人間Ｂ 2

日本文化論Ｂ 2

西洋美術史概
論Ａ

2
西洋美術文化
史Ａ

2 東洋美術史Ａ 2 西洋建築史Ａ 2 現代美術論Ａ 2 服飾文化史 2
テキスタイ
ル・マテリア
ル論

2
テキスタイル
演習Ｃ

2

工芸概論 2 日本美術史Ａ 2 東洋美術史Ｂ 2 西洋建築史Ｂ 2 現代美術論Ｂ 2 デザイン論Ａ 2
テキスタイル
演習Ａ

2
テキスタイル
演習Ｄ

2

造形実技入門
Ａ

2 日本美術史Ｂ 2
造形実技入門
Ｃ

2 日本建築史 2 デザイン論Ａ 2 デザイン論Ｂ 2
テキスタイル
演習Ｂ

2

ビジュアル・
アーツ基礎

2
造形実技入門
Ｂ

2 色彩学 2 美術演習Ａ 2 デザイン論Ｂ 2
デザイン演習
Ｆ

4

造形実技入門
Ａ

2 美術演習Ｂ 2 美術演習Ｃ 2

合計

12418

66

学年計

18 11学期計 7

38 34 34

ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
ア
ー

ツ
科
目
群

学
群
指
定
科
目

24

学
群
共
通
科
目

34

20 16 1818 16

小
計

後期

芸術文化学群ビジュアル・アーツ専修 履修モデル

前期 後期 前期後期前期

＜ビジュアル・アーツ専修＞

ビジュアル・アーツ専修に所属して、卒業後はファインアート系の進路に進むことを目指す学生の履修モデル

前期 後期

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

- 11 -



授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
コンピュータ
リテラシーⅡ

2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

ビジュアル・
アーツ入門

2 美学Ａ 2 芸術概論Ａ 2 芸術と社会Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

芸術概論Ｂ 2 日本文化論Ａ 2
知的財産権通
論

2
アートマネー
ジメント論

2

西洋美術史概
論Ａ

2
西洋美術文化
史Ａ

2 デザイン論Ａ 2 デザイン史 2 現代美術論Ａ 2
メディア表現
論Ａ

2
メディア表現
論Ａ

2 デザイン演習I 4

西洋美術史概
論Ｂ

2
西洋美術文化
史Ｂ

2 デザイン論Ｂ 2
デザイン演習
Ｂ

4 現代美術論Ｂ 2
メディア表現
論Ｂ

2
メディア表現
論Ｂ

2 デザイン演習J 4

工芸概論 2 日本美術史Ａ 2
デザイン演習
Ａ

4
デザイン演習
Ｃ

4
コンピュータ
造形Ⅰ

2
デザイン演習
Ｅ

4
コンピュータ
造形Ⅱ

2

ビジュアル・
アーツ基礎

2
造形実技入門
Ａ

2
造形実技入門
Ｂ

2
フォトアート
演習

2
デザイン演習
Ｄ

4
デザイン演習
Ｈ

4

合計

124

３年次

後期

24

＜ビジュアル・アーツ専修＞

芸術文化学群ビジュアル・アーツ専修 履修モデル
ビジュアル・アーツ専修に所属して、卒業後は工業デザイン、広告系の進路に進むことを目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次

前期 後期

学
群
共
通
科
目

26

前期 後期 前期 小
計

学
群
指
定
科
目

４年次

学年計 38 34 32 20

後期 前期

18 16 16

74

学期計 18 20 16 11

ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
ア
ー

ツ
科
目
群

9

- 12 -



授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2 文章表現Ⅱ 2
キャリアデザ
インＢ

2
キャリアデザ
インＣ

2
キャリアデザ
インＤ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

キャリアデザ
インＡ

2

ビジュアル・
アーツ入門

2
映像ビジネス
論Ａ

2 美学Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

映像ビジネス
論Ｂ

2 メディア論Ａ 2
アートマネー
ジメント論

2 メディア論Ｂ 2

脚本入門 2 日本美術史Ａ 2 映像論Ａ 2 脚本演習Ｂ 2
映画音響演習
Ⅰ

4 映画論Ａ 2
ドキュメンタ
リー論Ｂ

2 映画演出研究 2

映画演出原論 2 日本美術史Ａ 2 映像論Ｂ 2
映画音響デザ
イン論

2 映像制作Ａ 2 映画論Ｂ 2 脚本演習Ｃ 2 映画理論研究 2

デザイン・プ
ロジェクト

2
映画撮影技術
論

2 脚本演習Ａ 2
ドキュメンタ
リー制作

2 映像制作Ｂ 2
映画音響演習
Ⅱ

4

造形術技入門
Ｃ

2 映像制作基礎 2
映画技術実習
Ⅰ

2
映画技術実習
Ⅱ

2 映像制作Ｃ 2
映画技術実習
Ⅲ

2

ビジュアル・
アーツ基礎

2
映像編集演習
Ⅰ

4
映像編集演習
Ⅱ

4
フォトアート
演習

2

アニメーショ
ン論

2

合計

124

ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
ア
ー

ツ
科
目
群

16 9

学年計 38 36 34 16

後期 前期

74

学期計 20 18 18 18 18 7

前期 後期

学
群
共
通
科
目

24

前期 後期 前期 小
計

学
群
指
定
科
目

４年次３年次

後期

26

＜ビジュアル・アーツ専修＞

芸術文化学群ビジュアル・アーツ専修 履修モデル
ビジュアル・アーツ専修に所属して、卒業後は映画製作系の進路に進むことを目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

文章表現Ⅰ 2
キリスト教入
門

2
コンピュータ
リテラシーⅡ

2

コンピュータ
リテラシーⅠ

2 口語表現Ⅰ 2

英語コアⅠＡ 2 英語コアⅡＡ 2

英語コアⅠＢ 2 英語コアⅡＢ 2

ビジュアル・
アーツ入門

2 芸術概論Ａ 2 芸術と社会Ａ 2 専攻演習Ⅰ 2 専攻演習Ⅱ 2 美学Ａ 2

芸術概論Ｂ 2
社会文化・メ
セナ論

2
アートマネー
ジメント論

2

西洋美術史概
論Ａ

2
西洋美術文化
史Ａ

2 工芸概論 2 東洋美術史Ａ 2 デザイン論Ａ 2
デザイン演習
Ｂ

4
デザイン演習
Ｅ

4 現代美術論Ａ 2

造形実技入門
Ａ

2 美術演習Ａ 2 日本美術史Ａ 2 東洋美術史Ｂ 2
デザイン演習
Ａ

4
デザイン演習
Ｃ

4 現代美術論Ｂ 2

ビジュアル・
アーツ基礎

2
造形実技入門
Ｃ

2 日本美術史Ｂ 2
コンピュータ
造形Ⅱ

4 色彩構成演習 1

コンピュータ
造形Ⅰ

4 美術演習Ｄ 2

日本国憲法 2
健康とスポー
ツ

2 生徒指導論 2 進路指導論 2
学校図書館メ
ディアの構成

2
学校経営と学
校図書館

2 教育実習Ａ 2 教職実践演習 2

教職入門 2 教育原理 2 教育心理学 2 教育制度論 2
教育実習事
前・事後指導
Ｂ

1
学習指導と学
校図書館

2 教育実習Ｂ 2

教育課程論 2
中等美術科教
育法Ｉ

2 特別活動論 2 教育方法論 2

中等美術科教
育法Ⅱ

2
中等美術科教
育法Ⅲ

2

合計

132

＜ビジュアル・アーツ専修＞

芸術文化学群ビジュアル・アーツ専修 履修モデル
ビジュアル・アーツ専修に所属して、卒業後は高等学校の美術教諭として活躍を目指す学生の履修モデル

１年次 ２年次

小
計

学
群
指
定
科
目

４年次３年次

後期

18

ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
ア
ー

ツ
科
目
群

55

教
職
科
目

41

前期 後期

学
群
共
通
科
目

18

前期 後期

18 20 20 18

後期 前期前期

20 10 6

学年計 38 40 38 16

学期計 20
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